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天才脳外科医の愛が溢れて――もう、拒めない

～独占欲に火がついて、とろとろに愛されました～
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うちの天才脳外科医




「お大事になさってください」

　外来の患者さんににっこり微ほほ笑えみ、処方箋と領収書を手渡す。

「どうもありがとね」

　覚おぼ束つかない足取りの患者さんを正面玄関前にあるバス停まで見送って受付に戻ると、同僚に声をかけられた。

「如月きさらぎさん、お昼行っておいでよ」

「あっ、はい」

　返事をしながら掛け時計を見たら、もう午後一時を過ぎている。

「今日は月曜だったせいか、患者さん多かったもんね」

　八月上旬――。

　病院は空調が効いて涼しいけれど、外は日差しが強く、肌が一瞬で焼けそうだ。

　受付の夏の制服は淡いピンクの半袖チュニックにパンツという爽さわやかなスタイルで、実際着ていてとても涼しいのだが、どんなに暑い日でも私はいつも長袖のカーディガンを羽織っている。

　私は如月茉ま莉り花か、二十七歳、独身。恋人はいない。身長は百五十六センチ。黒髪のボブで、顔は小さく、まん丸の目は目尻がキュッと上がっている。

　自分の容姿にあまり興味はないけれど、もう少し薄い顔の方がよかったと思うこともある。なぜなら『猫顔だね』とか『目力が強いね』と人によく言われるから。

　都内でもその名を知られている小鳥遊たかなし総合病院で受付業務をしている私。

　この病院で働き始めてもう三年経つが、以前は父が経営している製薬会社で働いていて、わけあって転職してきた。

　小鳥遊総合病院は代よ々よ木ぎにあって、内科、外科、世界的にも優秀なスタッフがいる脳神経外科など、全三十一の診療科を開設する都内屈指の総合病院。

　事務職は給料が安いけれど基本的に定時で上がれるし、多くの患者さんと接するのでやりがいもあって楽しく働いている。

　バッグを持って病院内にあるカフェに行くと、カフェオレとサンドイッチを買って席を探した。

「え～と、どこか空いてないかな？」

　キョロキョロ店内を見回したら、奥のふたり掛けの席が空いている。

　トレーを置いて席に着き、バッグから昨日不動産屋さんでもらった資料を取り出してサンドイッチをパクつきながら眺めた。

「家賃九万五千円、管理費三千円で二階の角部屋。こっちは家賃九万円、管理費二千円で、一階。うーん、悩む」

　病院の近くの物件だとかなり高くなる。

　じっくり探す時間はないが、他の不動産屋も見てみた方がよさそうだ。

「茉莉花ちゃん、アパート探してるの？」

　テノール調の美声が聞こえて顔を上げたら、すぐ目の前によく知った超絶美形の顔があってビクッとした。

　爽やかな水色のシャツの上に白衣を着ているこの人は氷ひ室むろ樹いつき、三十三歳。この病院の天才脳外科医。

　百八十二センチの長身、髪はダークブラウンで、耳が隠れるくらいのウルフカット。ちょっと癖くせのある髪が甘い雰囲気を醸し出している。

　ライトブラウンの綺き麗れいな瞳が魅力的で、見つめられた瞬間、心を鷲わし掴づかみにされる女性も多い。日本人離れしたその端正な甘いマスクで女性にモテモテだが、なにを考えているのかよくわからない人だ。

「ええ、まあ。今住んでるところは取り壊すらしくて。病院の近くに引っ越したいんですけど、なかなかいい物件がないんですよね」

　ハーッと溜め息をつきながら、資料をバッグにしまう。

「うちの寮は？」

「今、空きはないそうです。夜勤がある看護師さん優先ですからね。仕方ないです。氷室先生もこの時間にお昼なんですね」

　先生のトレーに目を向けると、ローストビーフサンドとコーヒーがあった。

「ああ。診察が延びてね。でも、今日はマシな方だな。ここ、いい？」

　私が返事をする前にトレーをテーブルに置き、先生は向かい側の椅子に腰掛ける。

　え？　私のテーブルに座るんですか？　先生がいると他の人の……特に若い女性の視線が気になって、落ち着いて食べられないんですけど。

　そんな本音は口にせず、遠回しに近くの席に目をやった。

「先生、他の席空きましたよ？」

「もう座っちゃったし、ひとりで食べるの寂しいから」

　ニパッと笑い、優雅な仕草でコーヒーを口に運ぶ先生を見ていい性格をしていると思った。

　ハーッとまた溜め息をつきながら、私もカフェオレを飲む。

　氷室先生はなにかと私に絡んでくるからちょっと苦手だ。イケメンには興味ないし、素っ気なくして距離を取ろうとしても、先生の方から近づいてくる。

　先生のファンに見られたら恨まれそう。面倒事はごめんなんだけどなあ。

「眉間にシワ寄ってる。茉莉花ちゃんは思ってることがすぐに顔に出るから面おも白しろいね。それに、昔飼ってた猫に似てる。俺に冷たいとこなんてそっくり」

　ニコニコ顔で言われたけれど、これは私への注意なのだろうか。

「よく患者さんにも猫に似てるって言われます」

『俺に冷たい』という言葉はスルーして、ハハッと苦笑いする。

　せっかくの昼休みなのに、これではゆっくりできない。

　早く食べて、中庭にでも行こう。

　そう決めて大好きなタマゴサンドをひたすら食べる作戦に出ようとしたら、先生はまたアパートの件に話を戻した。

「さっきの話、いい物件紹介しようか？」

　先生がローストビーフサンドを手に持ってかぶりつくが、思わずその手に目がいく。

　相変わらず綺麗な手だ。大きいけど、男の人なのになめらかで、指が長く、おまけに女爪。見ているとマニキュアを塗りたくなる。

　この手で多くの患者さんを救ってきたんだね。

「いえ、大丈夫です。先生が知ってるような物件に住むほど予算がないので」

　外科医と事務職員とでは稼ぎが全然違う。

　丁重にお断りしたのに、氷室先生は話を続けた。

「病院から徒歩五分。築二年のマンションで２ＬＤＫ。家賃は一万円」

　私の求めている条件にぴったり。しかも格安だが……。

「そんな物件あるわけないじゃないですか。本当にあるなら、なにか裏があるに決まっています」

　淡々と返す私を見て、先生の目がキラリと光った。

「察しがいいね、茉莉花ちゃん。そう、うちの病棟クラークになってくれたら貸すって条件付きだ。俺が衣装部屋にしてる部屋でね」

　衣装部屋……ですか。外科医が衣装部屋を持ってるって初めて聞いた。

　でも、そんな怪しい話に私が乗ると思っているのだろうか。先生所有の物件というのがなんだか怖いし、病棟クラークになったらこき使われるに決まってる。

　それに……。

「せっかくのお話ですが、病棟クラークなんて私には無理です」

　受付事務と病棟クラークは同じ医療事務だが、仕事内容がまるで違う。

　受付は患者さんを案内して会計をするのが主な仕事だけれど、病棟クラークは医師や看護師と連携してカルテの入力や患者さんの入退院の手続きなどをする。その病棟の知識も多少なりとも必要だ。

「茉莉花ちゃんならできるよ。朝あさ子こおばあちゃんの時、ご家族に連絡をとって入院の手続きをしてくれたじゃないか」

「それは私も先生と一緒に救急車に同乗したから、成り行きでやっただけです」




　あれは二カ月前のこと――。

　病院への出勤途中、外来によく来る朝子おばあちゃんが歩道で倒れているのを発見した。

『朝子おばあちゃん、どうしたの？』

　朝子おばあちゃんは、佐さ藤とう朝子さんといって八十五歳の小柄な患者さん。

　縁側でいつもお茶をしているような穏やかな印象のおばあちゃんで、病院のスタッフからは〝朝子おばあちゃん〟と呼ばれて親しまれている。

『おばあちゃん、大丈夫？』

　倒れているおばあちゃんに何度も声をかけるが反応がない。

　車に轢ひかれたような外傷はない。ということは心臓発作？　それとも……。

　母が台所で倒れていた時の光景が頭に浮かび、怖くて身体が震えだした。

　変に動かしてはマズいよね？　ああ～、どうすればいい？

　パニックになりながら、バッグからスマホを取り出す。

『とにかく……救急車』

　そう呟つぶやきながらスマホを操作しようとしたら、上から声が降ってきた。

『どうした？』

　顔を上げたら、そこにいたのはうちの病院で一番有名な先生。

　脳外科医――氷室樹。

　神の手を持つと言われている先生だ。

『先生、あの……朝子おばあちゃんが倒れてて……声をかけても動かないんです』

　震える声で伝える私の手を掴み、彼は小さく微笑んだ。

『僕が来たからもう大丈夫だよ。大きく深呼吸したら、救急車呼んでくれる？』

　氷室先生の目を見てコクコク頷うなずく。

『よし、いい子だ』

　大きくゆっくり深呼吸をすると、少し心が落ち着いてきた。

　天才外科医が一緒にいるという安心感もあったのかもしれない。

　私が救急車を呼ぶ間に、先生はおばあちゃんの脈や瞳どう孔こうの状態を調べる。

『これは脳のう梗こう塞そくかもしれないな』

　脳外科医が言うのだから、ほぼ間違いないだろう。

『脳梗塞……？　朝子おばあちゃんが……？』

　自分の祖母と年が近かっただけに、ショックを隠せなかった。

　しばらくして救急車が到着すると、氷室先生にポンと肩を叩たたかれた。

『君も乗って』

『え？　でも……私は……』

　家族じゃないんですけど……と言おうとしたが、先生が救急隊員と話し始めて、あれよあれよという間に救急車に乗せられ、勤務先の病院へ――。

　救急車の中では先生が病院のスタッフと電話で話していて、緊急オペの手配をしていた。

『おばあちゃん、頑張って』

　小さくてシワシワの手をしっかりと握り、声をかける。

　そんな私に先生は約束した。

『おばあちゃんは絶対に助けるよ』

　その目には一点の曇りもない。それに、先生に後光が差して見えた。

　この人は……まるで神だ。

　人の命を助けるなんて……普通の人はなかなか言えない。

　病院に着くと、氷室先生はおばあちゃんをストレッチャーに乗せてＥＲに運んだ。

　それが、先生と言葉を交わした最初の日。

　そのことがきっかけで、先生は病院で私を見かけるとよく声をかけてくるようになった。

　最初は私のことを朝子おばあちゃんの孫と思っていたようだが、受付事務員とわかると謝罪された。

『ごめんね。朝子おばあちゃんのこと親身になって介抱してたから勘違いした。茉莉花ちゃんがいてくれてよかったよ』

『いえ。朝子おばあちゃんを助けてくださってありがとうございました。先生は本当に神の手を持っていますね』

　もし先生がいなかったら、朝子おばあちゃんは助からなかったかもしれない。

　氷室先生が執刀したからオペは無事に成功したのだ。

　心からお礼を言ったら、先生に頭を撫なでられた。

『茉莉花ちゃんはいい子だな』

　クスッと笑う先生が神々しい。

　朝子おばあちゃんはその後、驚異的な回復力を見せ、今は一般病棟に移ってリハビリ中。

　氷室先生は、受付に高級スイーツを何度も差し入れてくれるようになった。

『茉莉花ちゃん、今日は洋梨のタルトだよ』

　孫と勘違いされていたせいもあって、先生にはずっと下の名前で呼ばれていた。

『先生ありがとうございます。でも、孫と間違えたからってそんな気にしないでください。先生にはゆっくり身体を休めてほしいです。ひとりの身体ではないんですよ。たくさんの人を救える手を持っているんですから……あっ、すみません。言いすぎました』

　生意気にも天才ドクターに説教してしまったが、先生は怒らずククッと笑った。

『ひとりの身体じゃないなんてまるで妊婦さんみたいだな。俺がこんな若い女の子に諭されるなんてね。お言葉通り、ゆっくり休むよ。ありがと』

　あれ？　一人称が僕から俺に変わってる。

　いつの間にか私はすっかり先生に懐かれたみたいで、差し入れはなくなったけど、その後も先生はよく受付に立ち寄って私に声をかけるようになった。

『茉莉花ちゃん、俺これからオペなんだけど、ちょっと気合い入れてくれない？』

『気合い……ですか？　え？』

　わけがわからずキョトンとしたら、先生は私にわかるように言い直した。

『先生は神の手を持ってるってまた言ってほしいな』

『ああ、はい。先生は神の手を持っていますよ。これでいいですか？』

　氷室先生をまっすぐに見据えて指示通りの言葉を口にする。先生が神の手を持っているのは間違いない。

『ああ。ありがと。欲を言えば、ニコッて笑ってくれたら最高なんだけど』

　とびきりの笑顔で無理な要求をする先生。

『そんな器用に笑えません』

　無表情で断ったが、先生はふわりと笑う。

『まあ、茉莉花ちゃんはそうだよね。とにかくありがと』

　どこか晴れやかな顔。

　天才外科医だってオペの前にはなにか不安に思うことがあるのかも。

　だから、つい先生の白衣を掴んで言ってしまった。

『先生、大丈夫ですよ。絶対に成功します。私が約束します』

『ああ。茉莉花ちゃんを嘘うそつきにしたくないから頑張るよ』

　私の頭を撫でて、先生は上機嫌で鼻歌を歌いながら去っていった。

　それからというもの、そのやり取りが難しい手術を前にした先生の儀式に――。

　事務員の中には温かい目で見てくれている人もいたが、先生の熱烈なファンの人たちからは睨にらまれた。

『如月さん、すっかり氷室先生のお気に入りね』

　親しい事務員さんがふふっと笑ってそんなことを口にしたのでギョッとした。

『そ、そんなんじゃないですよ』

　お願いですから、周囲が誤解するような発言をしないでください。

　慌てて否定していると、私に好意的ではない事務員さんたちにチクリと嫌みを言われた。

『氷室先生は誰にでも優しいの。勘違いしない方がいいわよ』

『そうそう。玉の輿こしとか考えないでね』

　刺とげ々とげしい口調だったが、特に氷室先生に恋心は抱いていないので、なにも反論しなかった。

『はい。私、いつも子供扱いされていて、先生に女性と思われていませんから』

　氷室先生に会うと必ず頭を撫でられる。その扱いが、まるで小さな子供を相手にしているみたいで、私としてはあまり嬉うれしくない。かといって、女扱いをされても困るのだけれど……。

　先生は私をかまって気晴らしをしているだけ。

　お願いだからそっとしておいてください。私は穏やかな日常を送りたいんです。イケメンと関わって女の人に恨まれるなんてもう嫌なんですよ。




「……ちゃん、茉莉花ちゃん」

　氷室先生に呼ばれてハッと我に返る。

「す、すみません。ボーッとしちゃって。もう一度言いますが、病棟クラークなんて私には無理です。未経験の私じゃなくても、先生がうちに来ない？って声をかけるだけで即オーケーする職員はいっぱいいると思いますよ」

　私のアドバイスを聞いて、先生はちょっと恨みがましく突っ込んだ。

「茉莉花ちゃんには振られたけどね」

「氷室を振る女の子っているんだな。それは貴重」

　そんなコメントをして私たちのテーブルの横に座ったのは、これまた脳外科医の小鳥遊謙けん信しん先生。

　背は氷室先生と同じくらい。黒髪のサラサラヘアで、切れ長二重の目がとってもクールだ。この病院の院長のひとり息子で、氷室先生とは同い年で幼馴染だという。

　小鳥遊先生も優秀なドクターで顔もいいから女性にモテるが、どちらかというと無口で積極的に話をするタイプではない。真面目な性格で、いつも自分を律しているような雰囲気があって、先生のファンの看護師さんたちは遠巻きにキャアキャア騒いでいる。

　そんな小鳥遊先生だが、氷室先生を通じて顔見知りになったせいか、私にはわりと気さくに声をかけてくれる。

「あっ、小鳥遊先生、こんにちは。あの……誤解のないように言っておきますが、本当に振ったわけではなくて、病棟クラークのお話を断っただけです」

　私が訂正すると、小鳥遊先生は小さく相あい槌づちを打った。

「ああ。その話ね。茉莉花ちゃんがうちに来てくれたらすごく助かるんだが」

　そう。氷室先生が私を下の名前で呼ぶものだから、外科病棟の先生たちもみな〝茉莉花ちゃん〟と呼ぶ。

「買い被かぶりすぎです。脳神経外科の知識もないし、無理ですよ」

　謙けん遜そんしたら、氷室先生がパチッとウィンクした。

「そこは俺が手取り足取り教えるから」

　氷室先生、その魅力、よそで使った方がいいですよ。

「いえ、結構です」

　真顔で拒否する私を見て、小鳥遊先生がフッと笑う。

「茉莉花ちゃんて、すぐに氷室に落ちないとこがすごいよ。普通、氷室にここまで言われたら、女の子はみんなメロメロになるのにな」

「すみません。氷室先生も、小鳥遊先生も美形というのはちゃんと認識しているんですけど、恋愛には興味ないので」

　気を悪くしないよう無難な言葉を選んだが、氷室先生はその話に興味を持ったようでテーブルに身を乗り出した。

「へえ、茉莉花ちゃんはどうして恋愛に興味がないのかな？」

　うっ、先生距離を詰めてこないでください。近いですよ。

「中学の時に両親が離婚したのもありますけど、兄を好きな女の子に彼女だと誤解されてやっかまれたこともありますし、親の都合で無理やり見合いをさせられたりもしましたから、もううんざりなんですよね」

　兄も見合い相手もどちらもイケメン御曹司だったので、いろいろゴタゴタがあった。だから、男の人の中でも特にイケメンを見ると、かなり警戒してしまう。

　女の嫉妬は怖いし、私の〝家〟との繋つながりが欲しくて私につきまとう男性もいるから。

　腕の傷がズキッと疼うずいて身体を強張らせたら、氷室先生が私の頭をよしよしと撫でてきて……。

「茉莉花ちゃん、大変だったね。まあ、無理して人を好きになる必要はない。恋は落ちるものだから」

　また子供扱いしてる。でも、先生の温かい目を見て、少し気持ちが楽になった。

　私には人を好きになる感情が欠落している。どんな男性に会っても、胸はときめかないのだ。だけど、そんな自分が不幸とは思わない。

　病院とアパートをただ往復する単調な生活。それが私が望むもの。

　唯一の楽しみは読書くらいで、テレビもあまり見ないし、同僚と飲みにも行かない。

　刺激なんてなくていい。穏やかな日常が一番。

　働かなくても生活できるなら、ひとりで山にでもこもりたい。そんな願望を口にしたら、『そのうち仏門にでも入るんじゃないだろうな』と父や兄に心配された。

　恋愛イコール幸せじゃないよ。恋をしなきゃまともな人間扱いされないなんておかしい。

　常々そう思っていたので、先生の言葉が胸に響いた。

　だって、今までそんなこと言う人、周りに誰もいなかったから。

　そうだよね。私は……私でいいんだ。

「氷室、たまにはいいこと言うじゃないか」

　小鳥遊先生がコーヒーを飲みながら褒ほめると、氷室先生はキメ顔で笑った。

「いや、俺はいつもいいこと言ってるよ」

「いえ、ごくたまーにです」

　本人にしっかり自覚してもらいたいと思い、氷室先生をまっすぐに見て訂正したら、彼は面白そうに目を光らせた。

「茉莉花ちゃん、俺にだけ辛口だよね」

「そんな特別扱いしてませんよ」

　素っ気なく返すが、先生は笑っている。

「そういうところ気に入ってるよ」

　その発言を聞いて、ゾクッと悪寒がした。

　なんだろう。風邪でも引いた？

「気に入るポイントがわからないのですが……。あっ、そろそろ時間なので失礼します」

　腕時計を見て椅子から立ち上がろうとしたら、氷室先生に手を掴まれた。

「待って、茉莉花ちゃん、いつもの頼むよ。今日もこの後手術があるんだ」

　名医は大変ですね。

　周囲の視線がちょっと気になったけれど、これは患者さんを救うための儀式だ。しっかりやらないと。

「はい。先生は神の手を持っていますよ。大丈夫です。今日も成功します」

　先生の目を見てゆっくりと告げる。

「ありがとう。頑張るよ」

　私の言葉を聞いて、彼の口元が微かすかに緩んだ。

　氷室先生っておだてられると、ますます得意になっちゃうタイプなのかもしれない。

「先生……あのう、手を離してもらっていいですか？」

　儀式が終わっても私の手を掴んでいるので遠慮がちにお願いすると、先生はクスッと笑って手を離した。

「ああ、悪い。茉莉花ちゃんも仕事頑張って」

「はい。どうも。では、氷室先生、小鳥遊先生、失礼します」

　丁寧に頭を下げて席を立ち、受付に戻る。

　午後もいつも通り仕事をして十八時過ぎに上がろうとしたら、院長がふらっと受付にやってきた。

　院長は小鳥遊陽よう平へいといって、外科医の小鳥遊先生の父親。息子はクールだけれど、院長は朗らかな人でいつも笑みを浮かべている。

「やあ、茉莉花ちゃん、今仕事が終わったのかな？」

　院長は私の父の親友。私のことをなにかと気にかけてくれて、たまにこうして受付に現れる。

「はい、院長先生。なにかご用ですか？」

　更衣室で着替えを終え、受付の職員に帰る挨拶をしていた私は、笑顔を作って院長と向き合った。

「ああ。実は茉莉花ちゃんに話があってね」

「話？」

　父になにか頼みでもあるのだろうか？

　そう思ったが、院長から予想もしない言葉が返ってきた。

「明日から脳神経外科に行ってもらうことになったから」

「へ？」

　思わず変な声を出した私に、院長は穏やかな笑みを浮かべて言い直した。

「だからね、茉莉花ちゃんは明日から脳神経外科の病棟クラーク。氷室先生に茉莉花ちゃんをぜひとも欲しいってお願いされちゃってね。ほら、彼によそに移られたら困るから。よろしく頼むね」

　とんでもない爆弾を落とし、院長は去っていく。

　明日から脳神経外科の病棟クラーク？　その話は氷室先生に断ったのに、なんで？

　顔面蒼白になる私。

　だが、しばらくすると沸々と怒りが込み上げてきて、脳神経外科の病棟に向かった。

　エレベーターを降りたところで、手術がちょうど終わったのか、自分の肩をトントン叩いている氷室先生に出くわした。

「あー、無事に終わった……って、茉莉花ちゃんじゃないか、どうしたの？　手術の応援に来てくれたとか？」

　楽しげに光るそのライトブラウンの目を見て確信する。

　この目。私がここに来るってわかってたんだ。

「そんなんじゃありません！　病棟クラークのお話、断ったのにどうして異動になるんですか！」

　息を乱しながらも、先生に噛かみつく。

　誰かに対してこんな風に怒りをぶつけるのは初めてだった。

　そんな私を面白そうに眺め、先生は開き直る。

「あれは茉莉花ちゃんの意向を聞いただけだよ。決定権は院長にある」

　その発言にショックを受け、言葉がつっかえた。

「そ、そんなあ。横暴すぎます」

「横暴で結構。俺はね、ひとりでも多くの患者さんを救いたい。そのためにどうしても茉莉花ちゃんが必要なんだ」

　先生は私の情に訴えるつもりなのだろう。

「ズルいですよ。そんな言い訳」

　キッと睨みつけるが、彼は動じない。

「心配しなくてもいい。俺が責任持って最後まで面倒みるから」

「面倒みなくていいから受付に戻してください」

　病棟クラークなんて冗談じゃない。トラブルの予感しかしないよ。

　氷室先生のファンにますますやっかまれる。

　通りがかった看護師がチラチラ私たちを見ていたが、そんな視線も気にならないくらい私は必死だった。

「それは無理だな。明日新しい人が受付に来るらしいよ。だから諦めて」

　ニコッと笑う先生が悪魔に見えた。

　明日新しい人が来る？　つまりそれって、もっと前から私の異動は決まってたってこと？

　この腹黒外科医！

　思わず心の中で毒づき、彼の腕を掴んで上目遣いに言う。

「氷室先生～、一生恨みます～！」

「一生ここで病棟クラークやってくれるって？　嬉しいなあ。明日からよろしく頼むよ」

　私の怒りをさらっとかわす先生にますますイライラする。

「先生～、ちゃんと人の話聞いてください！」

「あっ、言い忘れてた。院長に住所聞いて、引っ越しの手続きもしといたから」

　さらに衝撃なことを言われ、一瞬思考が停止した。

「は？」

　引っ越しの手続きってどういうこと？

「どうせ取り壊しになるんだから早く引っ越した方がいいでしょ？　俺に感謝してほしいな」

　恩着せがましく言って氷室先生は私の肩にポンと手を置く。

「氷室先生～、勝手に手続きしないでくださ～い！」

　ここが病院だということを忘れ、私は怒りで声を震わせながら叫んだ。










新しい生活




「香か織おりさん、よろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げると、紺色のワンピースの制服を着た病棟クラークの先輩・大おお田た香織さんは優しく微笑んだ。

「こちらこそよろしくね。茉莉花ちゃんが来てくれて嬉しいよ」

　院長に異動を告げられた次の日、私は脳神経外科のナースステーションにいた。

　セミロングの栗毛色の髪に人形のようにまん丸の目をした香織さんは、温和な性格で誰にでも優しく、私と同い年。

　でも、短大を卒業してすぐにここに就職したらしく、キャリアは私よりずっと長い。

　柔らかな笑みを浮かべながら仕事をさっとこなす彼女は私の憧れだ。

　ここの病棟クラークは香織さんひとりだけだったのだが、そこに氷室先生の強い要望で私も加わることになった。

　確かにひとりで回すのは大変だけど、どうして私が選ばれたのか。即戦力にならないのにね。

「まだ頭が混乱してて、ここでちゃんと仕事できるかどうか……」

　朝出勤してきたばかりなのに、すでにクタクタ。

　それもこれも氷室先生のせいだ。




　――昨日勝手にアパートの引っ越しの手続きをされ、さらに院長経由で、私が築四十年の木造のオンボロアパートに住んでいたのが父にバレた。

　氷室先生は私の異動だけでなく引っ越しについても院長に話を通していて、その流れで私が粗末なアパートに住んでいたことも氷室先生から院長に伝えられていた。院長は私の住所は知っていても、ボロアパートとまでは知らなかったから、引っ越しの件も含めて父に報告してしまったらしい。

　それで昨日の夜、病院を出てすぐに父から電話がかかってきて……。

《茉莉花、小鳥遊から聞いたがとんでもないアパートに住んでいたそうじゃないか！》

　大声で怒る父に苛立ちながらも淡々と返した。

『別になんの問題もありませんでしたよ』

《女の子なんだからもっとセキュリティーの……！》

　ガミガミうるさくて耳の鼓膜が破れそう。

『電車が来たので切りますね』

　ムカついた私は、最後まで話を聞かずに電話を切った。

　お父さんはわかっていない。私はもう社長令嬢じゃないんだよ。

　私の父は日本で五本の指に入る製薬会社『片かた岡おか製薬』の社長で、他界した母は看護師だった。

　中学生の時に両親が離婚して母に引き取られた私は、片岡から母の旧姓の如月に姓が変わった。ちなみに、兄は父のもとに残ったから実の兄妹だけど名字が違う。

　両親の離婚の原因は父の浮気。父は結婚後も他の女性と関係を持ち、両親はそのことでいつも揉もめていた。父は浮気がバレるたびに母に謝ったが、それでも女遊びをやめず、五度目の浮気で母は離婚を決めた。私が恋愛に関心がないのも、両親のことが原因かもしれない。

　母は父から養育費や生活費といったお金は一切受け取らなかった。多分、浮気をした父に頼りたくなかったんだと思う。それが母のプライドだったのだろう。

　母と住んでいたのはそれまでのような豪邸ではなく、１ＬＤＫの狭いアパート。でも、母が女手ひとつで私を育ててくれたから、なんの不満もなかった。

　父と兄には月に一度のペースで会って、都内の高級レストランで食事をしていた。しかし、浮気をした父へのわだかまりもあったし、兄も『公立の中学なんかダメだ。私立の中学へ転校しろ』とか『アパートじゃなくちゃんとしたマンションに引っ越せよ』とか否定的なことを言ってくるので楽しめず、母のいるアパートに帰るとホッとする自分がいた。

　私の家族はもう母だけ。そう思っていたのだが……。

　私が大学四年生の時に母は脳出血で亡くなった。ショックで憔しょう悴すいする私に代わり、父と兄が母の葬儀の手配をしてくれた。

　葬儀が終わっても母の死を受け止めることができなかった私は体調を崩して入院。私の身を案じた父に『退院後はうちで暮らしなさい』と命じられ、言われるまま再び片岡家で暮らし始めた。

　けれど、その時の私は抜け殻がらのようになっていて思考能力もなく、就職活動もほとんどできなかった。それで父や兄に『うちで働け』と説得され、私が社長の娘であることを隠すという条件で片岡製薬に就職した。これ以上父や兄に依存したくなかったし、母は私が社長令嬢としてではなく、如月茉莉花として生きることを天国で望んでいると思ったのだ。

　だけど、父の会社に就職したこと自体が間違っていたのだとすぐにわかる。

　社長である父や副社長の兄がなにかにつけて私を役員室に呼び出すものだから、事情を知らない社員に父や兄の女だと誤解されたし、父が勝手に設定した見合いのせいで知らない女の人に襲われて……。

　それで痛感した。母に引き取られた日から、私は父や兄とは違う世界に住んでいるのだと。

　私はもう片岡茉莉花ではない。如月茉莉花として自分だけの力で生きていく。

　父に私の決意を伝えると、ひとつ条件を出された。

『小鳥遊総合病院で働くなら、退職を認める』

　その条件に従い、父の会社を辞めて、片岡の家も出た。

　もう父にも兄にも干かん渉しょうさせない。とにかく、片岡の家から離れる。それしか頭になかったのだ。

　自分で不動産屋を回って見つけてきたアパートは、狭い和室がひとつでトイレも和式、壁は土壁という古い部屋だったけれど、私は気に入っていた。

　家なんて最低限のものが揃っていればいい。

　それなのに、まさか急に引っ越しをさせられることになるなんて――。

　急ぎ足でアパートに着くと、なんともう引っ越し業者が来ていた。そこへ仕事を終えた氷室先生もやってきて私に声をかける。

『茉莉花ちゃんは貴重品だけ持って。あとはなにも心配いらない』

　引っ越し業者のトラックを見て立ち尽くしていた私は、言葉がなかなか出てこなかった。

『私……引っ越すとは言ってません』

『あのねえ、ここはダメだよ。近くに公園があるし、街灯も少ない、おまけに一階じゃないか』

　普段穏やかな先生が厳しい口調で言うが、聞き入れられなかった。

『ずっと住んでいますが、なにも問題なかったですよ』

『運がよかっただけだよ』

　私が猛抗議している間に引っ越し作業は進められ、気づけばアパートにはなにもなくなっていた。

『あっ……』

　呆ぼう然ぜんとする私の手を『ほら、新居に行くよ』と氷室先生が掴んで、そのままタクシーに乗せられ――。

　着いた先は、病院からも見える高層のタワーマンション。

　その最上階に先生の〝衣装部屋〟があった。しかも、隣が氷室先生の自宅だという。

　衣装部屋を貸すというからてっきり別のマンションかと思っていたのに、まさか隣の部屋とは思ってもみなかった。

『先生……なんで隣なんですか？』

　ショックを受ける私に氷室先生はにっこり微笑み、私に部屋の鍵を手渡す。

『隣が空いてたから衣装部屋として借りただけ』

　もう文句を言う気力もなかった。

　鍵を開けて中に入ると、廊下にはダンボール箱が八箱積んであった。

『中にベッドとか置いてあるけど、好きに使ってもらっていいから。必要ないなら捨ててもらって構わない』

　そう言って自分の部屋に帰っていった先生。

　奥の部屋はベッドルームになっていて、ベッドはホテルみたいに豪華で使われた形跡がなかった。多分、来客用にしていたのかもしれない。

　玄関を入ってすぐの部屋には冬用のコートやスーツ、スキー板、ゴルフ道具などが置かれていた。

　とりあえず積んであったダンボール箱の荷解きをしたが、あまりに疲れていたせいか、朝起きるとダンボールの上で寝ていた。

　時計を見たら七時を回っていて、それで急いでシャワーを浴び、出勤してきたというわけだ。




「……ちゃん、茉莉花ちゃん？」

　香織さんに呼ばれてハッとする。

「は、はい、すみません」

　慌てて返事をする私の手を彼女はギュッと握った。

「心配しなくても大丈夫。ふたりで頑張ろう。私もできるだけフォローするから。きっと今回の話、茉莉花ちゃんには寝耳に水の話だったよね？」

「はい。昨日突然言われて……」

「ごめんね。全部私のせいなのよ。今月珍しく熱で数日休んじゃって、その分仕事が溜まって残業が続いて……それで小鳥遊先生と氷室先生が、ひとりの体制はまずいって言ってくれてね」

　なるほど。確かに病棟クラークは誰も頼れなくて大変だなって常々思っていた。

「それで補充要員を探すことになって、氷室先生がうちにぴったりの子がいるって言って……」

　その時の光景が容易に頭に浮かぶ。きっと笑みを浮かべて私の名前を口にしたのだろう。

「それが私だったわけですね」

　抑揚のない声で言う私に香織さんは笑顔で頷く。

「そう。茉莉花ちゃんはうちの先生たちを見ても変に騒がないでしょう？　それに、一生懸命仕事するし」

「一生懸命やるのは当然ですよ」

　真面目に答える私を彼女は温かい目で見つめる。

「うん。茉莉花ちゃんのそういうところ、先生たちも気に入ってると思うよ」

「はあ」

　気のない返事をしつつも、心の中では別のことを考えていた。

　要するに自分の容姿を見て騒ぐようなスタッフはここに入れたくないってことなのだろう。

　氷室先生にとって一番大事なのは患者さん。うん。そのプロ意識は尊敬する。私もひとりでも多くの患者さんを先生に救ってほしい。

　それに、氷室先生は自分のところのスタッフも大事にしている。

　だって、事務員が困っているのをどうにかしようと自ら動く先生ってなかなかいない。事務員は事務員って線引きする先生がほとんどだ。

　だから、もう先生に腹を立てるのはやめて、ここでの仕事ときちんと向き合おう。

　病気で苦しんでいる患者さんがたくさんいるのだ。ごねている場合ではない。

　脳裏に浮かぶのは、脳出血で亡くなった母のこと。病院に運ばれた時、研修医しかいなくて、すぐに手術してもらえず母は亡くなってしまった。

　もし運ばれたのがこの病院だったら……氷室先生がいたら、母は助かったかもしれない。

　患者さんやその家族が苦しむ姿を見るのは嫌だ。みんな元気で笑っていてほしい。




　病棟ナースへの挨拶を済ませると、脳神経外科部長の久く我が先生がやってきた。

「君が茉莉花ちゃんか。今日からよろしく頼むね」

　年は五十くらい、丸顔で白髪混じりの久我先生は気さくで、見た目はどこにでもいる近所のおじさんだが、脳外科医としては超一流だ。

　香織さんの話では、氷室先生も小鳥遊先生も久我先生の弟子らしい。

「こちらこそよろしくお願いします」

　深々と頭を下げると、先生は「なにかあったらいつでも僕に言ってね」と言って去っていった。

　そこへ、白衣を着た若い男の先生が現れた。

「あー、眠い～。でも、その前に飯～」

　短髪のマッシュヘア、背は氷室先生よりは少し低く、美少年顔。まるでどこかのアイドルだ。

　この人は誰だっけ？

　じーっとその先生を見ていたら目が合った。

「あっ、ひょっとして氷室先生が言ってた新しい病棟クラークの人？　確か……茉莉花ちゃん！」

　初対面でもやっぱり〝茉莉花ちゃん〟なんですね。

「はい。如月茉莉花です。よろしくお願いします」

　苦笑いしながら挨拶したら、とびきりの笑顔で返された。

「僕は研修医の長なが野の渉わたるです。よろしくね～」

　当直明けだよね？　この先生、すごく元気。私より年上なんだろうけど、高校生みたいなノリ。

　いや、単に私に若さがないのかもしれない。こんなにはしゃぐこともないしね。

　兄には『茉莉花は精神年齢七十歳』とよく言われる。

「長野先生、お疲れさま～。帰ってゆっくり寝てね～」

　明るい笑顔で声をかける香織さんに、長野先生はお腹を押さえながら尋ねた。

「香織さーん、なんか持ってないですか？　餓死しそう」

「チョコバーあるけど食べる？」

　彼女がデスクの引き出しを開けてチョコバーを取り出すと、長野先生は嬉しそうに受け取った。

「ありがとうございます！」

　長野先生の頭に犬の耳が見える。香織さんがかわいいワンコに餌えさをあげる的な絵え面づらだ。

　そこへ朝から手術があったのか、ネイビーのスクラブを着た氷室先生が現れた。

「長野、朝からチョコ？　寝る前にちゃんと歯を磨かないとダメだよ」

　長野先生に注意すると、氷室先生は私に目を向けた。

「やあ、茉莉花ちゃん、おはよう。寝不足みたいだから、今日はあまり無理しないでね」

　どうやら目の下の隈に気づいたらしい。そこはスルーしてほしかったな。

「おはようございます」

　軽く挨拶して業務に取りかかろうとしたら、氷室先生が私の横に来た。

「カーディガン着てるけど、ここの空調寒い？」

　男の人にその質問をされたのは初めてだ。

「私、冷え性で。夏でもカーディガンが必要なんです」

　冷え性というのはまんざら嘘ではないけれど、本当は腕の傷を隠すためにどんなに暑くてもカーディガンを羽織る。

　笑顔を作って答えたら、氷室先生はじーっと私を見て頷いた。

「ああ。そういえば、受付でもカーディガン着てたっけ」

「ええ。気にしてくださってありがとうございます。でも、大丈夫ですから」

「そう。なにかあれば言って」

　先生は私の頭をクシュッと撫でると、看護師さんに呼ばれてこの場を去った。

「茉莉花ちゃん、超クール。感動」

　長野先生がチョコを食べながらそんな言葉を口にすると、香織さんも「うん、うん」と頷いた。

「あの超絶美形を軽くあしらう茉莉花ちゃんってすごいよね」

「そうですか？　私、誰に対しても普通に接していますけど」

「いや、普通は氷室先生見て頬を赤く染めるとかあると思うんだよね」

　長野先生の説明を聞いて、軽く謝った。

「はあ。普通の反応じゃなくてすみません」

「いやいや、これからいろいろ楽しめそう。じゃあ、僕帰ります」

　なにを楽しむというのだろう。

　長野先生がいなくなると小鳥遊先生がやってきて、香織さんにカルテを渡した。

「今集中治療室にいる加か藤とうさん、明日から一般病棟に移すから手続き頼む」

「了解です。小鳥遊先生、目の下に隈できてますよ。ちゃんと寝てます？」

　香織さんの質問に小鳥遊先生は表情を変えずに素っ気なく答えた。

「それなりに」

「また深夜過ぎても論文見てたでしょう？」

「ちょっとだけだ。じゃあ、俺回診があるから」

　香織さんの頭をポンと叩くと、小鳥遊先生はナースステーションを出ていった。

　なんだか親しげで、完全にふたりの世界だった。

　小鳥遊先生に挨拶しようと思ったけど、声をかけられなかったな。

「小鳥遊先生と仲いいんですね」

　なにも考えずに思ったまま口にしたが、香織さんは気を悪くした様子もなく、笑顔で返した。

「幼馴染なの。高校の時は勉強も教えてくれてね」

「そうなんですね。小鳥遊先生に教わったら成績上がりそう」

「うん。教え方うまかったよ。私いつも赤点すれすれだったのに、無事に高校も卒業できたから」

　香織さんの話が意外で思わず声をあげた。

「え？　優等生かと思いました」

「優等生だったらお医者さん目指してたよ。小鳥遊先生にずっと憧れてたんだ」

　頬ほお杖づえをつきながら語る彼女は、恋する乙女の目だった。

　なるほど。香織さんは小鳥遊先生が好きなのか。

「小鳥遊先生も、香織さんがそばにいて心強いと思いますよ。私も病棟クラークのスペシャリストの香織さんに憧れてますから」

　真剣に伝える私を見て、香織さんは柔らかな笑みを浮かべた。

「茉莉花ちゃん、ありがとう。それじゃあ、がっかりされないように頑張らないとね」




　香織さんにいろいろとレクチャーを受けた後、病棟の廊下を歩いていると、歩行器を使ってリハビリしている朝子おばあちゃんに会った。歩道で倒れていたところを氷室先生のお陰で一命を取り止め、今もこの病院に入院してリハビリ中なのだ。

「おばあちゃん、すごいね。もう歩けるんだ」

　私が前におばあちゃんの病室に様子を見に来た時は、まだ寝たきり状態だった。

「茉莉花ちゃん、こんにちは。でもね、まだトイレまでしか行けないのよ。売店まで行きたいのにねえ」

　目標があるのはいいことだし、排泄が自分でできるのはお年寄りにとってとても重要だ。

「トイレに行けるって大事ですよ。なにか欲しいものがあれば売店で買ってきますよ」

　優しく声をかける私をおばあちゃんは嬉しそうに目をキラキラさせながら見つめる。

「お願いできる？　折り紙が欲しくてね。折って子供たちにあげたいの」

「はい。後で病室に届けますね」

　朝子おばあちゃんを病室まで見送ると、早速一階にある売店に向かった。うちの売店は、コンビニのようになんでも揃っている。

　折り紙と栄養ドリンクを手に持ってレジに並んでいたら、氷室先生に声をかけられた。

「あれ、茉莉花ちゃん、折り紙買って鶴でも折るの？」

「いえ、これは朝子おばあちゃんにあげようと思って」

　私の話を聞いて、彼は優しい目で微笑んだ。

「そう。いいリハビリになるよ」

「先生もなにか買い物ですか？」

　私が尋ねると、先生は手に持っていたチョコレートを見せた。

「チョコ。疲れてる時に欲しくなるんだ。ちょうど売店の前通ったから買っておこうと思ってね」

「まさかそれがお昼ご飯じゃないですよね？」

　ちょっと気になって確認したら、先生はしれっと話を逸らした。

「茉莉花ちゃんはいつもお昼はカフェで食べるの？」

　間違いない。この人、チョコをご飯にしてるよ。

「先生、話をごまかさないでください。ちゃんと食べないと持ちませんよ」

　説教モードで注意するが、氷室先生は悩ましげに言う。

「うーん、でも時間なくて食べるの忘れるんだよね」

「忘れないでください。倒れます」

　スーッと目を細める私の頭を先生はポンポン叩く。

「うん、うん、努力するよ」

　努力……って、結局は改善する気はないってことだ。

「先生、ちゃんと食べてくださいね」

　もう一度念を押してから、会計を済ませて売店を出た。




　午後は入退院する患者さんの手続きやカルテの処理に追われた。

「茉莉花ちゃん、初日だし無理しなくていいよ。私も手伝う」

　香織さんが私に手を差し出したが、笑顔で断る。

「大丈夫です。このカルテ入力したら帰ります。香織さん、お疲れ様でした」

「あまり無理しないでね」

「はい」

　帰る彼女に軽く手を振り、カルテの入力を済ませると、今日取ったメモを清書してまとめ、パソコンの電源を落とす。

　腕時計を見たら、午後八時を回っていた。

「お腹空いた。今日はもう作る気力ないからコンビニのおにぎりでも買おう」

　フーッと息を吐いて席を立ち、周りにいる看護師に挨拶して病院を後にする。

　疲れてはいるが、五分でマンションに帰れるのはありがたい。

　そういえば、家賃のこととかしっかり氷室先生と話さないと。支払い方法も聞いてない。それにあのマンションで家賃一万円は安すぎだ。

　病院の近くにあるコンビニに立ち寄ろうとしたら、いきなり大粒の雨が降ってきた。

　突然のゲリラ豪雨。

　今朝は晴れていたから傘は持っていない。すでにずぶ濡れ状態。

　これはコンビニに寄らず家に帰った方がよさそう。

　マンションに向かっていると、誰かに後ろから肩を掴まれた。

「茉莉花ちゃん、待って」

　この声は氷室先生。

　立ち止まって振り返る私に、走ってきたらしい先生が傘を差しかける。

「傘ないの？」

「はい。忘れてしまって」

　濡れた髪をかき上げながら答えると、先生は自分が着ていた紺のジャケットを脱いで私にかけようとする。

「一緒に帰ろう」

「いえ、先生まで濡れちゃうからいいですよ。私、すでにずぶ濡れですし。ジャケットだって濡れます」

「いいから羽織ってて。下着が透けて見えるから」

　肩にジャケットをかけられた私は、その言葉を聞いて思わず謝った。

「それは見苦しいものお見せしてすみません。あの、ジャケットは洗って返します」

「いいよ。どうせこの雨なら濡れるから、さあ風邪引かないうちに帰ろう」

　氷室先生に背中を押されて歩き出すが、ひとつの傘の下に密着状態で思わず息をのんだ。

　なに、これ？　布越しに先生の体温を感じるんですけど……。

　いまだかつてこんなに男性に近づいたことはない。しかも、相手はうちの病院一の美形外科医。

　誰かに見られて付き合っていると誤解されたら大変だ。先生にだって迷惑がかかる。

　先生から離れようとしたその時、肩を強く抱き寄せられた。

「もっとこっちに寄って。濡れちゃうよ」

「いえ、私は濡れてもいいので」

　そう主張して少し距離を取ろうとするが、先生は私を離してくれない。

「よくない。風邪引くよ。今日はどうだった？」

　先生に今日の感想を聞かれて、頭に浮かんだことをそのまま話した。

「初日なのでわからないことはいっぱいありましたけど、香織さんが優しく教えてくれたのでひとり悩むことはなかったです。あと看護師のみなさんもフレンドリーでお菓子とかいっぱいもらいました」

「ああ。それなんだかわかる。茉莉花ちゃん見ると、お菓子あげたくなるんだよね」

　お菓子をあげたくなるって……幼児扱いでは？

「そんな子供に見えますか？　先生もいつも私の頭撫でますよね」

　常々思っていた疑問をぶつけると、彼はニコニコ顔で答えた。

「子供とは思ってないけど、ちょうどいい場所に頭があって撫でたくなるんだよね。気を悪くしたならごめん」

「いえ、気を悪くはしてないですけど……」

　呟くように言って言葉を濁す。

　本当は先生のファンに睨まれて困ると言いたかったが、今の状況に戸惑っているせいか言葉が出てこなかった。

「それならよかった」

　そんなたわいもない話をしているうちに、いつの間にかマンションに着いた。

「傘に入れていただいてありがとうございました。ジャケットは後日お返ししますから。ではまた明日」

　自分の部屋の前でぺこりと頭を下げて、先生に別れの挨拶をする。

「お疲れ。すぐにシャワー浴びてあったまって」

　氷室先生がニコッと笑うのを見てから、鍵を開けて自分の部屋に入った。

　早くシャワー浴びなきゃ。

　バスルームに直行しようとしたら、バッグの中に入れてあったスマホが鳴った。

　手に取ってみたら兄……片岡隼人はやとからの着信。

　きっとアパートの話を父から聞いてかけてきたに違いない。

　今出たら長くなりそうなので出ないでおこうと思ったが、手が滑って通話ボタンを押してしまった。

　ああ、今日はいろいろついていない。

《茉莉花？　茉莉花？》

　兄の声が聞こえてきて渋々電話に出る。

「はい、茉莉花です。お兄ちゃん、なにかあったんですか？」

《なにかあったんですかじゃない。ボロアパートに住んでたって親父から聞いたけど本当か？》

　兄の質問を聞いて思わず眉間にシワが寄った。

「引っ越したから大丈夫ですよ」

　淡々と答える私を兄は質問攻めにする。

《引っ越したってどこに？》

「病院の近くです。もう切っていいですか？　私、シャワーを浴びたいんですが」

　着ている服からはポタポタと雫しずくが滴っている。いくら夏とはいえこのままでは寒い。なのに、兄はまだ私を尋問する。

《シャワー？　まさか男と住んでるんじゃないだろうな？》

　シャワーというワードで兄はいったいなにを想像しているのか。

「住んでません」

《確認するから住所教えて》

　しつこい兄が鬱うっ陶とうしく思えてきて冷たく対応する。

「嫌です。お兄ちゃんが来ると面倒なので」

　美形外科医の隣に住んでいるのがバレたら、またなにを言われるかわからない。

《茉莉花、やっぱり男ができたのか？》

「だからできてないし、一生ひとりでいるから変な心配しなくていいです」

《茉莉花、早まるな。結婚するのは俺が認めてからだぞ》

「お兄ちゃん、私の話聞いてた？」

　次第に話が噛み合わなくなり、三十分も兄の尋問を受けた後、ようやくシャワーを浴びたが、身体が冷えてしまったのかくしゃみが止まらない。

「まずいな。早く寝よう」

　パジャマを着て髪を乾かすと、レトルトのご飯をレンジでチンして食べる。

　冷蔵庫は空で、今日買い物に行かなかったからおかずにできるものはなにもなかった。

　すぐに就寝したけれど、朝起きると案の定、喉がイガイガしていた。やっぱり風邪を引いてしまったようだ。

「身体ダルい」

　溜め息をつきながら身支度を整えていたら、スマホがブルブル震えた。

　画面を見ると、また兄からの着信。

　これから出勤だというのに勘弁してほしい。ホント、お兄ちゃんは人の都合をまったく考えないのだ。

　兄の電話は無視してマスクをして出勤すると、みんなに心配された。

「茉莉花ちゃん、大丈夫？」

　私をひと目見るなりそう聞いてきた香織さんに笑ってみせた。

「大丈夫です。昨日雨で濡れちゃって、ちょっと風邪気味なだけで」

「ああ。昨日のゲリラ豪雨すごかったものね」

　周囲にいた看護師さんも「これ舐なめるといいよ」と喉のど飴あめを差し入れてくれる。

　このくらいの風邪、気力で治そう。

　気合を入れて仕事していたら、氷室先生がふらっと現れた。

「あれ？　茉莉花ちゃん、風邪引いたの？」

「ちょっと喉がイガイガするだけです。あの、ジャケットはクリーニングしてお返ししますね」

　先生の服はブランド物だったのでクリーニングに出すのがいいと思った。

「そのまま返してくれればいいから」

　氷室先生は気にしていないようだけれど、やはり礼儀としてきちんとすべきだ。

「いえいえそんなわけにはいきません」

　強く主張してまた仕事に集中するが、今日は入院する患者さんが多いせいか激務だった。

「茉莉花ちゃん、大丈夫？　顔色悪いよ。早退したら？」

　私を気遣う香織さんに本当はつらいのに無理して笑って断る。

「大丈夫です。熱もないですし。あっ、私、坂さか田たさんの退院手続きの説明に行ってきます」

　仕事を思い出して椅子から立ち上がった時に少し目め眩まいがしたけれど、構わず仕事を続けた。

　だが、頭がボーッとしてきて体調がどんどん悪くなっていくのが自分でもわかる。

　夕方定時で上がると、途中コンビニに立ち寄り、おにぎりを買って帰宅。無理がたたったのか激しい頭痛がして、買ってきたおにぎりを食べてすぐに市販の風邪薬を飲んだ。

　お風呂に入る気力はなく、寝室に行ってベッドに横になる。

　熱っぽかったが体温は測らなかった。熱があるとわかればますます体調が悪くなる気がしたのだ。

　私は元気、私は元気。

　何度も自分にそう言い聞かせる。

　今日ラッキーだったのは、脳外科医の先生方とあまり顔を合わせなかったこと。

　多分急患が多かったのだろうが、会わなければ風邪を移す心配はない。

　そんなことを考えながら横になっていたら、インターホンが鳴って目を開けた。

　誰だろう？

　このままベッドにいたいのに、インターホンは鳴り続ける。

　気け怠だるい身体に鞭むち打ってベッドを出ると、玄関に向かった。

「茉莉花ちゃんいる？」

　氷室先生の声がして、ドア越しに返事をした。

「は、はい。います。なにか？」

　声がうまく出ないし、身体がふらふらする。

「大田さんから茉莉花ちゃんがつらそうだったって聞いたから、大丈夫かなって思って」

　わざわざ心配して来てくれたのか。

　でも、このまま帰ってもらおう。先生まで風邪を引いたら大変だ。

「大丈夫です。だから、もう……」

　もう帰ってください、と言おうとするが、身体が傾いてそのまま壁にドンと大きな音を立ててぶつかり、玄関に倒れ込んだ。

「茉莉花ちゃん！　今の音なに？　大丈夫？」

　先生の声が聞こえたけれど、もう答える元気がない。

　これはまずい……かも。

　先生……助け……て。

　視界がボヤけて、そのまま意識を失ってしまった。










氷室先生の爆弾発言




『あ、あなたなんか雪ゆき也やさんに相応ふさわしくないわよ！』

　父の会社で働いていた時、知らない女の人に受付に呼び出され、いきなり罵ば声せいを浴びせられた。

　雪也というのは私の見合い相手で、きっぱり断ったのに私に絡んできて辟へき易えきしていた。そこへ謎の女の登場だ。

　私は穏やかで平和に暮らしたいのにどうしてこうなるのか。

『ご安心ください。私は田た辺なべさんと結婚する気はありません。それにお付き合いする気もありません』

　見合い相手のことなど好きではないと暗に伝えたが、その女は逆上した。

『はあ？　しらばっくれるんじゃないわよ。彼があなたのところに足あし繁しげく通っているのは知ってるのよ』

『田辺さんが勝手に押しかけてきただけで、相手にしていません。業務がありますのでこれで失礼します』

　素っ気なく返してこの場を離れようとしたら、その女が大声をあげて私に襲いかかってきた。

『あんたがいなければ雪也さんは私のものなのに！　あんたと彼とでは住む世界が違うのよ！』

　女の手にはナイフが握られている。

　相手の動きはスローモーションのように見えているのに避けられなかった。

「やめて！」

　怖くて思い切り叫んだら、誰かが私の額に手を当てた。

「茉莉花ちゃん。大丈夫だよ。これは夢だ」

　この上なく甘く優しい声。

　うっすら目を開けたら、氷室先生がいた。

「ゆ、夢？」

　掠かすれた声で聞き返したら、彼は穏やかな目で頷いた。

「そう夢だよ。汗いっぱいかいたね。着替えよう」

　言われるまま服を脱がされ、濡れタオルで汗も拭かれた。

「いい子だ。あと熱も測ろうね」

　私にぶかぶかのＴシャツを着せて、額に体温計を当てた先生が一瞬瞳を曇らせる。

「三十八度七分か。高いな。ちょっとなにか胃に入れて薬を飲もう」

　彼は医者らしく言って、私にゼリー飲料と薬を飲ませた。

「さあ、なにも考えずに安心して眠るといい」

「はい」

　小さく返事をして目を閉じる。

　きっとこれも夢だ。先生が家にいるわけがない。

　熱に浮かされながらそんなことを思う。

　身体がつらいせいなのか、いろんな夢を見た。

『あんなパッとしない子がどうして隼人さまと一緒にいるの？　身のほど知らずもいいところよね』

『副社長室にどうして平社員の如月さんが呼ばれるの？　まさか副社長の女？』

『如月さん、受付でナイフで刺されたらしいわよ。なんでも、誰かの彼氏を寝取ったんですって』

　それは私が言われてきた陰口。事実を知らない人たちが勝手なことを言う。

　夢の中でも私を苦しめるのか。

　気にしないようにしても、その言葉は棘とげとなって私の心に突き刺さる。

「……どうして私自身を見てくれないの？」

　泣きながらそんな言葉を口にしたら、温かいものに包まれるように抱きしめられた。

「俺はちゃんと見てるよ。茉莉花ちゃんはいつも誰かのために頑張っているよね」

　それは氷室先生の声だった。

　心に優しく溶け込んで、過去に傷ついた私を癒いやしてくれる。

　ああ、私を認めてくれる人がいる。

　そう思ったら気持ちが落ち着いてきて、優しい眠りに誘われた。




　ピピッと耳元で体温計の音がして目を開ける。

　目の前には氷室先生がいた。

「三十七度六分。今日は仕事休んだ方がいいな」

　仕事……休む？

　先生の声を聞いて、一気に目が覚めた。

　ずっと夢かと思ってたけど……。

　え？　え？　どうして先生がいるの？

　それに……。

「ここどこですか？」

　見覚えのない部屋。

　キングサイズの大きなベッドに私は寝ていた。

「ここは俺の家。昨日茉莉花ちゃんの家を訪ねた時、様子がおかしかったからスペアキーを使って開けたんだ。そしたらひどい熱で、うちに連れてきたんだよ」

　う……そ。先生の家？　誰かこれも夢だと言って。

　それに……男性の家に泊まるなんて、恋人でもないのにダ、ダメでしょう。

　動揺せずにはいられない。

「ご面倒をおかけしてすみません。すぐに出ていき……うっ、痛い！」

　慌てて起き上がったら、ひどい頭痛がした。

「無理しない。お粥かゆ作ったから食べなさい」

　私の頭をクシュッと撫でて先生はどこかに消える。

　今何時だろう。

　時計を探すと、デジタルの置き時計が横にあった。

「六時五分か。熱出すなんて、なにをやってるの、私」

　自己嫌悪に陥らずにはいられない。

　気づけば、見覚えのないＴシャツを着ていてますます気が滅入った。

　多分、先生が着替えさせたのだろう。なんとなく記憶がある。ということは、腕の傷跡も見られたに違いない。

　恥ずかしいという気持ちよりも、先生にお世話までさせたうえに見苦しいものまで見せて申し訳ない思いでいっぱいだった。

　氷室先生だって今日は仕事がある。サポート要員の私が先生の足を引っ張ってどうするの？

　ギュッと唇を噛んだ時、私を呼ぶ声が聞こえてハッとした。

「……ちゃん、茉莉花ちゃん」

「は、はい」

　つっかえながら返事をして先生の顔を見ると、彼は穏やかな笑みを浮かべながらトレーにのせたお粥をベッドサイドのテーブルに置いて椅子に座った。

「とりあえず、お粥食べて薬飲もう」

「でも、先生もお仕事があるので準備をしないと。私はもう帰ります。家、隣ですし」

「せっかく作ったんだから食べてよ。はい、あーん」

　先生がレンゲにお粥をすくってフーフーして差し出す。

　美お味いしそうなたまご粥。こんなこと、小さい頃に母にされて以来だ。

　亡くなった母のことを思い出してなんだか胸が熱くなった。

「あのう、ひとりで食べられますから」

　困惑しながら手を差し出すが、先生はレンゲを渡してくれない。

「まあまあ、いいから。はい」

　このやり取りが続けば先生は遅刻する。

　仕方なくパクッと口にすると、とても優しい味がした。

「美味しい」

　思ったままの感想を口にする私を見て、先生は温かい目で微笑む。

「よかった。さあ、もっと食べよう」

「先生、料理上手なんですね」

　ポツリとそんなことを口にすると、先生は謙遜した。

「そんなことはないよ。自分が食べたいものしか作らないし」

　先生の仕事は激務だ。ちゃんと作るだけでもすごいと思う。

「私の兄は一切料理しないから偉いですよ」

　なにも考えずに兄のことを話したら、先生はテーブルに片肘をついて私をじっと見た。

「お兄さんいるんだ？」

「ええ。三つ上の兄がひとり。すごく出来がいいのですが、私のことはいつまでも子供扱いで困ります。私もうアラサーなのに」

　過保護な兄を思い出してハーッと息を吐くと、氷室先生は面白そうに目を光らせた。

「へえ、茉莉花ちゃん、アラサーなんだね。二十二くらいかと思った」

「二十七です。そんな若くないですよ」

　淡々と返す私を見て、彼は苦笑いした。

「じゃあ、俺は三十三だからおじさんだな」

「あっ、すみません。そういう意味で言ったわけではなくて。先生は若いですよ。外科医って知らなければ、大学生かなって」

　慌ててフォローしたら、氷室先生はニコッとした。

「俺が大学生なら、茉莉花ちゃんに制服着せたら高校生に見えるかもね。はい、薬飲んで」

　言われるままに薬を飲むと、先生は立ち上がって私の肩に手を置いた。

「それじゃあ俺は病院に行くから、ここで寝てなさい。つらくなったら連絡するように」

「いえ、そんなご迷惑をおかけするわけには」

　今度こそベッドを出ようとしたが、急に先生が真剣な顔をするものだから思わず動きを止めた。

「茉莉花ちゃんが風邪を引いた責任は俺にある」

「へ？」

　ポカンとする私に先生はちょっと申し訳なさそうな顔をして謝った。

「急に異動させたし、引っ越しも強行したからね。疲れと慣れない環境で身体が弱ってたんだろう。ごめんね」

「違います。雨に濡れたからであって先生のせいではありませんよ」

　すぐに否定すると、先生は甘い笑顔を見せた。

「ホント、茉莉花ちゃんは優しいよね。俺をもっと責めていいのに。いいからここで寝てなさい。今、家に帰っても引っ越しのダンボールがあって落ち着かないでしょ？」

「それはそうですが……」

「早く治して俺のサポートをしてくれると助かる」

　その言葉を聞いてもう抵抗する気はなくなった。

　そうだ。今日一日休んで、明日から元気に働こう。

「わかりました」

　コクッと頷くと、彼は安心した様子でテーブルに薬を置いて言った。

「部屋のものは適当に使っていいから。あと薬飲んでね。ちゃんと寝てなきゃダメだよ。これは命令だから」

　ニコニコ顔だが、結構威圧感がある。

「はい」と先生の目を見て頷いてベッドに横になると、彼は寝室を出ていった。

　私が着ていた服はどこにあるのかとかいろいろ聞きたかったけど、まあいいか。

　先生の言う通りにして寝て治さなきゃ。彼に詫わびるのは治ってからだ。

　目を閉じると、薬のせいかすぐに眠りに落ちた。




　――どれくらい寝たのか。

　ピピッピピッとスマホが鳴って目を開ける。

　枕元に私のスマホがあって、手に取ると氷室先生からメッセージが入っていた。

【気分はどう？　テーブルにおにぎり置いておいたから食べるといい。あと薬飲んでよ】

　そういえば、引っ越しの関係で先生と連絡先を交換していたっけ。

　先生の文面を見てベッドサイドのテーブルに目をやると、おにぎりが二個置かれていた。

「先生、私のために作ってくれたんだ」

　あの容貌からおにぎりを作っている姿は想像できない。それに、忙しいだろうにメッセージまでくれて。

　今、時刻は午後二時二十分。先生も遅いお昼をとっているのかもしれない。

　おにぎりを見たらなんだかお腹が空いてきた。

　早速手を合わせていただく。

　冷えていたけれど、塩味がちょっときいていてシャケの具も美味しくてなんだか涙が出てきた。本当にお母さんみたいだ。

　完食すると、先生にすぐにお礼のメッセージを送った。

【シャケのおにぎりとても美味しかったです。これからちゃんと薬も飲みます。ご馳ち走そうさまでした】

　すぐに既読がつかなかったところをみると、診察でもしているのかもしれない。

　そんなことを考えながら改めて部屋の中を見回す。

　十二畳はありそうな寝室。高級そうなベッドとテーブル、それにテレビが置いてあって、ホテルみたいに整然としている。

　先生の病院のデスクも綺麗だし、きちんとした性格なのだろう。

　今まで個人的に男の人と関わり合うのは避けていたけれど、先生のように優しい人もいるんだ。

　身内でもないのに仕事以外で親切にしてくれる人がいるなんて思わなかった。

　私は先生のためになにができる？

　薬を飲みながら考えていたらまたうとうとして、しばらくしたら目が覚めて……そんなことを繰り返していると、温かい手が私の額に置かれていた。

「うん。熱下がったみたいだな。ちゃんと寝てたね。偉いよ」

「先生？　お帰りなさい」

　目を開けると、スーツ姿の氷室先生がいた。

「ただいま。夕飯まだだよね？」

「まだですけど帰ります。先生のベッドを占領してしまってすみません。あの、シーツがあれば交換します」

　起き上がってベッドを出る私を見て、先生は腕を組む。

「熱が下がってもまだ病人だよ。せめてうちで夕飯を食べていくといい」

　そんなやり取りをして夕飯をご馳走になり、自分の家に帰ろうと先生の部屋を出た。

「どうもお世話になりました。あの、この服も洗って返しますので」

　先生に見送られ、玄関を出たところでペコッと頭を下げてお礼を言ったら、よく知った声が聞こえてビクッとした。

「茉莉花、その男は誰だ！」

「お兄ちゃん？　どうしてここに？」

　驚いて振り返ると、仕事帰りなのかスーツ姿の兄がいた。

　背は高く、黒髪で精せい悍かんな顔つきをしていて、体育会系のイケメン。

　私と氷室先生を兄は鬼のような形相で見据えている。

「茉莉花が引っ越し先を教えないから、小鳥遊院長に聞いて来たんだよ！」

　お願いだから体調が悪い時に押しかけてくるのは勘弁してほしい。

　なぜ鍵もないのにマンションに入ることができたのか尋ねたら、兄は尊大な口調で答える。

「このマンションの責任者に連絡して、妹との電話が突然切れたから安否を確認させろって言ったんだ。できない場合は警察呼ぶって脅してな」

　その返答を聞いて、頭痛がぶり返してきた。

「なに人騒がせなことしてるんですか！　突然来ないでください」

　兄に文句を言うと、逆に責められた。

「お前が電話に出ないからだろ？　で、その男は誰だ？」

「勤務先の……！」

　額に手を当てながら『先生』と答えようとしたら、氷室先生が私の肩に手を回してニヤリとした。

「初めまして。茉莉花さんとお付き合いさせていただいている氷室樹と申します」

「ちょっ……先生なにを言ってるんですか！」

　思わず目をひん剥むいて抗議するが、私のその声は兄の悲鳴のような声にかき消された。

「ま、茉莉花に恋人～！」










彼女を気に入ったので囲い込みました　―　樹 side




「茉莉花、その男は誰だ！」

　家に帰る茉莉花ちゃんを見送ろうとしたら、ドアの前にスーツ姿の男性が立っていた。

　年は三十くらい。背は高く、清潔感のある顔つきをしていて、スーツや靴、身につけている腕時計はどれも高級品。誰かは知らないが、セレブな雰囲気が漂っている。

　その男性を振り返った茉莉花ちゃんが、目を大きく見開いた。

「お兄ちゃん？　どうしてここに？」

　彼が茉莉花ちゃんの兄か。

　俺を親の敵かたきみたいに睨みつけていて、これはかなりのシスコンだと思った。

　しかしこの顔……どこかで見たことがある。どこでだっけ？

　なにかのパーティで会った。

　あっ、確か……片岡製薬の御曹司の片岡隼人。だが、茉莉花ちゃんと名字が違う。

　目元が彼女とそっくりだから血は繋がっていると思うが、母親が違うとかなにか事情があるのだろう。

「茉莉花が引っ越し先を教えないから、小鳥遊院長に聞いて来たんだよ！」

　眉間にシワを寄せて答える彼に、彼女は少し動揺しながら質問を続けた。

「でも、鍵もないのにどうしてここまで来れたんですか？」

「このマンションの責任者に連絡して、妹との電話が突然切れたから安否を確認させろって言ったんだ。できない場合は警察呼ぶって脅してな」

　俺様口調で説明する兄を茉莉花ちゃんはやれやれという目で見て、額に手を当てた。

「なに人騒がせなことしてるんですか！　突然来ないでください」

「お前が電話に出ないからだろ？　で、その男は誰だ？」

　彼女の兄は、殺気を漲みなぎらせて俺を睨みつける。

　かなり頭に血が上ってるな。

　そんな兄を冷ややかに見て、茉莉花ちゃんは怒りを抑えるようにフーッと息を吐きながら口を開く。

「勤務先の……！」

「初めまして。茉莉花さんとお付き合いさせていただいている氷室樹と申します」

　茉莉花ちゃんの言葉を遮り、彼女の兄に自己紹介する。

「ちょっ……先生なにを言ってるんですか！」

　俺の発言に茉莉花ちゃんが目を丸くすると、彼女の兄も大きく目を見開いて素すっ頓とん狂きょうな声をあげた。

「ま、茉莉花に恋人～！」

　さすが兄妹。驚きの表情が同じだ。

「今日は彼女は体調が悪いので、また日を改めて来てください」

　とびきりの笑顔で告げて、茉莉花ちゃんを連れて再びうちに戻り、ドアをバタンと閉める。

「待て。まだ話は終わってない！」

　ドアの外で彼女の兄が叫んでいたが無視した。

「先生、なんであんなこと兄に言ったんですか？」

　抗議というより戸惑いの表情で俺を見上げる彼女ににっこりと返した。

「話が長くなりそうだったから。また熱が上がったら困るでしょう？」

　早くあの場から彼女を解放してあげたくて、付き合っていると嘘を言ったのだ。

「それはそうですが、私、家に帰るところだったんですけど」

「今出てくとお兄さんに捕まるよ。それに玄関から出入りしなくても茉莉花ちゃんの部屋には帰れるから」

「え？　意味がわかりません」

　ポカンとした顔をする彼女に靴を持たせ、奥にある書斎に連れていく。

「書斎に連れてきてどうするんです？」

　混乱した様子で俺に説明を求める茉莉花ちゃん。

　実は書斎にはふたつドアがある。今入ってきたドアの反対側にあるもうひとつのドアの鍵を解除して、彼女の目の前で開けてみせた。

「そこのドアから帰れるよ」

　彼女に伝えるのを忘れていたが、実は去年部屋を改装して、今、茉莉花ちゃんに貸している部屋と楽に行き来できるようにしたのだ。

「う、嘘！」

　彼女は驚きの声をあげて、自分の家のリビングを凝視する。

　俺も言ってなかったし、彼女も引っ越してきたばかりで、部屋がどうなっているかよく調べていなかったのだろう。今日は俺の家にずっといたしね。

　きっと『どうして部屋が繋がっているんですか！』と俺を責めるに違いない。

　まあ怒られても仕方ないけど。

「先生、部屋が繋がってるなんて危機感ゼロですね。自分がどれだけモテてるか自覚してますか？　私が悪い女なら先生を襲ってますよ」

　予想とは違い、俺に説教をする茉莉花ちゃんに呆あっ気けに取られる。

「え？　そっち？」

　危機感ゼロなのは茉莉花ちゃんの方なんだけどな。まさか俺の心配をされるとは思わなかった。

　そもそも俺を襲うような人間を近くには置かない。もっと自分の心配をしたら？とこっちが説教したくなる。

　女の子の方が非力なのに、そういう警戒心はゼロ。だが、言ったところで無理だろう。これが茉莉花ちゃんなのだから。

　だから彼女が気になって守りたいと思えるのかもしれない。




　最初会った時は、救急搬送した朝子おばあちゃんのお孫さんかと思っていた。

　同じ病院に勤める職員とわかり、勘違いしていたことを謝罪してスイーツを差し入れたのだが、彼女がその時俺に告げた言葉が胸を打った。

『先生ありがとうございます。でも、孫と間違えたからってそんな気にしないでください。先生にはゆっくり身体を休めてほしいです。ひとりの身体ではないんですよ。たくさんの人を救える手を持っているんですから……あっ、すみません。言いすぎました』

　自うぬ惚ぼれに聞こえるかもしれないが、この容姿のせいか、俺が話しかけると大抵の女の子は頬を赤く染め嬉しそうな顔をする。

　だが、彼女は違った。俺の目をまっすぐに見て自分の考えを口にする。

　俺にこんな風にはっきりと意見する女の子は初めてだった。俺より若いが生意気とは思わなかったし、むしろ心地よく感じた。

　衝撃的だったと言っていいかもしれない。外見じゃなくて、俺自身を見て言ってくれていることに感動したんだ。

『ひとりの身体じゃないなんてまるで妊婦さんみたいだな。俺がこんな若い女の子に諭されるなんてね。お言葉通り、ゆっくり休むよ。ありがと』

　そのことがあってから余計に彼女に関心を持った。

　もともとかわいい容姿をしていて惹ひかれるものがあったが、彼女と話すのが楽しくて気晴らしによく受付に通った。

　そしてある時、彼女にお願いをしたのだ。

『茉莉花ちゃん、俺これからオペなんだけど、ちょっと気合い入れてくれない？』

『気合い……ですか？　え？』

　首を傾げる彼女にわかりやすく伝えた。

『先生は神の手を持ってるってまた言ってほしいな』

『ああ、はい。先生は神の手を持っていますよ。これでいいですか？』

　俺の目を見て真面目な顔で言う彼女。

　事実を述べるようなその淡々とした口調に妙な安心を覚えるのだ。

　人には緊張とは無縁の人間だと思われているが、難しい手術の前はそれなりにナーバスになる。だが、彼女にそう言われると気持ちが不思議と落ち着いた。

　俺は密かに〝茉莉花マジック〟と呼んで、いつしかこれが儀式になっていった。

　そんなある時、うちの病棟クラークの大田さんが病気で休んだ。

　病棟クラークは各病棟ごとにひとり配置されているが、今回大田さんが数日休んだことで業務が滞り、人手不足という問題が浮き彫りになった。今までうまく回っていたのは、大田さんが早出や残業をしてかなり無理をしてきたからで、もうこれ以上彼女に負担を強いることはできなかった。

　小鳥遊と俺はこの件を重く受け止めて、院長や脳神経外科部長とも相談し、もうひとり病棟クラークを置くことにした。

　そこで俺が白羽の矢を立てたのが茉莉花ちゃん。

　彼女は事務の仕事をしているし、勤務態度も真面目で医師や患者の受けもいい。

　それに小鳥遊や俺を見ても他の職員のように騒がず、むしろ距離を置こうとするところに興味を引かれた。

　なんというか、邪険に扱われたのは初めてだったから面白かったのだ。

　笑わない子と思いきや、患者さんや同僚には優しい笑顔を見せる。俺の前でもごくたまにではあるが笑うことがあって、その笑顔を見ると心がなぜか温かくなった。

　そのことを小鳥遊に話したら、『お前、茉莉花ちゃんに惚れてるんだよ。受付から戻った直後のお前って、笑顔がこぼれそうだからな』と言われた。

　今まで本気で女を好きになったことがなかったので、最初は親友の言葉が信じられなかった。

　小さい頃から女にモテていて、毎日のように告白されてきたから適度に遊んではいたが、特定の恋人は作らなかった俺。

　女なんて俺の顔や地位にしか興味がないと思って、結婚はせず独身でいようと決めていた。

　だが、小鳥遊の指摘が正しかったと悟るのにそう時間はかからなかった。

　一日一回受付に行くだけでは足りない。それに毎日行けるとは限らないし、タイミングが悪ければ会えない。

　彼女に会えない日は落胆する自分がいて、それで自覚したのだ。

　ああ、自分は茉莉花ちゃんが好きなんだって。

　公私混同と言われても構わない。彼女がそばにいれば、どんな手術だって成功させる自信がある。

　そう、彼女が俺を強くするのだ。

　そのことを周囲は理解していて、茉莉花ちゃんの異動にも協力的だった。

　一応本人の意見も聞いてみたら、『せっかくのお話ですが、病棟クラークなんて私には無理です』と断られた。

　新しい引っ越し先を探していた茉莉花ちゃんにこのマンションを低価格で貸すと言ったのに、そんな餌にも食いつかなかった。

　なかなか手強いが、もう彼女の異動は決定事項。

　まあ人事というものはそもそも本人の意思通りにはいかないものだから、そこは諦めてもらうしかないし、茉莉花ちゃんならうまくできると思う。

　もちろん彼女が少しでも早く仕事に慣れるよう、俺たちでサポートするつもりだ。

　マンションの話をあっさり断ったことが気になって、茉莉花ちゃんのアパートの住所を院長に聞いて見に行ってみたら、とんでもないところに住んでいることがわかった。築何十年のボロアパートというだけでなく、彼女の部屋は一階で、おまけにガラの悪い連中まで住んでいる。女の子がひとり暮らしするには最悪の環境。

　看過できなくて院長にもそのことを伝え、俺のマンションへの引っ越しを強行した。

　院長の話では、茉莉花ちゃんの父親もそんなひどいアパートに住んでいたとは知らなかったらしい。

　彼女が小鳥遊総合病院で働いているのは父親の勧めもあったからと院長から聞いている。それなのに娘の住まいを知らないことが少し気になったが、あえて追及しなかった。とりあえず茉莉花ちゃんが安全な場所に引っ越せればそれでいい。勝手に引っ越しを進めた俺にはかなり怒っていたが、彼女はいつまでも引きずってはいなかった。

　患者さんを第一に考えて行動する。慣れない仕事だってこまめにメモを取って全力で吸収しようとする。その茉莉花ちゃんの仕事の姿勢は俺の期待通りで、脳神経外科のスタッフもすぐに彼女を受け入れた。

　異動初日から一生懸命業務に取り組んでくれていいスタートを切ったと思っていたのに、異動二日目に茉莉花ちゃんは体調を崩した。

　放ってはおけなくて、その日の仕事を終わらせると彼女の家を訪ねた。するとドア越しに茉莉花ちゃんが倒れる音がしたので、持っていたスペアキーで部屋に入り、うちに連れ帰って看病したのだ。

　彼女が風邪を引いた原因は俺にもある。

　急な環境の変化に身体がついていかなかったのだろう。しかも彼女は何事にも全力投球で頑張る。過労もあって倒れたのかもしれない。




　そんなことを考えていたら、茉莉花ちゃんの声が聞こえてハッとした。

「……先生、氷室先生、聞いてます？　先生のお嫁さんになりたいって職員は多いんですから気をつけてください」

「うん、ごめん。ちゃんと聞いてるよ。でも、茉莉花ちゃんは俺に興味なさそうだし、そこは心配してないから……というかむしろ襲ってくれてもいいよ」

　ニコニコしながら冗談を言う俺を彼女はじっとりと見る。

「先生、ふざけないでください。私は真面目に言ってるんですよ」

　怒られているのに相手が彼女だと心が温かくなる。

　だが、人の心配ばかりしてないで、少しは自分の体調を気にしてほしいな。

「うん。ありがと。でも、そんなに怒ってたらせっかく下がった熱がまた上がる。明日仕事に行くならすぐに寝ること」

　こういう言い方をすれば、責任感の強い彼女は素直に従うだろう。

「確かにそうですね。早く寝なくては」

　リビングの掛け時計を見て彼女が慌てる。

「それじゃあ、おやすみ」

　茉莉花ちゃんの頭を撫でると、静かにドアを閉めた。

　今すぐ彼女を自分のものにするつもりはなかった。すでに俺のテリトリーにいるのだから、じっくり口説けばいい。まずは早く彼女に元気になってもらわなくては。

　書斎を出て玄関に行ってみると、もう彼女の兄の声はしなかった。どうやら帰ったようだ。

　いずれまた現れるだろうが問題ない。もう彼女は立派な大人。俺との交際に文句は言わせない……といっても、まだ恋人ではないが。

　今はどうやって彼女に心を許してもらうか考えるだけでも楽しい。

　こんなこと初めてだ。

　多分、茉莉花ちゃんは俺にとって運命の人。

　彼女のすべてが愛おしい。

　この俺が三十歳を過ぎて真実の愛に目覚めるとは思わなかった。

「小鳥遊に話したらきっと笑われるだろうな」

　ポツリと呟いてフッと笑うと、シャワーを浴びにバスルームへ向かった。










先生の魔法




　ピピッと目覚まし時計のアラームが鳴る。

　すぐに手を伸ばして解除すると、ベッドから起き上がった。

「よく寝た」

　両腕を伸ばしてストレッチをする。

　夢も見ずにいっぱい寝たからか、もう身体は怠くないし、熱っぽくもない。

　念のため体温計で熱を測ると平熱だった。

「今日は仕事に行ける。よかった」

　ホッとして寝室を出ると、シャワーをサッと浴びて軽く朝食を食べる。

　食材がなにもないから、ご飯にレトルトの味み噌そ汁しるとサバの缶詰という質素なメニュー。もう非常食と言ってもいいかもしれない。

　今日こそはスーパーに買い物に行こうと決意をしたが、その時、昨日氷室先生が作ってくれたお粥やおにぎりのことを思い出した。

「すっかり先生にお世話になっちゃったな」

　先生が看病してくれなかったら、風邪をこじらせてまだ寝込んでいたかもしれない。それに、お兄ちゃんの対応までしてくれて助かった。

　こんなに早くよくなったのは先生のお陰だ。なにかお礼をしたいな。

　朝食を食べ終わると、おかか味のおにぎりを握って簡単なお弁当を作った。

　身支度を整えて玄関を出たら、ちょうど氷室先生も出勤するところでばったり会う。

「気分はどう？」

　挨拶代わりに尋ねてきて、私が「よくなりました」と答えると同時に額に触れてきた。

「うん。熱はないね。よかった」

　少しホッとした顔をする先生に、お弁当が入った袋を差し出した。

「昨日は大変お世話になりました。おにぎりを作ったのでよかったら食べてください。買い物に行けてなくてたいしたものではないですけど」

　最初は驚いた顔をしていたが、先生は袋を受け取って嬉しそうに微笑んだ。

「ありがとう」

「あの、本当にたいしたものではないので、期待はしないでくださいね」

　一応念押しすると、先生は「作ってくれただけでもありがたいよ。さあ、行こう」と私の背中を押す。

　エレベーターを待っていたら、小鳥遊先生が現れて声をかけられた。

「おはよう。茉莉花ちゃん、もう大丈夫なのか？」

「あっ、おはようございます。小鳥遊先生もこのマンションに住んでるんですね」

　ビックリしながら挨拶を返す私を見て、小鳥遊先生は淡々とした口調で答えた。

「ああ。病院に近くて便利だからね」

　なるほど。ひょっとしたら、他にもここに住んでいる先生がいるのかもしれない。

　新築のマンションで防音もしっかりしていて、環境もいいし、豪華でセレブ仕様ときている。それになにより小鳥遊先生が言うように病院に近いというのが一番の魅力。通勤のストレスがなければ、それだけ仕事に集中できる。

　三人でエレベーターに乗ると、不意に小鳥遊先生が氷室先生が持っているお弁当の袋に目を向けた。

「氷室、その袋なに？」

「今日の俺のお昼ご飯」

　どこか自慢げに返す氷室先生を見てなにか察したのか、小鳥遊先生は私にチラッと目を向けた。

「ふーん。なるほどね。お前のお昼がチョコじゃなくてホッとしたよ」

「やっぱり氷室先生、お昼ご飯チョコだったんですね」

　小鳥遊先生の発言を聞いて、呆れ顔で氷室先生を見た。

「そう。医者の不養生とはよく言ったものだよ。氷室が茉莉花ちゃんと知り合う前は、昼休みも取らずに診察してたからね」

「氷室先生、ダメじゃないですか。そんな不摂生。先生が倒れたら困る患者さんがいっぱいいるんですよ」

　自分が熱で倒れたことは棚にあげて氷室先生を注意したら、彼はニコニコしながら私を見た。

「うん。だから茉莉花ちゃんに俺がお昼食べるかちゃんと見張っててほしいな」

「言われなくてもそうします。先生は人のことばかり考えて自分のことは無頓着みたいですから」

　私は先生に恩がある。先生が元気に過ごせる環境を作ってあげなくては。

　なんだか俄が然ぜんやる気になってきた。

「いや、自分に無頓着なのは茉莉花ちゃんだよ」

　どこか楽しそうに氷室先生が言うが、軽く聞き流した。

「はいはい。そういうことにしておきますね」

　三人でそのまま病院に向かい、ナースステーションに行くと、看護師に「茉莉花ちゃん、もう大丈夫？　あまり無理しないでね」と声をかけられた。

「はい。ご心配おかけしました」

　笑顔で返して自席に着くと、香織さんがやってきた。

「あっ、よかった！　茉莉花ちゃんよくなったのね。今日は無理しないでね」

「ありがとうございます」

　にこやかに返事をしてパソコンを立ち上げる。

　午前中は通常の業務をして、空いた時間に溜まっていた仕事を片付けた。

　うん、もう頭痛はしないし、仕事もさくさく進む。病み上がりにしてはいい感じだ。

　でも、ちゃんと休憩は取らないとね。

　お昼に入ろうとしたら、病棟に行っていた香織さんに呼ばれた。

「茉莉花ちゃん、お客さんよ」

　お客さん？

　首を傾げながら入り口のドアに目を向けると、オーダーメイドのスーツに身を包んだ兄が鬼のような形相で立っていてギョッとする。

　髪が逆立って見えるのは気のせいだろうか。

「ちょっとお兄ちゃん、なんで病院にまで来るんですか！」

　席を立って兄のもとまで行くと、文句を言った。

　また来るとは思ったけれど、職場にまで来るなんて信じられない。私が心配なのはわかるが、人の迷惑も考えてほしい。

「昨日は茉莉花とちゃんと話ができなかったからな。さっき院長にも会ってきたが、あの男はやめておけ」

　あの男とは氷室先生のことだろうか。

「私、もう二十七歳ですよ。いつまでも私の心配ばかりしてないで、早く結婚したらどうですか？」

　なるべく穏やかに言うが兄は聞き入れない。

「お前はわかってない。あの男と付き合うと苦労するぞ。恋人が欲しいなら俺の友達を紹介するから、うちに帰ってこい」

　兄があまりにも勝手すぎるので、怒りを通り越して失望した。あんな事件があったのに、お兄ちゃんはなにもわかっていない。

　氷室先生とは恋人ではないと説明しようと思ったがやめた。

「私はお兄ちゃんの人形じゃない。どうして私がお父さんとお兄ちゃんから離れたかわかっていないですよね？　帰ってください。私仕事中なんです」

　冷たく言い放つ私を見て、兄はおろおろしだした。

「おい茉莉花、ちゃんと話を聞け」

「話を聞いていないのは片岡さんの方です。ここにいては皆さんの迷惑になりますので、どうぞお引き取りください」

　故意に兄を名字で呼び、他人行儀な態度で一礼して医局に向かう。

「茉莉花！」と兄の声が聞こえたが無視した。

　今はもう兄の顔は見たくない。

　医局のドアの前まで行き、フーッと息を吐いて心を落ち着かせる。

「失礼します」

　ドアを開けて中に入ると、氷室先生と小鳥遊先生がいた。ふたりのデスクは向かい合っていて、机の上にはパソコンや医学書などが置かれている。

　奥には仮眠室があるし、窓際には黒いソファとテーブル、棚にはコーヒーマシンや電子レンジなども備わっていて、先生たちは仕事の合間によくここで食事をしているようだ。病院内にカフェやレストランがあるけれど、急患があれば食べには行けない。

　カップ麺も置いてあるが、香織さんの話では食べるのは研修医の長野先生くらいとか。つまり、氷室先生はカップ麺を作る時間も惜しくてチョコを食べるということだ。

「氷室先生、ＩＣＵの加藤さんを普通病棟に移しました。ご家族にも連絡済みです」

「ああ。ありがと。茉莉花ちゃん、ちゃんとお昼とってね」

　氷室先生が自分の腕時計をトントンと示してランチタイムだと知らせる。

「その言葉、そっくりそのまま先生にお返しします。ちゃんとお昼ご飯食べてくださいね」

　ぺこりと頭を下げて去ろうとしたら、小鳥遊先生が立ち上がって私に声をかけた。

「茉莉花ちゃん、氷室がちゃんとご飯食べるか見張っててくれないか。氷室、午後は手術二件入ってるから」

　手術は体力勝負。チョコなんかでお昼を済まされてはたまらない。

「はい、わかりました」

　即答する私を見て小鳥遊先生はフッと微笑すると、「じゃあ、俺はちょっと内科に呼ばれたから行ってくる」と言って出ていく。

「氷室先生、私お弁当取ってくるので先に食べててください」

　急いでナースステーションにお弁当を取りに行き、医局に戻ると、先生が緑茶を淹いれてくれた。

「はい、お茶」

「ありがとうございます」

　お礼を言ってお弁当箱を開けるが、おかかのおにぎりと漬け物しか入っていないのを改めて見て、この中身は質素すぎたと落ち込んだ。

「先生、すみません。お肉とかなくて」

「なんで謝るの？　茉莉花ちゃんが作ってくれたその気持ちが嬉しいよ」

　ポンと私の肩を叩いてニコッとする先生に拳こぶしを握りしめて言った。

「先生、慰めはいいです。明日、リベンジさせてください。私のプライドが許せません」

「へえ、明日も作ってくれるなんて楽しみだな。でも、睡眠時間削るってのはなしね。茉莉花ちゃんに倒れられたら困る」

　にこやかに言いながらも釘くぎを差してくるところが先生らしい。

「わかってます。私には先生方をサポートするという大事な使命がありますから」

「うん、うん、わかってるならいいよ。じゃあ、食べよう」

　ふたりでいただきますをしておにぎりを食べ始める。

「このひと口サイズのおにぎりいいね。食べやすくて気に入った」

「作業しながらでも楽に食べられるかと思いまして」

「そんなことまで考えてくれたんだ。ありがと。そういえば、お兄さんあれからなにか連絡あった？」

　急に兄の話題を振られ、ブルーになる。

「実はさっきナースステーションに訪ねてきたので、追い返しました」

　おにぎりをじっと見据えながら答える私に、先生は申し訳なさそうに謝った。

「ごめんね。俺が付き合ってるなんて言ったから、お兄さん刺激しちゃったかな」

「先生は悪くないです。兄がいつまでも変わらなくて……。ご心配おかけしてすみません」

　先生がああでも言わなかったら、お兄ちゃんは私の家に上がり込んで私を問い詰めていただろう。

「なにかあったらいつでも言って。俺からお兄さんに話をしてもいいし。茉莉花ちゃんがかわいいのはわかるけど、大人になってもうるさく干渉されるのは嫌だよね」

　氷室先生が私の気持ちをわかってくれて、胸の中のモヤモヤが少し消えた。

「そういえば、氷室先生とだけは付き合うなとか言ってました。私のことはいいから早く結婚すればいいのに」

「茉莉花ちゃんが結婚すればうるさく言わないかもしれないけどね」

　氷室先生の提案に顔をしかめる。

「それは絶対にないので、一生この状態かもしれません」

「世の中に絶対っていうことはない。前にも言ったけど、恋は落ちるものだから」

　私にウィンクする先生を見て、自分の魅力を無駄遣いしているとつくづく思った。

「氷室先生は恋の伝道師になれますね。ところで先生、あの……昨日私を着替えさせてくれた時、腕の傷を見て気持ち悪くなりませんでした？」

　不意に着替えのことを思い出して尋ねたら、彼は急に表情を変えた。

「いいや。誰かに言われたの？」

「昔の同僚にちょっと……。先生が気にしてないならいいです。忘れてください。あの、私戻ります」

　自分から話を振ったものの、腕の傷のことを彼に詳しく聞かれたくなくてお弁当箱をそそくさと片付ける。

　父の会社で働いていた時、お兄ちゃんのファンにやっかまれて『如月さんの腕、気持ち悪い』とか『あんな醜いもの見せないでほしい』などと陰で言われた。

　急いで席を立とうとする私の頬に先生が手を添えてきてビクッとする。

「気持ち悪いだなんて思うわけがない。心配はしたけどね。怪我を負った時、相当痛かっただろうし、今も痛みがあるんじゃないかって」

　私を気遣うその言葉に、今までずっと胸に閉じ込めていた思いがあふれだす。

　とてもつらかった。とても苦しかった。

　腕も痛かったけど、心はもっと深く傷ついて……。

「氷室先生……」

　目を大きく見開いて彼を見るが、だんだん視界がボヤけてきて、目から大粒の涙がこぼれ落ちた。

「あれ……あれ……？」

　自分の手で涙を受け止める私を先生がそっと抱き寄せる。

「つらかったね」

　優しい声が私の心の奥の琴線に触れて、涙がとめどなく流れた。

　私が落ち着くまでずっと胸を貸してくれた先生。

　だが、突然ドアが開き、誰かが入ってきてハッとした。

「氷室先生、午後のオペなんだけど……って、お邪魔だったかしら？」

　それは麻酔科の中なか山やま紗さ羅ら先生。年は三十くらいだろうか。モデルのようにすらっと背が高く、ショートヘアの美人先生だ。

「あの……その……これは違うんです」

　パッと氷室先生から離れ、あたふたしながら言い訳する私を見て、中山先生がキラリと目を光らせる。

「ひょっとして、あなたが茉莉花ちゃん？」

「……はい、そうです」

　キョトンとして返事をしたら、中山先生がヒール音を響かせてこちらにやってきた。

「小鳥遊先生からいろいろ話は聞いてるわ。うちの樹、よろしく頼むわね」

「うちの樹？」

　樹って氷室先生の下の名前だよね？　なんとなく顔の雰囲気が似てるし、実は姉と弟とか？

　首を傾げて聞き返す私に、氷室先生はフッと笑って答える。

「中山先生は俺の叔母さんなんだ」

「ええ～！　中山先生っておいくつなんですか？」

　とても叔母さんには見えない。

「ふふっ。いくつでしょうね」

　女性の私でも見み惚とれてしまうような色っぽい微笑を浮かべている中山先生の横で、氷室先生がしれっと彼女の年齢を口にする。

「こう見えてもう四十なんだよ」

「あんたねえ、勝手にバラさないの」

　眉間にシワを寄せる中山先生をまじまじと見つめて、正直に自分の印象を伝えた。

「中山先生、てっきり三十くらいかと思いました」

「茉莉花ちゃんいい子ね。今度美味しいイタリアン連れていってあげる」

　よしよしと私の頭を撫でる彼女。

　さすが氷室先生と血が繋がってるだけあって行動が同じ。

「ありがとうございます。楽しみにしています」

　クスッと笑って返したら、彼女は突然私に抱きついた。

「なにこの無邪気な笑顔。かわいい。うちに持って帰りたい」

「え？　え？」

　どう対処していいかわからず困惑していたら、氷室先生が中山先生を私から引き剥はがして注意した。

「こらこら叔母さん、茉莉花ちゃんはペットじゃないからね。それに俺のものだよ」

「いえ、先生のものではありませんよ」

　間髪入れずに訂正したら、中山先生がお腹に手を当てて笑いだした。

「もう最高！　いいわ、茉莉花ちゃん」

「あの……私、そんなおかしなこと言いました？」

　呆気に取られる私に、美人先生は笑いを噛み殺しながら答え、氷室先生に目を向ける。

「おかしなことっていうか、樹に塩対応なのがいいわ。あんた、見る目あるわね」

「だろ？」

　氷室先生は中山先生と視線を合わせ、どこか自慢げに微笑んだ。

「まあ頑張りなさい」

　中山先生は氷室先生と謎の会話を交わすと、白衣のポケットからブラウンの紙に包まれた飴を取り出して、私にくれた。

「はい、これ。お近づきの印にあげる。私のお気に入りの飴よ」

「ありがとうございます」

　笑顔を作ってお礼を言う私に、彼女はニコッと微笑んだ。

　やっぱりペット扱いされているような気がするけど、まあいっか。

　早速飴を口の中に入れると、ほどよく甘いコーヒーの味がした。




　その後、ナースステーションに戻って午後の業務をこなしていく。

　カルテの整理をしていたら、長野先生がふらっと現れた。

「あっ、茉莉花ちゃん、さっき救急で来た患者さんの入院手続きお願い。今、病室にご家族いるから」

「わかりました」

　長野先生から書類を受け取り、必要書類を持って病室に向かう。

「えーと、田た辺なべ泰やす子こさん、田辺泰子さん……ここか」

　病室の入り口のネームプレートを確認してノックすると、「はい」という若い男性の声が聞こえた。

「失礼します。入院手続きの書類にご記入をお願いし……！」

　ドアを開けて中に入る。すると室内にダークグレーのスーツを着た男性がいて、瞳が凍った。

「え？　茉莉花さん？　片岡製薬を辞めたって聞いたけど、ここで働いてたの？」

　親しげにその男性が話しかけてくるが、あまりに動揺していて言葉が出てこない。

　背は氷室先生より少し低く、細身。栗色のさらりとした短髪で、中性的な顔立ちをしているその男性を、私はよく知っていた。

　彼は田辺雪也といって、年は三十歳、国内で有数の医療機器メーカーの御曹司。父が三年前に勝手に設定した見合い相手だ。

　私は見合いを断るよう父にお願いしたが、『雪也くんは好青年だからお前の結婚相手に相応しい』と言って聞き入れてくれなかった。

　田辺さんはことあるごとに食事に誘ってきて、そのことを知った彼の元カノが会社に乗り込んできた。

　私の腕の傷はその時にできたもの。彼の元カノにナイフで切りつけられたのだ。

　だが、ある意味私はそれで救われた。父が田辺さんの人間性に疑問を持ち、破談にしたからだ。

　その女性は、私との縁談が持ち上がったために田辺さんに捨てられたらしい。

　優しそうに見えても、彼は金や地位のためなら恋人をも簡単に捨てる非情な男なのだ。

　それだけではない。ふたりで食事をした時に、田辺さんが私の飲み物に薬のようなものを入れたのを見たことがある。

　この怪我がなかったら、父は私の意思に関係なく縁談を進め、結婚させていただろう。

　柔和な顔をしていても田辺さんは危険人物。苦手とかいうレベルではなく、彼の目を見るだけで悪寒がする。

「茉莉花さん、大丈夫？」

　田辺さんが私に触れてきてゾクッとした。

　声は優しいがその目は冷たい。

　早く彼から逃げなければ。そう思うのに身体が動かない。

「茉莉花ちゃん、手続き終わった……って、顔真っ青じゃないか？」

　長野先生が病室に現れてハッとする。

「すみません。ちょっと具合が悪くて……。代わりの者を呼んできます」

　田辺さんの顔は見ずにそそくさと病室を出てナースステーションに戻ろうとしたら、ドンと誰かにぶつかった。

「あっ、ごめんなさい」

　すぐに謝って相手の顔を見ると、氷室先生だった。

「茉莉花ちゃん、どうしたの？　顔色悪いよ」

「先生……」

　先生に会ってホッとする自分がいるが、ここで甘えてはいけないと思った。

「な、なんでもないです」

　気丈に振る舞ってそう答えるも、声が震える。

「なんでもなくない」

　先生は有無を言わせず私の手を掴んで医局に連れていくと、ソファに座らせた。

「先生……手術があるんじゃ？」

　まだ震えが止まらない私の横に彼は腰を下ろし、私の両手を包み込むように握った。

「もう終わったよ。今は茉莉花ちゃんの診察をしないと。手が震えてるじゃないか」

「本当に……なんでもないんです」

　視線を逸らして言い張ったが、先生は納得してくれなかった。

「茉莉花ちゃん、正直に言って。でなきゃ早退してもらう」

　いつになく厳しい先生の声。

　確かにこの状態では仕事も手につかないだろう。だけど、先生に話して心配をかけたくない。ただでさえ風邪で倒れて、お世話になったばかりなのだ。

　言う？　言わない？

　まだ迷う私に彼は少し悲しげに言う。

「茉莉花ちゃん、俺ってそんなに頼りにならない？」

　ここまで言われては話すしかなかった。

「今日入院した患者さん……田辺さんのご家族が……私の見合い相手だったんです」

　抵抗するのはやめて、正直に話した。

「前に見合いの話してたね」

「はい。見合いはしたものの、彼にいい印象を持てなくて断ろうとしました。でも、その後も食事に誘われて、私の気持ち次第で父の会社との業務提携の話がなくなると言われて……」

　後でわかったことだけれど、実際は父親同士が知り合いというだけで、業務提携の話などなかった。

「田辺の誘いに応じたんだね。いい印象が持てなかったって、なにかされたの？」

「彼の目が怖かったんです。それに、食事をした時、彼が私の飲み物に薬を入れるのを見て……」

　私がトイレに行っている間のことだった。たまたま気づいたからよかったけど、もし知らずに飲んでいたらどうなっていたか……。考えると怖い。

　田辺さんはきっと是が非でも片岡製薬と繋がりが欲しかったのだろう。

「そのことを父や兄に言ったのですが、ただ縁談を断りたいだけだと思われて信じてもらえませんでした。でも、私が田辺さんの元カノに襲われて腕を怪我して、さすがに父もマズいと思ったのでしょう。完全に破談になりました」

「そうか。話してくれてありがとう。その患者さんの対応は他の人にしてもらうから。なにかあった時は必ず俺か小鳥遊に言うこと。約束して」

　彼の曇りなき目を見て返事をした。

「はい。ありがとうございます」

　少し前まではよくわからない人だと思っていたけど、氷室先生はこんなに親身になって私のことを心配してくれる。それに、私の父が会社を経営していることを話しても、たいして驚いてはいなかった。先生は私を如月茉莉花として見てくれる。

「大丈夫。必ず守るよ」

　彼がニコッと笑って私の頭を撫でた時、身体の震えは止まっていた。

「いつも茉莉花ちゃんに励ましてもらってるから、今日は俺が魔法をかけてあげよう」

　甘い笑みを浮かべ、先生は私に顔を近づけて口づける。

　ほんの一瞬のことだったが、思考が停止した。

　え？　今……先生の唇と私の唇が重なった？

　これって……キ、キス～？

「せ、せ、先生……ここ病院ですよ。な、なにしてるんですか！」

　気が動転する私を先生は楽しげに眺める。

　心臓がバクバクしていて、顔もすごく熱い。

　これって病気？　私……なにかおかしい。

「茉莉花ちゃん、顔真っ赤だよ。でも、元気になったね。俺の治療は終わり」

　目の錯覚だろうか。

　クスクス笑う先生がとてもキラキラして見えた。










俺だけのものにしたい　―　樹 side




　手術を終えて医局に戻ろうとしたら、病棟の方から走ってきた茉莉花ちゃんとぶつかった。

「あっ、ごめんなさい」

　うつむいていた彼女が顔を上げ、俺と目が合う。

　その顔は真っ青で、ひと目見てなにかあったと思った。

「茉莉花ちゃん、どうしたの？　顔色悪いよ」

「先生……」

　俺を見て少し安あん堵どした表情をするが、「な、なんでもないです」と答える声は震えていて放っておけなかった。

「なんでもなくない」

　医局に連れていき、彼女から話を聞く。

　身体が震えているのに、なんでもないという主張を繰り返す彼女に、少し厳しい口調で言った。

「茉莉花ちゃん、正直に言って。でなきゃ早退してもらう」

　彼女は優しい子だ。俺の手を煩わずらわせたくないのだろうが、身近な人を救えないようでは、患者を救うことなんてできない。

「茉莉花ちゃん、俺ってそんなに頼りにならない？」

　言うのをためらう茉莉花ちゃんにそう問いかけると、彼女はポツリポツリと話しだした。

「今日入院した患者さん……田辺さんのご家族が……私の見合い相手だったんです」

「前に見合いの話してたね」

　確か父親に勝手に見合いをさせられたようなことを言っていた。

　見合い相手の話を詳しく聞けば、彼女が席を外している間に飲み物に薬を入れるというとんでもない男だった。

　医療機器メーカーの『田辺機器』といったら有名で、うちの病院にも多くの機器を納品している。

　そこの御曹司である専務の田辺雪也は一見、女みたいに綺麗な顔をしているが、かなりのやり手という話だ。

　それに悪い噂もあって、数年前に当時専務だった一番目の兄と常務だった二番目の兄が立て続けに急死したことから、弟の雪也の仕業ではないかという憶測が飛び交っている。なぜならそれで三男だった雪也が後継に決まったからだ。

　それが本当なら、出世のためなら自分の身内も手にかける悪魔のような非情な男。

　茉莉花ちゃんは片岡製薬の社長令嬢。田辺としては是が非でもパイプが欲しかったに違いない。彼女の腕の怪我もこの田辺のせいかと思うと、怒りが込み上げてきた。

　身体に傷が残れば心にもダメージを負う。女の子ならなおさらだ。

　それなのに彼女は腕の傷を見て気持ち悪く感じなかったかと俺の心配した。

　夏でもカーディガンを着ているのは、人に自分の傷跡を見せないため。

　自分を守るためじゃなく、人を守るためなんて、どこまで彼女はお人好しなのだろう。そんな優しい彼女を苦しめた田辺が許せない。

「話してくれてありがとう。その患者さんの対応は他の人にしてもらうから。なにかあった時は必ず俺か小鳥遊に言うこと。約束して」

　ひとりで悩まないように釘を差すと、彼女は素直に従った。

「はい。ありがとうございます」

　それでいい。

　彼女は俺が見つけた唯一無二の存在。だから、誰にも傷つけさせない。

「大丈夫。必ず守るよ」

　いつものように茉莉花ちゃんの頭を撫でる。

　もう彼女の身体の震えは止まっているが、田辺のことは頭に残っているはず。

　忘れさせなければ。

「いつも茉莉花ちゃんに励ましてもらってるから、今日は俺が魔法をかけてあげよう」

　俺のことで頭がいっぱいになれ。

　そんな思いを込めて、チュッと彼女の唇にキスをする。

　俺の不意打ちのキスに茉莉花ちゃんは目を丸くした。

　ビー玉みたいに透き通った綺麗な瞳。

　本当はもっと長く味わいたかったが、がっつきすぎはよくない。

「せ、せ、先生……ここ病院ですよ。な、なにしてるんですか！」

　あたふたしながら俺を責める彼女の顔が一気に赤くなる。

　そんな彼女を見るのは初めてだ。ようやく俺を男として意識したか？

「茉莉花ちゃん、顔真っ赤だよ。でも、元気になったね。俺の治療は終わり」

「こ、こんなの治療じゃありません！」

　つっかえながらも反論する彼女を見て意地悪く言った。

「でも、震えは止まったよね？」

「うっ！」

　俺の指摘に口ごもる彼女に注意する。

「男とふたりきりになったらもっと警戒しないと」

「でも……氷室先生は女の子にモテモテだし、私にキスするなんて思わないですよ」

　パニックになっている彼女の唇を指でゆっくりとなぞりながら微笑んだ。

「茉莉花ちゃん、鈍感だって言われない？」

「鈍感って……え？　なにがですか？」

　狼狽うろたえている彼女にゆっくりと告げた。

「俺はね、誰にでもキスして治療するわけじゃない。これは茉莉花ちゃんだけの治療。どうしてかじっくり考えてごらん」

　やっぱりあの一瞬だけじゃ物足りない。もう一度、この柔らかい唇に触れたい。

　顔を近づけて再び口づけようとしたらドアが開いて、小鳥遊の声がした。

「氷室いる？　院長が探してた。あっ……悪い。また後で」

　俺と茉莉花ちゃんを見て引き返そうとする小鳥遊。察しのいい彼は、ひと目で状況を理解したようだ。

「わ、私は用が済みましたので、これで失礼します。ごきげんよう」

　慌ててソファから立ち上がり、逃げるようにして去る彼女の後ろ姿を見てククッと笑った。

「ごきげんようって……茉莉花ちゃん、かなり気が動転してるな」

「お前、医局で堂々と女口説くなよ」

　小鳥遊が自席に座り、パソコンを操作しながら俺を注意した。

「口説くっていうか、元気づけてただけ。顔が真っ青だったし、かなり震えていてひどい状態だったから」

　俺と廊下で会わなかったらどうなっていただろう。きっと仕事も手につかなかったに違いない。

「なにかあったのか？」

　俺の話が気になったのか、小鳥遊は突っ込んで聞いてきた。

「今日入院した患者さんの家族がたまたま、彼女が昔見合いした相手だったらしいんだけど、危険な相手でね。あの医療機器メーカーの田辺機器の御曹司だ」

　俺の返答を聞いて小鳥遊は納得顔で頷く。

「ああ、田辺機器の御曹司か。確かおばあさんが救急で運ばれてきて、久我さんが担当したんだよな」

　田辺機器は病院の院長や事務長を接待し、時には女も世話して高額機器を大量に購入させている。うちの病院はそういった接待に応じないが、営業の出入りは減らない。

「茉莉花ちゃんが関わらないように周知徹底してほしい」

　田辺機器の御曹司がまだ茉莉花ちゃんに関心があるかはわからないが、近づけない方がいいだろう。飲み物に薬を入れていたという話が気になる。

「わかった。香織にもよく言っておく」

　俺の話に小鳥遊は真剣な顔で頷いた。

「あと、悪いんだけど、今日の当直変わってくれないか？」

　茉莉花ちゃんは一応元気にはなったが、まだケアは必要だ。

「ああ。わかった」

「助かる。来週学会で留守にするのが心配だが、長野に見張り頼もうかな」

　今年の学会は岡おか山やまであって、講演を頼まれている。泊まりだし、その間に田辺が茉莉花ちゃんに接近してきたらと考えると不安にならずにはいられない。

「それなら、氷室の秘書として一緒に連れていけばいいんじゃないか？　お前、講演もあるだろ？」

　小鳥遊の提案にニコッと笑って相槌を打った。

「それは名案だね。院長と久我さんの許可をもらおう」

「お前が言えば即オッケーに決まってる。茉莉花ちゃんが心配なら、今日はすぐに帰ってやれよ」

「一緒に住んでるわけじゃないけどね」

　フッと笑って訂正する俺を見て、小鳥遊はハーッと息を吐く。

「似たようなものだろ？　部屋が繋がってるんだから。彼女、そのことを知ってるのか？」

「ああ。てっきり怒られると思ったら、俺の心配されたよ。自分が悪い女なら俺を襲ってるって」

　その思考に参ってしまう。

　苦笑いする俺に、彼は楽しげに言った。

「彼女がお人好しすぎて、お前も毒気を抜かれるな」

「そうだな。だから余計に守りたいって思うのかもしれない」

　真剣に自分の気持ちを分析する俺を、小鳥遊はからかった。

「女を気晴らしの道具程度にしか思ってなかった氷室の口からそんな言葉が聞けるなんてな」

「俺が一番ビックリしてるよ」

　自じ虐ぎゃく的てきに返したその時、げっそりした顔をして長野が医局に戻ってきた。

「はあ～、なんか田辺機器の御曹司の対応疲れる。茉莉花ちゃん急に消えちゃうし、御曹司は根掘り葉掘り彼女のこと聞くし。あのふたりなにかあるのかなあ」

　ドサッと自分の席に座り、ペンをくるくる回して弄もてあそびながら長野は思案する。

「茉莉花ちゃんの知り合いらしいけど、昔つきまとわれて迷惑していたことがあったみたいだよ。それで、具体的になに聞かれた？」

　差し障りのない程度に茉莉花ちゃんと田辺の関係を伝え、長野に確認した。

「いつからここで働いてるのか？とか、毎日来てるのか？とか。最近うちの病棟に来たばかりだから、よくわからないってとりあえず言っておきましたけど」

「そうか。長野、茉莉花ちゃんに田辺を近づけるな」

　長野の口振りからすると、田辺はまだ茉莉花ちゃんを諦めていないのかもしれない。

　片岡製薬の社長令嬢としてではなくて、彼女自身が欲しいとなると厄やっ介かいだ。

「了解です。氷室先生、あんないけすかない御曹司に茉莉花ちゃん奪われないでくださいよ」

　長野は茉莉花ちゃんが俺にとって特別な人だということを知っている。

「言われなくてもそうする」

　ニヤリとして答える俺を見て、小鳥遊が面白そうに笑った。

「長野、もうこいつすでに茉莉花ちゃん囲い込んでるからな」

「知らぬは本人ばかりなりですか？　もう病院中に知れ渡ってますけどね。茉莉花ちゃんは氷室先生のお気に入りって」

　長野も俺をからかってきたので、笑ってごまかした。

「心外だな。俺は茉莉花ちゃんが安心して住める場所を提供しただけだし、病棟クラークになってもらったのだって彼女が一番適任だったからだよ」

「氷室が逃げられない状況にしてるんだろうが。茉莉花ちゃんに心の底から同情するね」

　間髪入れずに小鳥遊が突っ込んだので、こちらも反撃に出る。

「人のことをどうこう言う前に、小鳥遊もいい加減結婚したら？　いつまでも大田さんを待たせるなよ」

　小鳥遊と病棟クラークの大田さんは幼馴染で仲がいいが、付き合ってはいない。

　大田さんが好きなくせに、妹扱いしているのだ。

「うるさい。余計なお世話だ」

　俺の言葉を聞いて機嫌を悪くする親友に忠告する。

「誰かに取られてからじゃ遅いんだぞ。じゃあ、俺はちょっと院長のところに行ってくるよ」

　ソファから立ち上がり、院長室に向かった。




　仕事を終わらせてマンションに帰ると、部屋着に着替えて弁当箱を洗った。

「これを返すついでに、茉莉花ちゃんの様子を確認するか」

　田辺に会ったショックから立ち直っているか気になる。

　あの後、院長に聞いた話では、茉莉花ちゃんの父親は縁談を断る時、娘には今後一切会わないよう田辺に約束させたそうだ。もし破った場合は、社会的に抹殺するとまで言ったらしい。

　まあ、田辺の元カノに娘が襲われたのだから当然だろう。

　片岡製薬に睨まれたら、中堅の医療機器メーカーである田辺機器は医療業界から総スカンを喰らう。

　弁当箱を持って茉莉花ちゃんの部屋のインターホンを鳴らすと、すぐにドアが開いた。

「先生、今日当直じゃないんですか？」

　カーキ色の一分丈のパンツに黒のＴシャツというラフな格好で彼女が現れる。

「小鳥遊と代わってもらったんだよ。学会の講演原稿を確認したくて」

　俺の返答を聞いて茉莉花ちゃんはその瞳を曇らせた。

「ひょっとして……私を心配して？」

　これ以上嘘をついても無駄だと思って、話を変えた。

「そんなことより、ちゃんとモニター確認してる？」

　腕を組んで茉莉花ちゃんを見据えるが、彼女はいつもの淡々とした口調で返す。

「いえ、玄関のインターホンが鳴ったので、多分先生なんじゃないかと思って」

「いくらセキュリティーがよくてもお兄さんみたいに入ってきちゃう人もいるから、もっと気を付けないとダメだよ」

　田辺のこともあって少し厳しく注意したら、彼女は素直に謝った。

「はい。すみません」

「これお弁当箱。作ってくれてありがとね。ん？　なんだかいい匂いがする」

「あっ、肉じゃが作ってて。先生、夕飯まだですよね。よかったら食べていきます？」

　男の俺を簡単に家にあげようとする彼女を見て、クラッと目眩がした。

「それはすごく嬉しいけど、俺の言ったこと聞いてた？」

　こんなんでよくひとり暮らしができてたなと思う。

「用心しろって話ですよね？　でも、先生だし、きっと疲れてるから夕飯作るの大変かなあって」

　俺を信用してくれてるのはいいけど、今日キスしたこともう忘れた？　襲われたって文句は言えないよ。

　ハーッと溜め息をつきつつも、彼女の誘いに乗ってお邪魔し、ダイニングに行く。

　もう引っ越しの荷解きは終わったようで段ボールの箱はなかったが、家の中は彼女が引っ越してくる前とそんなに変わっていなかった。

「模様替えしてもいいよ。カーテンとかも変えていいし」

　俺のことを気にしてそのままにしていると思ったのだが、彼女の返答は違った。

「特にインテリアとか気にしてないんです。このダイニングテーブルも使わせてもらってます。無駄遣いせず、あるものを使うっていうのが母の教えで。その……うちの両親は離婚していて、私は母に引き取られて、質素に暮らしてたので」

「ああ。だから姓が片岡ではなくて如月なんだね」

　俺がそう相槌を打つと、彼女は少し悲しげな顔で笑った。

「ええ。母はもう亡くなってしまいましたけど。では、夕飯用意しますね。すぐにできますから」

　キッチンで手際よくフライパンに材料を入れて炒める彼女。

　こんな風に誰かが料理するのを眺めるのは久しぶりかもしれない。

　小さい頃はそんな母親の姿をよく見てたっけ。女の子ならなおさら母親が料理する姿を見ていたはず。母親がいなくなってつらいだろうな。

　そんなことを考えていたら、茉莉花ちゃんが料理を皿に盛り付けてテーブルに置いた。

「メインはソーメンチャンプルです。お口に合うといいんですけど」

「ちゃんとゴーヤも入ってる。美味しそうだな」

　ふたりでいただきますをして食べ始める。

「美味しい。沖おき縄なわ行ったことあるの？」

「小さい頃家族旅行で毎年行ってたんです。別荘があって」

「へえ。俺も何度か行ったけど、離島が好きだな。やっぱり海が綺麗だよね」

「私も海好きです。シュノーケルとか楽しかったなあ」

　ふふっと笑みを浮かべる彼女がかわいい。

「なんだか沖縄に行きたくなってきたよ」

　茉莉花ちゃんと海に行ったらすごく楽しいだろうな。

「そうですね。でも、私は海を見てるだけになっちゃうかなあ……あっ、私、ちょっとカーディガンとってきます」

　マズイという顔をして腕を押さえて立ち上がる彼女の手を掴んで止めた。

　恐らく怪我の痕あとが気になったのだろう。

「俺を気にしてなら、カーディガン着る必要ないよ。もちろん、茉莉花ちゃんが嫌ならいいけどね」

「氷室先生……」

　彼女は大きく目を見開いて俺を見つめる。

「怪我の痕がある人なんていくらでもいる。俺も中学の時に足の靭じん帯たい切って手術してその痕が残ってるんだ」

　茉莉花ちゃんの気持ちが少しでも楽になればと、右足の手術痕を見せたら、心配された。

「今はもう痛くないんですか？」

「ああ。大丈夫。それにこれは大事な思い出なんだ。手術してくれた先生に憧れて俺も医者になったからね」

「そんなことがあったんですね」

　真剣な顔で相槌を打つ彼女にある話をした。

「父親には最初反対されたけど、『世界的な名医になったら許す』って言われて、必死に頑張ったよ」

「それでお父さんに認めてもらったんでしょう？　先生ってすごいですね」

　茉莉花ちゃんが屈かがんで俺の足の手術痕に触れてきたので驚いた。

「茉莉花ちゃん？」

「この手術痕があるから、脳外科医氷室樹が生まれたんですね」

　俺の目を見て微笑む彼女の言葉に、胸がジーンと熱くなった。

　ああ、やっぱり茉莉花ちゃんは俺にとって特別。

　それに、この天使のような笑顔、俺だけのものにしたい。

「茉莉花ちゃん、やっぱり男を家にあげちゃいけないよ」

　そう警告しつつも、彼女を抱き寄せてその唇を奪った。

　柔らかくて……温かくて……キスがこんなに気持ちがいいものだって思わなかった。

　彼女が好きだという気持ちがあふれて止まらない。

「う……ん」

　くぐもった彼女の声を聞いて身体が熱くなる。

　もっと彼女に触れたい。もっと彼女に近づきたい。

　角度を変えて彼女の下唇を甘噛みし、思いを込めてキスをする。

　最初は棒立ちだった彼女が俺の胸に手を当て、キスに応えるのを見て嬉しくなった。

　抵抗しないということは、少しは俺に心を許していると思っていいだろうか。

「せ、先生……息……苦しい」

　息も絶え絶えに訴える彼女の声でハッとする。

　ちょっと刺激が強すぎたか。

「ごめん。なかなか止められなくて。でも、キスしてる時は普通に息して大丈夫だよ。もう一回試してみる？」

　キスをやめて彼女にゆっくりと微笑んだ。

「試しません！」

　顔を真っ赤にして拒否する彼女がかわいい。

「残念。茉莉花ちゃん、気持ちよさそうにしてたのにな」

　ちょっとからかったら、彼女は恥ずかしいのか俺から視線を逸らした。

「ああ～、もうそれ以上なにも言わないでください。自分でもわけがわからなくて混乱してるんですから」

「やっぱりさ、もう一回キスしたらいろいろ理解できるかもしれないよ」

　拒否されることはわかっていたが、そんな冗談を言って彼女を元気づけたかった。

「もう私をそんなに誘惑しないでください！」

「俺から言わせれば、茉莉花ちゃんが俺を誘惑してるんだよ。さっきは天使みたいに笑うし」

「先生……視力落ちてませんか？」

　茉莉花ちゃんが真顔で言うので思わずククッと笑ったら、彼女がポカンとした顔をした。

「なにがそんなにおかしいんです？」

「さっきまで熱いキスしてたのに、俺たちなにを言い合ってるんだろうって思ったら、おかしくなっちゃって……。これは来週、茉莉花ちゃんと岡山に行くの楽しみだな」

「へ？　岡山？　私なにも聞いてませんよ」

　訝いぶかしげな顔をする彼女にニコッとした。

「うん。そりゃあ今から伝えるからね。来週、学会で岡山に行くけど、茉莉花ちゃんにも同行してもらうから」

「嘘でしょう？」

　真ん丸のその目。普段は澄すまし顔なのに今日は表情豊かだ。

「本当。心配しなくても院長や久我さんの許可は取ってあるよ」

　俺の返答を聞いて彼女は声を荒らげた。

「心配なんてしてません！　私、行きませんから！」










先生に告白されて




「やっと着いたな」

　タクシーを降りて、今日宿泊するホテルを見上げる氷室先生。

　今日の彼は濃紺のスーツに白と青のストライプ柄のネクタイを合わせ、まるでモデルのように決まっていた。真夏なのに清涼感が漂っていて、彼の周囲の空気だけ涼しく感じられる。

　その横で爽やかなライトグレーのスーツを着ている小鳥遊先生がフッと笑った。

「ああ、なかなかよさそうなホテルだな」

　氷室先生、小鳥遊先生、それに私の三人は学会のために岡山にやってきたのだが、まだ学会が始まってもいないのに早くも同行したことを後悔していた。

　なにせ氷室先生、小鳥遊先生は顔面偏差値がとんでもなく高い。駅の構内をふたりが歩くだけで周囲の視線を集めてしまい、一緒にいる私はいたたまれない気持ちになった。

　兄が誕生日にプレゼントしてくれたコーラルピンクのワンピースを着てきたのだけれど、先生たちと並んでいると貧相に見えてしまう。ワンピースは高級ブランドのものなのに、私にはきっと似合っていないのだ。

　なるべく先生たちと間を空けて歩こうとしたら、そのことに氷室先生が素早く気づいた。

「茉莉花ちゃん、そんな離れてると迷子になるよ。ところでもう言ったかな？　今日の服、とってもエレガントで俺好みだ」

　氷室先生は優しい目で私を見つめてくる。

　まるで私の心を読んだかのように服装を褒めてきてドキッとした。

「あ、ありがとうございます」

　はにかみながら礼を言って、先生たちについていく。

　今日泊まるホテルは学会の会場にもなっていて、森の中にひっそりとある要よう塞さいのようなレンガ造りの建物。高さ五メートルほどのレンガの外壁は全面蔦つたで覆おおわれ、その昔紡ぼう績せき工場だったこともあり歴史を感じさせる。

　ホテルの正面玄関に向かう人たちは、学会に参加する医師たちなのかスーツ姿が多い。正面玄関前で雑談している人も結構いて、聞こえてくるのは医学用語や病院の話ばかり。

　そんな光景を見て改めて思う。

「なんで事務員の私が同行するんだろう」

　スーツケースを持ち、盛大な溜め息をつく私。

　秘書として同行しているけれど、私ができる仕事なんてなにもない。

『私が行ってもなんの役にも立ちませんよ』と院長に訴えたが、無駄だった。

『茉莉花ちゃんがいてくれるだけで氷室先生やる気が出るから。今回の学会、うちの病院の威信もかかってるんだ。頼んだよ、茉莉花ちゃん』

　院長はにこやかな顔で私に変なプレッシャーをかけた。

　おまけに香織さんには、ミッションまで与えられた。

『茉莉花ちゃん、私の代わりに小鳥遊先生に変な女医が言い寄ってこないか見張っててほしいの。お願い！』

　小鳥遊先生、モテるものね。

　学会で羽目を外す医者は多いと噂に聞く。小鳥遊先生はそういうタイプではないけれど、香織さんは心配なのだろう。

　だったら、私とチェンジしてもよかったのになあ。でも、まだ私ひとりに仕事を任せられないのかも。

　もうこうなったら私が早く一人前になるしかない。それで、次の学会では香織さんに同行してもらうようにしよう。氷室先生は私がいなくても問題なくやれるはず。

　それにしても……。

　氷室先生の背中をじっと見つめ、心の中で彼に問いかける。

　先生、どうして私にキスなんかしたんですか？

　最初のキスの時、私は田辺さんと会ってひどく動揺していた。

　二回目は怪我の痕のことが気になって、そんな私を氷室先生は自分の足の手術痕を見せて慰めようとして……。

　恋人でもないのに二回もキスした。

　先生に『俺はね、誰にでもキスして治療するわけじゃない。これは茉莉花ちゃんだけの治療。どうしてかじっくり考えてごらん』って宿題を出されていたから私なりに考えたのだけれど、結局答えは出なかった。

　氷室先生はアメリカに留学した経験もあるようだし、あのキスはただの挨拶なんだって自分を無理矢理納得させようとしたが、あれ以来先生を意識してしまってまともに目を合わせられなかった。

　そんな状況の中、学会に同行させられ、今も心臓のドキドキが止まらない。

　心電図をとってもらったらきっとすごいことになっていそう。

　今まで氷室先生を見ても全然平気だったのにどうしちゃったの、私？

　先生、いったい私にどんな魔法をかけたんですか？

「……ちゃん、茉莉花ちゃん、ボーッと突っ立ってないで行くよ」

　氷室先生が突然振り返って私の腕を掴んだので我に返った。

「あっ、すみません」

　謝る私の手からスーツケースを奪い、氷室先生はゆっくり歩きだす。

「チェックインしたら、時間あるからちょっと観光しよう」

「え？　学会は？」

　仕事で来たから観光なんてまったく考えていなかった。

「俺の講演は明日だし、今日は特に聞きたい発表もないしね。小鳥遊はどうする？」

　氷室先生が確認すると、小鳥遊先生はクールに返した。

「俺はパス。後輩の発表があるから、ふたりで行ってこいよ」

　てっきりふたりはずっと一緒に行動するかと思ったけど違うらしい。

「後輩って女医さんですか？」

　一応香織さんの依頼もあって確認すると、小鳥遊先生は表情を変えずに答えた。

「いや、男だ。質疑応答で論破してやろうかと思って。まあ愛のムチだな」

　小鳥遊先生がクスッと笑うが、発表する後輩に同情せずにはいられない。

　でも、女医さんではないのならひとまず安心だ。

　チェックインと学会の受付を済ませると、部屋に向かう。

　三階のエレベーターを降り、氷室先生は右側の通路を指差しながら小鳥遊先生に声をかけた。

「俺と茉莉花ちゃんはこっちだから」

「ああ。じゃあ」

　小鳥遊先生は軽く手をあげて左側の通路へと向かう。

　氷室先生と通路の奥まで進むと、そこにはドアがひとつだけ。

　このフロア、部屋数少なくない？　ホームページでホテルのことを調べた時は、確か客室数二百って書いてあったんだけど……。

「ここだな」

　先生がカードキーでロックを解除してドアを開ける。

「あのう、先生、私の部屋は？」

　氷室先生に尋ねると、当然のように返された。

「茉莉花ちゃんもここだよ」

　ここって……先生と同じ部屋～!?

　無理、無理。絶対に無理！

「ちょっと待ってください。それはマズいですよ。他に部屋がないかフロントに確認してきます」

　フロントに戻ろうとしたら、氷室先生に止められた。

「無駄だよ。今は学会で満室」

「そんなあ。だったら、他のホテルを探します」

　一緒の部屋なんて私の心臓が持たない。なんとしても空いてる部屋を見つけないと。

「近隣のホテルも同じだ。スイートだからベッドルームはふたつあるし、問題ないよ」

「……スイートルーム」

　ああ。だからこのフロアは部屋数が少ないんだ……って、納得してる場合じゃない！

「せ、先生、ベッドルームがふたつあっても同じ部屋に泊まるのはダメです！」

　狼狽うろたえながら断る私を見て、彼は距離を詰めて尋ねる。

「そこ気になるんだ？　いつもの茉莉花ちゃんなら、『仕方ないですね』って言いそうなのに、なにをそんなに動揺してるの？」

　彼の指摘にギクッとする。面白そうに目を光らせる彼からさっと視線を逸らし、スーツケースを奪い返して部屋に入った。

「動揺してなんかいません！　もうここでいいです。さあ、入りましょう」

　あまり先生に追及されたくない。自分だってどうしてこんなにドキドキするのか理由がわからないのだ。

　氷室先生が言うようにこのスイートにはメインベッドルームとサブベッドルーム、リビング、書斎、それにミニキッチンまであって、ホテルの部屋というよりは家のよう。バスルームやトイレもそれぞれふたつずつあるし、これなら一緒に泊まっても問題ないだろう。

　部屋を確認してホッと胸を撫で下ろす私を先生はニコニコ顔で眺めている。

「私はこちらのベッドルームを使わせてもらいます。先生は身体も大きいですし、大きいベッドの方をどうぞ」

「うん。そうさせてもらうよ」

　氷室先生がメインのベッドルームに向かうのを見て、私はサブベッドルームに入り、スーツケースを置くとベッドに腰を下ろした。

「ハーッ、なんかどっと疲れが出た」

　新幹線では氷室先生と席が隣で、もう息を吸うのも緊張していた。

　先生はパソコンを広げて仕事をしていたけれど、私はなにもすることがなくてスマホでニュースを見ていただけ。あまりに退屈だったせいで睡魔に襲われ、いつの間にかうとうとしてしまい、気づいたら岡山に着いていた。

　旅行じゃないのに寝ちゃうなんて、なにをやっているのか。しっかりしろ、茉莉花。

「茉莉花ちゃん、じゃあ行こう」

　コンコンとノックの音がしたかと思ったら先生の声が聞こえて、「はい」と返事をしてベッドから立ち上がった。

　バッグを持って寝室を出ると、氷室先生が壁にもたれかかってスマホを見ている。

　その姿があまりにもカッコよくて、不覚にも心臓がトクンと高鳴った。

　あー、もうなんなの？　スーツを着てるから？

　なんだか目の毒だ。ひょっとこのお面でも被せておきたい。

　どうしたら彼の魅力にあてられずに済むか思案していたら、先生の声がした。

「茉莉花ちゃん、美術館好き？」

　彼の不意打ちの質問に驚き、小首を傾げて聞き返す。

「美術館ですか？」

「そう。ホテルの近くにあるから」

　仕事で来たのでそんなお出かけスポットがあるなんて知らなかった。

　美術館ならあまり先生の顔を見ずに済むし、ひとりでいるのと変わらない。

「いいですね。行きたいです」

「よかった。茉莉花ちゃんは好きな画家とかいる？」

「モネやルノワールが好きです。淡い色のタッチとか綺麗で。でも、宗教画も興味あります。バチカンのシスティナ礼拝堂に行ってみたいんですけど、なかなか行く機会がなくて」

「いつか行けるといいね。あれは実際見ると感動する」

　そんな話をして正面玄関に向かうと、ダークベージュのパンツスーツを着て髪をシニヨンにしている、二十代後半くらいの美人が氷室先生に声をかけてきた。

「氷室先輩、よかったあ、会えて。お久しぶりです。今日は小鳥遊先輩は一緒じゃないんですか？」

　服、時計、靴、それにバッグは見るからに高級ブランドのもの。だが、決して派手ではなく、センスよく颯爽と着こなしているのが育ちのよさを感じさせる。それに後れ毛が色っぽくて、甘さと爽やかさのバランスが絶妙。まるで学会ファッションのお手本のようだ。

　綺麗な人だな。先生を先輩と呼んでいるということは、この女性も医者なのだろう。

「岩いわ井いさん？　久しぶりだね。小鳥遊は発表を聞きに行ってると思うよ」

　氷室先生が笑顔を作って挨拶を返すと、その美人は私にチラッと目を向けた。

「あの……そちらの女性は？」

「ああ。彼女は僕の秘書」

　氷室先生に紹介されて軽く頭を下げるが、岩井さんは私には特に挨拶せず、先生に視線を戻した。

「そうなんですね。先輩の年で秘書がいるなんてすごいですね」

「岩井さんは今どこにいるの？」

「神か奈な川がわの病院にいます。まだ研修医ですけど。明日の先輩の講演楽しみにしてますね」

　氷室先生の腕を掴んで微笑む彼女を見て、なんだか胸がもやっとした。

　話も弾んでいるようだし、私……邪魔だよね。

　庭園でも見てこようかな。話が終われば氷室先生は連絡をくれるだろう。

　そう考えてこの場を離れようとしたら、先生に手を掴まれた。

「ありがとう。じゃあ、僕たちはちょっと出かけるから」

　氷室先生が穏やかに微笑んで話を終わらせるが、彼女は先生の腕を離さない。

「あっ、待ってください。あの……その……今夜一緒に食事でもいかがですか？　久しぶりですし、いろいろお話ししたいです」

　どこか緊張した面持ちで誘う彼女を見て悟った。

　この人……氷室先生が好きなんだ。

　この学会に来たのも、彼に会うのが一番の目的だったのかもしれない。

　氷室先生はなんて答えるのだろう。

「ごめん。先約があるから」

　少しハラハラしたが、先生の返答を聞いてホッとする自分がいた。

「そうですか。では、また改めてお誘いします」

　落胆しながら言って、岩井さんは氷室先生の手を離した。

「ああ。じゃあ」

　氷室先生は軽く手を振り、私を連れて歩きだす。

　ホテルの正面玄関を出てもなにか視線を感じて振り返ると、まだ岩井さんがいて、私と先生をじっと見ていた。

「先生、あんな美人のお誘い断ってよかったんですか？」

　彼女の視線が気になって氷室先生に尋ねたら、彼は平然とした様子で答えた。

「いいんだ。彼女は大学時代の後輩だし、断ったからといって気を悪くしないよ」

「でも……」

　がっかりはしてましたよ……と言おうとして、その言葉をのみ込んだ。

「でも、なに？」

　先生が先を促したが頭を振ってごまかした。

「なんでもないです。ただ、先生の周りって美人がいっぱいだなって思って」

「そうかな？　茉莉花ちゃんは確かに美人だけど、その他に綺麗な人っていたっけ？」

　顎に手を当てて考える仕草をする先生。

　彼の返答に思わずギョッとして言い返した。

「先生の審美眼おかしいですよ。中山先生とか香織さんとか他にもいっぱいいるじゃないですか。それに、私を美人と言うのやめてください。恥ずかしいです」

「茉莉花ちゃんていろんな意味で無自覚だよね。お兄さんは心配だな」

　私をまじまじと見てそんなふざけたことを言ってくるので、構わず冷ややかに突っ込んだ。

「先生、いつから私の兄になったんですか？」

「ふふっ、いつからだろうね。でも、保護者でもあり、恋人でもあり……茉莉花ちゃんのためなら、なんにでもなれるよ」

　楽しげに笑ってそんな言葉を返す彼を上目遣いに見て釘を刺す。

「先生、よそでそんな嘘情報、絶対に言わないでくださいね」

　そんなたわいもない会話をしながらホテルを出て十分ほど歩くと、ギリシャ建築を模した建物が見えてきた。

「あれだよ、美術館」

　氷室先生の案内で美術館に入り、チケット売り場で財布を出そうとしたら、彼がすでに私の分も購入していた。

「俺が誘ったんだから払わなくていいよ」

「え？　でも……」

　躊ちゅう躇ちょする私の手を掴み、フロアマップを見ながら先生は館内へ向かう。

「ほら、時間がもったいないから行こう」

　美術館は平日だったせいか、それほど混んではいなかった。

「これなら落ち着いて見られそう」

　ふふっと笑みを浮かべる私を見て、氷室先生は頬を緩めて言った。

「じっくり見ていいよ」

　学会の影響か、観光客というよりはお医者さんらしきスーツ姿の男性が目につく。

　エル・グレコ、ゴーギャン、モネといった西洋美術の他にも、日本やエジプトの美術品などもあって見どころがいっぱい。おまけに氷室先生の解説付き。

　ある宗教画が気に入ってじっと見ていたら、美術館を出る時に先生が小さな紙袋をくれた。

「はい。これ」

「なんですか？　先生、そういえば売店でなにか買ってましたね」

　キョトンとしながら袋を開けると、中にポストカードが一枚入っていた。

　それは私が見入っていた宗教画のポストカード。

「これ……」

　驚いて先生の顔を見たら、彼は甘く微笑んだ。

「ずっと見てたよね」

　こういう優しさがとても先生らしい。

　ひだまりのような温かさ。心地よくて、安心する。

「はい。ありがとうございます、氷室先生」

　ハニカミながらお礼を言ったら、先生は私の肩を抱き寄せ耳元で囁ささやいた。

「その顔、反則。他の男には見せないように」

「先生こそそんなセクシーな声で囁かないでください」

　あたふたする私を見て氷室先生は悪戯いたずらっぽく笑った。

「ごめんね。これ地声だから」

「もう先生！」

　上目遣いに睨む私の手を先生が握ってきてドキッとする。

「カフェでお茶でもしよう」

「この手はなんなんですか？」

　繋がれた手に目を向けて抗議したら、逆に氷室先生に突っ込まれた。

「気になる？　美術館に行く時も手を引いていたのにね。いつもの茉莉花ちゃんならそんなに顔を赤くしないと思うんだけど、どうしたのかな？」

　先生はなにか含みを持たせた言い方をする。

　心臓の音がうるさい。

　落ち着け。平常心だよ、平常心。深く考えるな。

　考えたらもっと動揺して、いつもの自分に永遠に戻れないかもしれない。

　なぜだかわからないがそんな気がする。

「ああ～、もうこのままでいいです！」

　ギュッと目を閉じて心を無にしようとするも、頭の中は先生でいっぱい。

　このままではキャパオーバーで私の頭が破裂しそう。

「じゃあ、行くよ」

　先生は恋人繋ぎをしたまま、昔の蔵を改装したカフェに入った。

　店内は木目を基調としたインテリアで、とてもシックで落ち着いている。

　窓際の席に案内され、先生と向かい合って座った。

「ここはショートケーキが美味しいらしいよ。あとコーヒーも湧き水で淹れててイケるって」

　メニューを開きながらそんな説明をする先生を思わずじっと見た。

「詳しいですね。調べたんですか？」

「ホテル出る前にちょっとね」

「先生ってそういうの全然調べないタイプかと思ってました」

　美味しければラッキーって言いそうなのに意外。

「何事もリサーチは重要。手術だってそう。あらゆるリスクを想定しないといけない」

　片肘をついて穏やかな目でそんな説明をする先生を見て思った。

　この人は努力の人だ。私はずっと思い違いをしていた。天才で、なにもしなくてもなんでもできる人だと決めつけていた。

　先生の自信も余裕もすべて日頃の努力によるもの。

「そうですね。ショートケーキとコーヒーにします」

　ニコッと笑う私の目を見て、氷室先生は満足げに頷いた。

「いいチョイスだ。俺はコーヒーだけにしよう」

　店員を呼んで注文をすると、すぐにケーキとコーヒーが運ばれてきた。

　いただきますをして早速ケーキから食べる。

「あっ、生クリームが絶妙～。ほんのり甘くて、これならホールでも食べられそう」

　美味しいケーキに悶もん絶ぜつする私を見て先生は「よかった」と言ってフッと微笑し、優雅な仕草でコーヒーを口に運んだ。

「でも、ちょっと罪悪感が。みんな仕事してるのに、こんなにのんびりしてていいんでしょうか？」

　今日はなにも仕事をしていない。

「いいの。いいの。休めるうちに休んでおかないと」

　のんびりした様子の先生を見据え、少し呆れながら尋ねた。

「先生は患者さんのこと心配じゃないんですか？」

「久我先生たちを信じてるからね。でなきゃ、学会なんて出席しないよ。うちは誰が抜けても問題ないようにしてる」

　確かにうちの脳神経外科は世界のトップのスタッフが集まっている。

　なかでも氷室先生は世界的な名医なのに奢おごらず、他の先生方もリスペクトしていて、医師としての技術だけでなくその人格も素晴らしい。

「氷室先生ってすごいですね」

　思ったことをそのまま言葉にする私を先生は優しい目で見つめた。

「茉莉花ちゃんもすごいよ。うちの病棟に来てくれてから、リハビリに励む患者さんが増えた。茉莉花ちゃんが毎朝入院してる患者さんの病室に行って、明るく声をかけてくれるお陰だよ。俺たちはチームだ。医者が偉いとかそういうのはナシだよ。みんなの力で患者さんを助けるんだ」

　先生の話を聞いて胸に熱いものが込み上げてきた。

　私も役に立っているんだ。

「はい。これからもっと頑張ります」

「あまり頑張りすぎないでね。じゃあ納得したところでケーキ食べなよ。はい、あーん」

　先生がフォークを手にしてケーキを私の口に運ぶ。

「先生、今は風邪でもありませんし、私ちゃんと自分で食べられますよ」

　私がそう主張しても先生は笑顔で押し通す。

「いいから」

　その甘い笑顔に見惚れつつもケーキを口に入れる。

　なんだろう。お酒を飲んでもいないのに身体がふわふわする。

「茉莉花ちゃん、口に生クリームついてるよ」

　先生の指摘に「え？　どこですか？」と聞き返す私。

　気づいたら氷室先生の顔が目の前にあって、次の瞬間、彼の唇が私の唇に重なった。

　私と彼の周囲だけ時が止まる。

　氷室先生が驚く私の目を見てクスッと笑って、再び時が動き出した。

「甘いの苦手だったけど、こうやって味わうのいいね。ハマりそう」

　セクシーさ全開でペロッと唇を舐める先生に、顔を真っ赤にしながら注意する。

「もう先生、カフェでなにするんですか！」

「カフェじゃないならいいの？」

　悪戯っぽく目を光らせて私をからかう先生に声の限りに叫んだ。

「揚げ足取らないでくださ～い！」

「茉莉花ちゃん、興奮しない。ここカフェだよ」

　氷室先生は至極楽しそうに微笑み、私の唇を指でゆっくりとなぞりながら窘たしなめた。

「興奮させてるのは先生ですよ！　誰にでもそんなふうにキスしてるんですか！」

　子犬のごとくキャンキャン吠える私を彼は楽しげに眺める。

「心外だな。茉莉花ちゃんだけだよ。その意味わかってる？」

「わからないから聞いてるんです。先生は私なんか相手にする必要がないくらいモテるのに……。単にからかうのが目的ならやめてください」

　なぜ私にキスしたり、触れたりしてくるの？

　抗議する私の頬に手を添え、彼は真剣な眼差しで告げた。

「いい加減気づいてほしいな。俺は茉莉花ちゃんが好きなんだ」

　彼の告白を聞いて頭が真っ白になる。

「嘘……」

　先生にとって私はオモチャみたいな存在かと思っていた。

　私は周囲にいる女の子と違って愛あい嬌きょうもないし、基本的に無表情。私を好きになる要素がどこにあるというのか。

　先生は恋愛経験豊富に見えるし、キスだって挨拶のようなものと思い込もうとした。

　先生が私を好きなんて信じられない。

「初めて女の子に告白してその返事が『嘘』ってショックだな」

　氷室先生が苦笑いしてそんなことを言うが、その声がどこか遠くに聞こえる。

　私の頭の中では『茉莉花ちゃんが好きなんだ』という先生の告白がリフレインされていて、頭がショートしてしまったかのよう。

「先生……」

　告白の衝撃で目をパチクリさせる私の手を掴み、先生はどこか妖よう艶えんに笑って口づけた。

「俺は本気だから、覚悟してね」




　その日の夕食は小鳥遊先生も合流して、ホテルの庭園でガーデンバーベキューをしたのだけれど、私は心ここにあらずの状態だった。

　氷室先生が私に告白。

　田辺さんにアプローチされた時は、父の会社との繋がりが欲しいのが見え見えで、気持ちを揺さぶられることなんてなかった。

　でも、氷室先生は違う。彼が欲しいのは、父の会社ではなく私自身。

　そんなことって本当にある？　蓼たで食う虫も好き好きって言うけど……ああ～、これは現実じゃなくて夢なんじゃないの？

　自問自答していたら、氷室先生に肩を叩かれた。

「茉莉花ちゃん、肉が黒焦げになってるよ」

「え？　あっ、本当だ。お肉無駄にしちゃった」

　黒焦げの肉を見て落ち込んでいたら、氷室先生が私の皿に肉を置いた。

「はい、茉莉花ちゃん、これ焼けたからしっかり食べて」

「はい、ありがとうございます」

　礼を言って肉を口に運ぶと、向かい側にいる小鳥遊先生にスマホで写真を撮られた。

「なんか氷室が母鳥に見えるな。お前の意外な一面をまた知った」

　小鳥遊先生の皮肉にも氷室先生は余裕の返しをする。

「俺って好きな子にはとことん尽くすタイプみたいだ」

　これでは顔が火照って食事どころではない。

「氷室先生、恥ずかしいのでやめてください」

　弱々しい声でお願いする私を見て、先生は女の子なら誰でも虜にするような艶やかな笑顔で形だけの謝罪をする。

「ごめんね、茉莉花ちゃん。一緒にいるのが嬉しくてつい」

　そんなやり取りをしながら肉を焼いていると、老若男女問わずひっきりなしにお医者さんがやってきて、氷室先生と小鳥遊先生に挨拶をする。

　なかには若い女医さんもいて、しつこく先生たちを誘った。

「氷室先生、小鳥遊先生、夕食が終わったらホテルのバーに飲みに行きません？」

　香織さんにも頼まれてたし、ここはオーケーさせてはいけない。

「申し訳ありませんが、先生たちは明日講演がありますので、またの機会にお願いします」

　秘書らしく強い態度で対応したら、彼女は眉をひそめ渋々この場を去った。

「茉莉花ちゃん、急にどうしたの？　本当の秘書みたいだよ」

「明日は大事な日なので、しっかり寝てほしいだけです」

　面白そうに目を光らせる氷室先生にもっともらしい言い訳をする。

　香織さんのために小鳥遊先生を守らなきゃいけないし、氷室先生にもしっかり休んでほしい。それに、氷室先生が女医さんたちに囲まれるのを見ると、胸がざわつく。

「茉莉花ちゃんが添い寝してくれたらぐっすり寝れると思うんだけどな」

　氷室先生がそんな軽口を叩くので、できるだけ平静を装い素っ気なく断った。

「そ、それはダメです。ひとりで寝てください」

「冷たいな。茉莉花ちゃんが熱出した時は看病してあげたのに」

「うっ、でも先生、すっごく元気じゃないですか」

　私が狼狽えながら指摘したら、氷室先生は額に手を当てた。

「あっ、俺急に熱出たかも」

　氷室先生のわざとらしい演技に口元が緩みそうになったが、必死にこらえた。

「はいはい。熱出ましたね」

　肉を咀そ嚼しゃくしながら氷室先生に冷ややかな視線を向ける。

　そんな私たちを見て、小鳥遊先生が苦笑いした。

「そこのふたり、俺の存在忘れてるだろ？」




　夕食の後、部屋に戻ってから、メイク落としを忘れたことに気づいた。

　財布を持って、氷室先生の寝室のドアをノックし、「ちょっとホテルの売店に行ってきます」と伝えて部屋を出る。

　時刻は午後九時五十分。

　売店が閉まっていたらどうしよう。コンビニはこのホテルの近くにはなかったんだよね。

　エレベーターに乗って一階にある売店に向かうと、まだ開いていてホッとした。

　メイク落としを見つけてもすぐに会計をせず、店内を少し見て回る。

「あっ、このサブレ美味しそう。こっちのバームクーヘンもいいな。でも、職場にお土産買っていくなら、やっぱり個包装のものがいいよね」

　岡山土産も置いてあったのでしばし眺めていたら閉店時間になってしまい、慌てて会計を済ませた。

　エレベーターホールに向かう途中、氷室先生らしき人影を見かけて思わず立ち止まる。

　後ろ姿だけれど、あれは氷室先生――。

　人ひと気けのない通路にいる先生に声をかけようとしたら、奥に女性がひとりいるのに気づいてハッとした。

　驚く間もなくその女性が「先輩！」と氷室先生に抱きついて……。

　あれは岩井さん？

　それ以上見ることができず、逃げるようにそそくさとその場から立ち去る。

　一階のフロントまで来ると、近くの壁に寄りかかってハーッと溜め息をついた。

「私……なにやってるんだろう」

　頭に浮かぶのは、さっき通路で見た光景。

　氷室先生と女性が抱き合っていた。

　思い出すと胸がチクンと痛む。

　女性は先生を『先輩！』と呼んでいたし、岩井さんで間違いないだろう。

　日中彼女と会った時、先生は冷たくあしらっていたのに……。

　でも、あの時は私が一緒にいたから、彼女を口説けなかったのかも。

　氷室先生って女なら誰にでも手を出す軽い男だったの？

　今日先生が私に告白したのも本気じゃない。きっとただの冗談。

　私が初めての学会で緊張していたから、先生なりにリラックスさせようとしたんだ、きっと。それを真に受けるなんて……私ってホント馬鹿だ。

　頭の中でそう結論づけるも、まだ心の中はぐちゃぐちゃしていた。

　すぐに部屋に戻る気になれず、散歩でもしようと中庭に向かう。

　中庭は夜遅い時間だったこともあって人も少なかった。レンガの壁面がライトアップされていて、どこかノスタルジックな雰囲気の庭園をしばらく散策する。

　だが、無心になろうとしても先生のことを考えてしまう。

　さっきのふたりを見てわかったでしょう？　先生は私のことなんてなんとも思っていない。だから勘違いするな。

　何度も何度も暗示をかけるように自分に言い聞かせて部屋に戻るが、ドアを開けようとして鍵を持っていなかったことに気づいた。

「あっ、鍵忘れた」

　先生……いるかな？

　今は顔を合わせたくないけれど、ずっと通路にいるわけにはいかない。

　フーッと深呼吸してインターホンを押すと、中から「はい」という先生の声がしてドアが開いた。

「ずいぶん長い買い物だったね。戻ってくるのが遅かったから心配したよ」

　ドアを押さえている先生の顔は見ずに「すみません」と謝って中に入る。

「元気ないけどどうしたの？」

　私の顔を覗き込んで怪訝な顔をする先生に、無理矢理笑顔を作ってごまかした。

「移動の疲れが出たみたいです」

　ダメだ。先生を見るとどうしても顔が強張る。こんなんじゃ変に思われてしまう。

「そう。じゃあもう今日は寝た方がいいよ」

　先生が気遣うように言って私の肩をポンと叩くと、私は「そうします」と小声で返して自分の寝室に戻った。

「……どうしてこんなに胸が痛いの？」

　ポツリと呟いて、まだ痛む胸に手を当てる。

　ひょっとして先生を好きになった？

　ううん、違う。私は恋なんかしない。

　身近な人のラブシーンを目撃してビックリしただけ。

　必死に自分に言い聞かせ、その後シャワーを浴びるが、先生と岩井さんが抱き合っていた光景がずっと頭から消えなかった。










もっとギュッとしてほしい




『茉莉花さん、僕は初めて会った時からずっと君のことが好きだったんだ』

　田辺さんの告白を聞いても全然心を動かされなかった。

　この人の言葉には心が宿っていない。

　女性が喜ぶセリフを言えば、簡単に落ちると思っている。

　真っ白な空間に彼とふたりきり。

　これは夢なのだろうか。

　まあ、夢だろうが現実だろうが私の答えは決まっている。

『ごめんなさい。私は結婚に興味ないですし、社長令嬢でもありません。他のご令嬢と結婚された方がいいかと思います。私はあなたに相応しくないので』

　相手の面子も考えて断るが、彼は引き下がらず私に迫ってくる。

　そこでなぜか空間が変化した。

　私はベッドの上にいて、田辺さんが覆い被さってくる。

『そういうところがいい。必ず僕に惚れさせてみせます。逃しませんよ』

　狂気に満ちた目。

　彼が私の唇を奪おうと顔を近づけてきてゾクッと寒気がした。

　怖かった。

　抵抗したいのに身体が硬直して動かない。

　こんな心のない人にいいようにされるなんて絶対に嫌だ。

　誰か、誰か……。

「助けて……」

　喉の奥から声を絞り出したら、とても優しい声がした。

「茉莉花ちゃん、もう大丈夫。俺がいるから安心しておやすみ」

　氷室先生……。

　確かに先生がいるなら大丈夫だ。

　そう思うと同時に先生が抱きしめてきて、田辺さんの姿が消えた。

　もうこれで安心。先生の体温が肌に伝わってくる。

　人と一緒に寝るのがこんなに心地いいなんて知らなかった。

　ふかふかの布団よりもっと心が安らぐ。

　先生の大きな身体に包まれて感じるのは彼の優しさ。

　ねえ先生、あったかいよ。

　田辺さんは怖いのに、先生に触れられても怖くないのはなぜだろう。

　もっと触れてほしいと思う。

　でも、待って。なにか忘れてない？

　……そうだ。先生は誰にだって優しい。

　私にキスしたのに、他の女の人を抱きしめていたじゃないの。

　私は先生にとって特別じゃない。

　そう。先生は私の反応が面白いからからかっている……だ……け。

　先生から離れなきゃって思うのに、意識が遠のいていく。

「茉莉花ちゃん……寝た？」という先生の声が聞こえた気がしたけど、もう返事はできず、そのまま深い眠りに落ちていった。




「……ちゃん、茉莉花ちゃん、そろそろ起きよっか。それとも、俺とこのままずっと寝てる？」

　先生と寝る……？　今日は先生の講演！

「それはダメでしょ！」

　ガバッと起き上がると、バスローブ姿の氷室先生が私の横で寝ていて思わず叫んだ。

「先生～！　どうして私のベッドで寝てるんですか！」

　パニックになりながら布団を胸元まで上げる私を先生は楽しげに眺めている。

「昨日の夜、茉莉花ちゃんがうなされてたから一緒に寝てあげたんだけど、覚えてない？」

　うなされた？

　先生の話を聞いて思い出した。

「あっ、田辺さんが夢に出てきて……」

　それでキスされそうになって、氷室先生が現れて助けてくれた。

　全部夢かと思ったけど違ったのか。

　同時に、昨夜彼が岩井さんと抱き合っていたシーンまで思い出してしまい、胸がズキッと痛んだ。

「……お騒がせしてすみませんでした。今日は先生、講演もあるのに」

「俺は構わないけど。夢にまで田辺の御曹司が出てくるなんて心配だな」

　起き上がった先生が手を伸ばして私の頬に触れた。

「これからずっと一緒に寝てあげようか？」

　そのまま私に顔を近づけてくるから、慌てて彼の口を手で覆った。

「結構です！　ちょっ、先生、ち、近いですよ！」

　声を張り上げて注意するが、先生は離れてくれず私に迫ってくる。

　お互いバスローブがはだけていて素肌が触れていて、もう気が変になりそうだ。

　おまけに先生の綺麗な胸板が目の前にあって、目のやり場に困った。

　ドッドッドッと自分の心音がうるさくて、どうしていいかわからない。

「昨日抱き合って寝てたのに、なに言ってんだか」

「それは私の意識がなかったからです！　も、もう先生、早く退どいてください！」

　先生を直視できず、自分の手元を穴が空くくらい見つめる私。

「嫌だって言ったらどうする？」

「嫌って……そんな。ああ～、とにかく私から離れて服を着てください！」

　その色気ダダ漏れの身体を見せないで。男の人のそんな姿、見たことない。

　それに、先生からはすごくいい匂いがする。

　頭がなんだかクラクラするし、もう先生をシーツでぐるぐる巻きにしてしまいたい。

　お願いだから私に構わないで。

　先生が私のことを好きなんだって勘違いしそうになる。

　先生はひとりの女だけを愛する人じゃない。

　そう。私の父のように……。

　激しく動揺しながらもなんとか気持ちを落ち着かせようとする私の頭を氷室先生が掴んでセクシーに微笑む。

「茉莉花ちゃん、かわいいね」

　先生と目が合ったと思ったら、次の瞬間には唇を奪われていた。

　彼の唇は私の下唇をゆっくりと甘噛みし、誘惑するように刺激してくる。

　抗わなきゃダメ……そう思うのに、身体が言うことをきかない。

　逆に彼のキスに溺おぼれていく。

「あ……んん」

　思わず艶つやっぽい声が出てハッとしたら、すかさず彼の舌が口内に入ってきて頭が真っ白になった。

　先生が舌を絡めてきて、甘い痺しびれが私を襲う。

　その親密な行為に翻ほん弄ろうされるというよりは酔いしれた。

　身体がふわふわして、なんだか気持ちよくて……。

　どこか夢見心地の私がいる。

　真面目を絵に描いたような私じゃない、もうひとりの自分。

　先生が私の首筋から鎖骨に唇を這はわせながら胸を撫で上げてきて、なんとも言えない快感が押し寄せてくる。

「あっ……」

　たまらず声をあげる私のブラをずらし、先生がゆっくりと胸を舐めた。

「んん………あん！」

　身み悶もだえする私のバスローブの紐ひもを先生が外したところでブーッとインターホンが鳴り、現実に戻った。

「残念。時間切れ。小鳥遊が呼びに来た。茉莉花ちゃんも着替えて準備して」

　私にチュッとキスをしてベッドを抜け出し、寝室を出ていく先生。

　一方の私はしばらく放心していた。

　今……なにが起こった？

　唇が熱くて、胸がスースーする。

　えーと、先生とキスして……ブラをずらされて胸を舐められて……。

　ああ……嘘でしょう！

　なんて恥ずかしいことしてるの？　流されちゃダメでしょう？

　両手で顔を覆いながら「私のバカ。なにやってるのよ」と呟いていたら、先生の声がした。

「茉莉花ちゃん、準備してる？」

「は、はい！　ただ今、マッハで準備してます！」

　おかしな返答をしてすぐにベッドを出ると、急いで身支度を整え、入り口のドアに向かう。

　氷室先生はもうビシッとしたスーツ姿で小鳥遊先生と話をしていた。

　この先生と朝からあんなことしてたなんて……。

　さっきの行為を思い出し、また自分を責める。

　どうして抵抗しなかったの？

　私は先生に弄ばれているだけ。彼に本気で愛されているわけではない。

　だけど、彼と一緒にいたいという自分がいる。

　そんなの悲しいだけなのに……。

　でも、私は先生が好き。

　どんなに否定しても、先生が私に触れるたびに思い知らされる。

　――もう認めるしかない。

　小鳥遊先生と話している氷室先生をじっと見つめる。

　私に気づいた先生が、「じゃあ、行こう」とにこやかに笑って私の肩に手を回してきた。もうそれだけドキッとして心臓に悪い。

　先生、お願いです。これ以上私を誘惑しないでください。先生に触れられると、もう私は抗えないから。

　そう言いたかったが、口には出せなかった。

　気にしないふりをして小鳥遊先生に目を向ける。

「小鳥遊先生、おはようございます」

「おはよう」

　小鳥遊先生はいつものように表情を変えずに挨拶を返す。

　それからふたりは学会の講演の話をしだした。

　心を落ち着かせる時間が必要だったから、それが今の私にはありがたい。




　二階にあるレストランはブッフェ形式で、四人がけのテーブルに私と氷室先生が並んで座り、氷室先生の向かい側に小鳥遊先生が座った。

　横にいる氷室先生が気になるが、正面に座られるよりはいい。

　ひたすら心を無にしてフレンチトーストを食べていたら、また昨夜のようにどこかの女医さんが現れて氷室先生たちに声をかけた。

「おはようございます。ご一緒させていただいてもいいですか？　ひとりで食べるのはちょっと寂しくて」

「申し訳ないんだけど、うちの病院の打ち合わせも兼ねてるから」

　氷室先生がにこやかに断ると、彼女は「そうですか」と笑顔を作ってこの場から去る。

　その後ろ姿をじーっと眺め、小鳥遊先生がポツリと呟いた。

「少しは落ち着いて食事したいものだな」

「そうですよね。今度声をかけてくる女医さんがいたら、その時は私がはっきり言いますから。小鳥遊先生は私が守ります。それが今回の大事な任務のひとつで……あっ！」

　余計なことまで言ってしまった。

　慌てて口に手を当てる私を見て、氷室先生が面白そうに目を光らせた。

「昨日も小鳥遊を気にしてたけど、それって誰かに依頼された？」

　ギクッとしつつも、平静を装う。

「いいえ、おふたりともモテるので私が守ろうと思っただけです。そのために私が同行してるんですから」

「香織にいらぬ心配だって伝えておいて」

　小鳥遊先生がコーヒーを口に運びながらそんなことを口にするので、ギョッとした。

　ああ、しっかり相手までバレてる。

「あの……ち、違うんですよ。本当に。香織さんにはなにも言われてないです」

　しどろもどろになる私に、小鳥遊先生はどこか楽しげに言った。

「まあそういうことにしておこう。あと、なにか土産買って帰るって香織に伝えておいて」

「小鳥遊先生、そういうのは先生が直接言った方がいいですよ」

　私が生意気にも率直な意見を口にすると、彼は珍しく戸惑った表情をした。

「電話なんて滅多にしない」

　硬派な小鳥遊先生らしいけど、それじゃあふたりの仲は進展しない気がする。

「もう業務報告のついででもなんでもいいですから、直接言ってくださいね。約束ですよ」

　強い調子で念を押す私に、氷室先生も同調した。

「お前もいい加減、自分から動いたら？　逃げられて困るのは小鳥遊だよ。ガッツリ捕まえて囲い込まないと」

「お前みたいにか？　ここ数日で茉莉花ちゃん、すっかり女の顔になっているが、ほどほどにしとけよ」

「うーん、努力はしてるけど、やっぱり欲しいものには手を出さずにいられないんだよね」

　クスッと笑う氷室先生を直視できなかった。

　先生、私を本当に愛していないのに思わせぶりなセリフを口にしないで。

　もう冗談だって軽く受け流すことが今の私にはできないから……。

「氷室、惚気のろけすぎ。茉莉花ちゃんが困ってるぞ」

　小鳥遊先生がそんなコメントをするが、先生も同罪だと心の中で突っ込んだ。

　最初に私のことを持ち出したのは小鳥遊先生です。やめてください。

「ごめんね。茉莉花ちゃんの困った顔、俺にはツボでね」

「氷室先生、悪趣味です」

　ボソッと文句言ったら、氷室先生はとびきり甘い目で微笑んだ。

「それは茉莉花ちゃんがかわいすぎるのがいけない」

　先生の言葉を聞いて胸が苦しくなる。

「氷室先生、視力検査をお勧めします」

　私ができるだけ素っ気ない態度でそんな提案をすると、小鳥遊先生も容赦なくとんでもない診断を下す。

「いや、氷室は単なる色ボケ」

「そうかもね」

　氷室先生は私の顔を見て口元に笑みを浮かべながら認める。

　そんな彼を見るのがつらくて少しずつ視線を逸らし、心を落ち着かせようと胸に手を置いた。

　お願いだから、私にそんな甘い顔をしないで。

　これ以上先生を好きになりたくない。




　朝食の後、私たち三人はホテルの一階にあるコンベンションホールに向かった。

　そこは氷室先生の講演が行われるホールで、この学会で一番大きな三百人収容可能な会場だ。

「茉莉花ちゃん、ちょっと俺のスマホ預かってて」

　氷室先生がスマホを二台私に差し出したので、言われるがまま預かった。

「あっ、はい」

「マナーモードに設定してあるけど、鳴っても出なくていいからね。患者さんのことは全部、久我先生に任せてあるから」

「了解です」

　私の返事を聞いて先生は舞台袖に行き、小鳥遊先生と私は空いている席に隣り合って腰掛けた。

　特別講演だけあって、幅広い年代の医師が聴講に来ていて、席もほぼ満席。

　私が聞いてもちんぷんかんぷんとは思ったのだが、氷室先生が『ちょっと参考程度に聞けばいいよ』と言ってくれた。まあ『つまらなかったら聞かなくていい』とも言われたけど。

　前の方の席には岩井さんがいて、背筋を正して壇上を見ている。

　なんかもう姿勢からして意気込みが違う。

　講演の時間がきて、氷室先生が壇上に上がり、マイクの前に立った。

「小鳥遊総合病院の氷室です。今回発表させていただくのは新しい術式です。開頭手術において……」

　先生はスクリーンに映し出した画像と共に新しい手術の方法を紹介するが、たまに画像に目を向けるくらいで原稿は一切見ず、なめらかなトークを繰り広げる。

　専門用語も出てくるけれど、私のような素人にもわかりやすい言葉で説明してくれるお陰で、内容が頭に入ってきた。

　やっぱり氷室先生はすごい。私の自慢の先生だ。

　途中、壇上の先生と目が合って、彼は私にニコッと微笑んだ。

　この余裕、ホント大物。

　それに……罪作りな人だ。

　氷室先生にどうしてたくさんファンがいるのか、今ならわかる。

　見つめられるだけで胸がドキッとするから――。




　先生の講演が終わり、休憩時間に入ると、小鳥遊先生のもとにたくさん人が集まってきた。

「小鳥遊、久しぶり～。氷室の講演すごかったな」

「俺もお前んとこの病院で雇ってくれよ」

　呼び捨てということは大学時代の友人たちかな。学会ってちょっとした同窓会だね。

　邪魔になると思い、小鳥遊先生にはジェスチャーで先に外に出ていると伝え、席を立つ。

　出入り口のドア付近で氷室先生を待っていたら、岩井さんに声をかけられた。

「あなた、氷室先生とやけに親しそうだけれど、あなたのような人が気軽に近づいていい相手ではないのよ」

　私を見下したその言い方に、過去の苦い経験を思い出す。それと同時に、昨夜氷室先生が抱き合っていたシーンが脳裏をかすめて胸が苦しくなった。

　彼女は先生と特別な関係だから、私が目障りなのだろう。

「仕事で同行しているだけですし、氷室先生につきまとっているわけではありません」

　彼女をしっかりと見据えて言い返すと、フンと鼻で笑われた。

「あら、昨日美術館にいるのを見かけたわよ。あなたが無理言って誘ったのでは？」

　この人、先生が気になって後をつけてきたのか。

「別に誘ってはいませんよ。たまたまそういう流れになっただけです」

　事実をありのまま伝えてこの場から離れようとしたら、彼女に強く腕を掴まれた。

「待ちなさいよ！　そんな下手な言い訳が通用すると思ってる？　氷室先生は医学会の宝なの。彼の邪魔をしないで。それに氷室先生はあの氷室製薬の御曹司なのよ」

　彼女は興奮気味に捲まくし立てる。

「氷室製薬の御曹司？」

　彼女の話を聞いてつい声をあげ、あまりの驚きで一瞬頭がフリーズした。

　氷室製薬といったら、日本最大の製薬会社。世界でもトップスリーに入り、年商は片岡製薬の三倍という大企業だ。

　氷室先生が……氷室製薬の御曹司。

　ああ、そうか。どうして兄が前に『あの男はやめておけ』と言ったのか、やっとわかった。

　氷室先生がライバル会社の御曹司と知っていたのだろう。だから、氷室先生との交際に強く反対した。

　日本を代表する製薬会社の御曹司なら、何十万もするホテルのスイートに泊まれるのも納得。でも、先生は自分の力で今の地位を築いてきた。

「その顔、知らなかったようね。氷室先生はあなたとは住む世界が違うの。外科医の中でも、彼は特別なのよ」

　どこか自慢げに言う彼女の態度に怒りを覚えた。

　この人は先生のなにを見ているのだろう。先生を崇拝しているのはわかるが、その言動は許せない。

　氷室先生は患者さんの命を救うためなら地位や名誉だって捨てられる人だ。

「先生は自分が特別だなんて言いませんし、みんなを平等に扱ってくれます。私のこともチームの一員として見てくれているんです。勝手なことを言わないでください」

「チームの一員？　笑わせないでよ。秘書のあなたが今日の先生の講演を聞いて、ちゃんと理解できたの？」

「確かに私には医学の知識がないので専門的なことはわかりませんが、氷室先生の仕事を少しでも理解したいと思って聞いていました。今はまだまだですけど、いろいろ学んで先生のお役に立ちたいと思っています」

　私の返答が気に入らなかったのか、彼女は片眉をあげた。

「はあ？　医者でもないあなたに理解できるわけがないわ！　馬鹿じゃないの！」

　岩井さんが私の腕をさらに強く掴んでくる。

　その痛みで顔をしかめたその時、氷室先生が現れて彼女の手を振り払った。

「真剣に学ぶことのなにがいけないのかな？　僕の秘書を悪く言うのはやめてくれないか」

　先生は氷のように冷たい目で言い放つ。

　こんなに怒りをあらわにする先生を初めて見た。

「悪くなんて言ってません。私はただ彼女にアドバイスを……」

　氷室先生の登場に驚いた彼女は、急にしおらしい態度になる。

「君はもうちょっと冷静になった方がいい。声が会場中に響いてた。今後僕の秘書を悪く言うことがあれば、それは僕への侮辱と受け取る。じゃあ」

　氷室先生が私の背中に手を添えて歩きだすと、岩井さんが悲痛な声で彼に訴えた。

「氷室先生、私は先生のことを考えて……」

「もうこれ以上僕には近づかないでほしい。もちろん、彼女にもね。頭のいい君なら僕の言うことを理解してくれると信じてるよ」

　先生は足を止め、岩井さんの顔は見ずに告げた。

　ソフトな言い回しだったが、逆に先生の怒りが伝わった。

　会場を出ると、先生にスマホを渡し、ためらいながらも先生に尋ねる。

「先生、スマホ返しますね。あの……いいんですか？　あんなこと言って。彼女とはあの……その……男女の関係では？」

「男女の関係？　俺と岩井さんが？」

　氷室先生が珍しく声をあげて目を丸くするので、少し取り乱しながら言った。

「だって私見たんです。先生と彼女が売店の近くの通路で抱き合っているのを……」

　口に出すだけで胸が痛くなる。

「ああ、あれね。茉莉花ちゃんが売店に行った後、彼女にホテルのロビーに呼び出されたんだ。断っても仕事の相談をしたいからってしつこく食い下がってきてね。それでロビーに行ったら、泥酔状態の彼女に絡まれて大変だったよ」

　先生が昨夜のことを思い出しながらその時の状況を語るが、肝心なことには触れていない。

「抱き合っていたのは？」

　明確な答えが欲しくて突っ込んで聞いたら、彼は真摯な目で告げた。

「抱き合っていたんじゃない。岩井さんが『好きです』って俺に告白していきなり抱きついてきただけ。彼女とは男女の関係なんかじゃない。彼女のケアはホテルのスタッフにお願いしたし、茉莉花ちゃんが心配することはなにもないよ」

「……そうなんですね」

　先生の説明を聞いて心から安堵する自分がいた。

　考えてみたら、先生は彼女には〝俺〟じゃなくて、ずっと〝僕〟と少し他人行儀な言い方をしていたっけ。

「昨日のことを誤解していたから少し様子がおかしかったんだね。それに、俺のせいで彼女にひどいこと言われてごめんね」

　氷室先生はスマホをポケットにしまうと、心から私に謝った。

「せ、先生が悪いわけじゃありませんよ。私は気にしてません。父の会社にいた時も、兄のファンの子にいろいろ言われて慣れてますから」

　明るく笑ってみせるが、先生は真剣な表情で私を見つめる。

「それは慣れてるんじゃない。頭でそう思ってるだけで、心は傷ついてる。今までよく頑張ったね」

　その言葉が心にしみる。

　まるで私の心の傷を治すように――。

「先生……」

　氷室先生の目を見つめ返したら、彼は私の頭をクシュッと撫でた。

　この優しさ……好き。

　ああ……私……本当に氷室先生が好きなんだ。

　ひだまりのように温かく、いつも私を守ってくれる。

　彼は特別な人。

「ねえ、俺からも質問していいかな？」

　氷室先生が急に表情を変え、ニヤリとしながら私に顔を近づけてくる。

「……はい」

　先生の勢いに気け圧おされながら小さく返事をすると、彼の目がキラリと光った。

「どうして俺と彼女が男女の仲だと誤解してそんなに元気がなかったの？」

　き、きた――。

　当然そう疑問に思いますよね。

　だけど、この表情、先生は私の気持ちに気づいている。隠し通せるわけがない。

「先生、私……」

　覚悟を決めて好きだと伝えようとしたら、医師らしき男性が数人やってきて氷室先生に声をかけた。

「氷室先生、さっきの術式、もっと詳しく話を聞かせてくれないか？」

「私も術例について質問があるんだ」

　女性だけでなく、男性医師からも氷室先生はモテモテ。

　彼が申し訳なさそうに私をチラッと見たので、笑顔を作って言った。

「氷室先生、私はカフェに行ってますね」

　ひとまず、告白するのはもう少し後になりそう。

　先生が頷くと、ひとりホテルの一階にあるカフェに行ってコーヒーを頼み、香織さんにメッセージを打った。

【そっちはどうですか？　こちらはさっき氷室先生の講演が終わったところです。小鳥遊先生はいつも通りクールで、女医さんの誘いがあっても断ってますよ。浮気の心配はまったくないです】

　送ってすぐに彼女から返信が来た。

【茉莉花ちゃん、浮気って小鳥遊先生は私の恋人じゃないから！】

　文面から香織さんの動揺が伝わってくる。

【はい。わかってます。それで仕事の方はどうですか？】

　香織さんが休憩も取れないほど忙しくないといいのだけれど。

【昨日も今日も入院する患者さん少なくて落ち着いてるよ。こっちの心配はいいから、岡山で美味しいものいっぱい食べてきてね。ついでに観光もしておいでよ】

　彼女の返事を見てホッとする。

　すぐにメッセージを返してきたということは、今余裕があるのだろう。

【すでに昨日観光してきました。お土産買って帰るので楽しみにしててくださいね】

　そう締めくくってメッセージを終わらせ、コーヒーカップを手に取った時、男性に呼びかけられた。

「茉莉花さん、ひょっとして学会に？」

　それは、もう二度と聞きたくないと思っていた声――。

　ビクッとしながら声の主に目を向けると、そこにいたのはやはり田辺さんだった。

　その姿を見ただけで身体が強張る。

　田辺さんは一緒にいた秘書らしき男性に先に行くよう促し、私のテーブルに近づく。

「どうも。ちょっと仕事で」

　軽く会釈するが、カップを持つ手が震えてソーサーに戻した。

「病院の人に聞きました。小鳥遊総合病院で医療事務の仕事をしているそうですね。僕のせいで茉莉花さんに怪我をさせたことは申し訳なく思っています」

　田辺さんが私の向かい側の席に腰を下ろし、真剣な表情で謝る。

　だが、ほだされてはいけない。これは彼の演技だ。

「謝罪はいいです。もうあなたとお話しすることはなにもないです」

　目を合わせず素っ気なく返したけれど、彼は引き下がらない。

「ですが、やっぱりあなたのことは諦められない。僕と付き合ってくれませんか？」

　彼の告白を聞いて血の気が引いた。

　あれから三年経っているのに、まだ私との結婚を考えているの？

　恐怖を感じずにはいられない。

「す、すみません。私はあなたと結婚なんて考えられません」

　田辺さんの顔を見たくなくて、カップの中のコーヒーに視線を落としながら答える。

　そんな私に顔を近づけ、彼は声を潜めた。

「大人しく僕の言うことを聞いた方がいいですよ。ここだけの話、片岡製薬は海外のメーカーから買収の話を持ちかけられているんです。ここ最近業績が悪化してますからね」

　寝耳に水の話に驚いた私は、カッと目を見開いて田辺さんを見据えた。

「嘘です！　そんな話、父から聞いたことない」

「あなたは経営には携わっていませんからね。まあ、事実だとしてもかわいい娘には隠し通すでしょう。僕と結婚すれば、お父さんの会社を助けられますよ」

　田辺さんのその声が悪魔の囁きに聞こえた。

「私はそんな話信じません」

　見合いの時に持ち出された業務提携の話だって嘘だったのだから。

「あなたが家族を愛しているなら僕に連絡をください」

　彼は内ポケットから名刺入れを取り出し、一枚抜いてテーブルに置いた。

「では、失礼します」

　私の耳元で告げ、田辺さんはフッと不気味に笑って去っていく。

　信じるな。田辺さんは信用できない。さっきの話は嘘に決まってる。

　でも、父の会社の経営状況を私はなにも知らない。

　もう関わりたくなくて、片岡製薬に関する情報はすべてシャットアウトしてきた。

『あなたが家族を愛しているなら』

　田辺さんのその言葉が私の心をかき乱す。

　バッグからスマホを出し、兄に電話をして確認しようと思ったけれど、スマホを操作する手を止め、しばし考えた。

　もし田辺さんの言うことが本当だとしても、兄は経営が苦しいなんて言うはずがない。私に心配をかけないよう『業績はいい』とか『絶好調』って答えるに決まってる。それは父も同じだろう。

　聞くだけ無駄……そう思っても、やはり確かめずにはいられない。

　テーブルに置かれた名刺をスーツのポケットに入れて一旦席を立ち、人気のない通路に行って兄に電話をかける。

　すぐに出なければ切ろうと思ったが、ワンコールで兄が電話に出た。

《やあ、茉莉花、珍しいな。どうした？》

　私が電話を滅多にかけないせいか、兄の声は弾んでいた。

「お仕事中だったらごめんなさい。ちょっと噂で聞いたんですが、お父さんの会社、業績が悪化していて海外の企業から買収の話を持ちかけられているって本当ですか？」

《……なにそのデマ。う、嘘に決まっているだろう。うちは業績いいぞ。絶好調だ》

　答えるのに一瞬間があった。業績がいいって言ってるけれど、口調がやけに明るいし、本当は悪いのかもしれない。

「そう。忙しいのに変な質問してごめんなさい」

《お小遣いが欲しいなら遠慮なく言えよ。今夜なにか美味しいものでも食べに行くか？》

「今日は仕事があるから。じゃあ、また」

　氷室先生と出張で岡山にいるなんて言ったらいろいろ面倒なことになりそうだったので、余計なことは言わずに電話を切った。

　席に戻り、田辺さんが置いていった名刺をじっと見ていたら、氷室先生がやってきて声をかけられた。

「茉莉花ちゃん、待たせてごめんね。顔青いけど、気分でも悪い？」

　とっさに名刺を隠してスーツのポケットに突っ込む。

「大丈夫です。学会って初めてだから緊張しちゃって」

　ニコッと笑ってそんな言い訳をする私をしばし見つめ、彼は頬にそっと触れてきた。

「そう？　ならいいけど、具合悪くなったら言って」

「はい。ありがとうございます。先生もなにか飲みますか？」

　メニューを取ろうとする私の手を先生が掴む。

「いや、いい。小鳥遊を探してなにか食べに行こう。もうお昼だし」

　氷室先生と一緒にカフェを出ると、小鳥遊先生と合流し、ランチを食べに行った。




　その日の夜、シャワーを浴びて荷物をまとめていたら、今日着ていたスーツのポケットの中から田辺さんの名刺が出てきた。

「そういえば……ここに入れてたっけ」

　いつもならとっくに捨てていただろう。でも、捨てられない自分がいる。

　兄に電話をして、田辺さんの話に信しん憑ぴょう性せいが出てきた。嘘だと思おうとしても、不安を拭い去ることはできない。

　私、どうすればいい？

　買収の話が進んでいたとして、田辺さんと結婚すれば本当に父の会社は助かるの？

　でも、氷室先生のことが好きだって気づいたばかりなのに、田辺さんと結婚するなんて……そんなの嫌だ。

　じゃあ、父や兄はどうなってもいい？　ううん、そんなのよくない。

　名字は違っても血の繋がった家族なのだ。

　今は離れて暮らしているとはいえ、このまま見過ごすことはできない。母が亡くなった時、父や兄は私のそばにいてくれた。

　私の氷室先生への想いは、胸にしまうことになるのかもしれない。

　短い恋だった……な。

　スマホを手に取り、田辺さんに電話をかけようとしたその時、ノックの音がした。

「は、はい、どうぞ」

　手に持っていた名刺とスマホをベッドに隠して返事をすると、氷室先生が入ってきた。

「茉莉花ちゃん、明日の朝チェックアウトしたら、後こう楽らく園えんに行ってみる？　岡山駅に近いからちょっと寄って散歩するくらいならできるよ」

「いいですね。岡山城見てみたかったんですよ。お城を眺めるの好きで。じゃあ早く寝なきゃ。先生、おやすみなさい」

　先生との会話を早く終わらせようとしたが、突然私のスマホが鳴った。

　だが、今出れば田辺さんの名刺を先生に見られる。そしたら、どうして彼の名刺を持っているのか聞かれるだろう。

「茉莉花ちゃん、これスマホの音でしょ？　ずっと鳴ってるけど、出なくていいの？」

　先生が私に尋ねるが、笑ってごまかした。

「いいんです。どうせ兄だと思うので」

「俺のことでなにか言われてる？　だったら、俺がお兄さんと話をするよ」

「い、いえ、大丈夫ですから」

　そう言ってベッドから先生を遠ざけようとするも、先生は「いいから」と言って布団をガバッと退けた。

「待って！」

　名刺を見られる！

　慌てて手で名刺を隠そうとしたが、間に合わなかった。

「あっ、電話は鳴りやんだな。ん？　これは……田辺の名刺？　どうして持ってるの？」

　先生は名刺を手に取り、私に視線を向けた。

「それは……」

　タイミングが悪すぎる。電話がかかってこなければバレなかったのに。

　動揺してしまってうまい言い訳なんて思い浮かばない。

「茉莉花ちゃん、なぜ君が田辺の名刺を持っているのか聞いてるんだけどな」

　声は優しいけれど、その笑顔がブラックに見えるのは、田辺さんと会ったことを隠していた後ろめたさからだろう。

「茉莉花ちゃん、どうして黙っているの？　この状況から考えて、田辺に電話しようとしてたんじゃない？」

　布団の中にスマホと名刺を隠したのだ。当然そう考えるよね。

　下手な嘘をついても無駄だとわかってはいても、本当のことは言えなかった。

　これは私の家の問題だ。先生に心配をかけたくない。

「これは、なんでもないです」

　説明になってないけど、先生から顔を逸らしてそう言い張ったら、彼が私の頬に手を添えてきた。

　視線を合わせたくなくてギュッと目を瞑つぶる私に、氷室先生は静かな声で告げる。

「茉莉花ちゃん、今日ホテルで田辺を見かけた。医療機器の売り込みに来たんだろうけど、彼に会ってなにか言われたんじゃないの？　カフェに行ってからずっと様子がおかしいよ」

　先生にはバレバレだったんだ……。

　でも、今先生に打ち明けてしまったら、私の決心が鈍る。

「本当に……なんでもない」

　ギュッと拳を握って言葉を返す私に、彼が根気強く言った。

「だったら、ちゃんと俺の目を見て言って。俺には茉莉花ちゃんの心の声が聞こえるよ。『先生、助けて』って」

　その発言に驚いて目を開けたら、先生と目が合った。その目はとても優しくて、頑かたくなに拒み続ける私の心を溶かす。

「先生……」

　彼の目を見ただけで涙が込み上げてくる。

「田辺になに言われたの？　ひとりで悩んじゃダメだよ。俺がついてるから」

　先生は私の態度で確信したのだろう。田辺さんと会ったという前提で尋ねてくる。

「……父の会社が危ないって。それで……田辺さんと結婚すれば、父の会社を助けてくれるって」

　しゃくり上げながら話す私を氷室先生は包み込むように抱きしめる。

「ひとりで悩んでつらかったね。でも、大丈夫。片岡製薬は今年度も順調に売り上げを伸ばしていて、危機的な状況ではないよ。俺が保証する。岩井さんが話してたと思うけど、親父が氷室製薬の社長でね。業界のことはよく知ってる」

「本当ですか？　兄にも電話したんですけど、やけに明るく業績がいいと強調していたから逆に心配になってしまって……」

　顔を上げて確認する私の目を見て彼はゆっくりと頷く。

「業績がいいのは本当だよ。いろいろ不安でお兄さんの言葉を深読みしちゃったんだね」

「……はい」

　小さく返事をする私をギュッと抱きしめ、先生はその美しい顔を歪めた。

「茉莉花ちゃんの優しさにつけ込むなんて本当に許せない奴だ」

「ごめんなさい。私がもっとしっかりしていれば」

　謝る私の背中を彼は優しくトントンと叩く。

「茉莉花ちゃんが悪いわけじゃない。でも、これからはなにかあったら必ず俺に報告すること。いいね？　この名刺は俺が捨てておく。今日はなにも考えず、ぐっすりおやすみ」

　抱擁を解いて私から離れようとする先生の腕を思わず掴んだ。

「茉莉花……ちゃん？」

　先生と離れたくない。

　ずっと抱きしめていてほしい。

「行かないで。もっとギュッとしてほしい」

　氷室先生の目を見て懇願するように訴えた。

「わかった。一緒にいるよ」

　先生が再び私を抱きしめる。それだけで心が不思議と落ち着いた。

　やっぱり先生は特別。

　彼の胸に頬を寄せ、心の声をそのまま言葉にして伝えた。

「私……先生が好き」










一夜を共にして　―　樹 side




　ホテルのレストランで夕食を食べた後、部屋に戻ってシャワーを浴びるが、茉莉花ちゃんの様子が気になって彼女の寝室をノックした。

「は、はい、どうぞ」

　少し慌てた声。着替え中だったかな？

　ドアを開けて中に入ると、荷物の整理をしていたのかスーツケースが広げてある。

「茉莉花ちゃん、明日の朝チェックアウトしたら、後楽園に行ってみる？　岡山駅に近いからちょっと寄って散歩するくらいならできるよ」

　どこも寄らずに東とう京きょうに戻ってもよかったのだが、そんな提案をしたのはお昼からずっと茉莉花ちゃんの元気がなかったから。

　いや、正確にはカフェに彼女に迎えに行った時から様子がおかしかった。

　話しかけてもどこか上の空で、一緒に食事をしても半分くらい残していた。

『どこか体調悪いの？』と聞いたら、彼女は笑顔を作って答えた。

『昨日バーベキュー食べすぎちゃって』

　彼女はいつも少食で、昨夜もそんなに食べていない。

　明らかに俺に心配をかけないようにしているのが、見ていて痛々しかった。

「いいですね。岡山城見てみたかったんですよ。お城を眺めるの好きで。じゃあ早く寝なきゃ。先生、おやすみなさい」

　今も俺に笑ってみせるが、無理しているのがわかる。

　なにか悩んでいるのか聞こうとしたら、スマホの着信音がした。

　ベッドの中にあるのか、音がこもっている。

「茉莉花ちゃん、これスマホの音でしょ？　ずっと鳴ってるけど、出なくていいの？」

　俺がそう言葉をかけたら、彼女はどこかぎこちない笑みを浮かべた。

「いいんです。どうせ兄だと思うので」

　俺が恋人のフリをしたからお兄さんからしつこく電話がかかってくるのだろうか。

　しかし、そうだとしてもなんだか変だ。

「俺のことでなにか言われてる？　だったら、俺がお兄さんと話をするよ」

　俺の申し出を彼女はひどく動揺した様子で断る。

「い、いえ、大丈夫ですから」

「いいから」

　なにか隠しているような気がして、スマホを確認しようと布団をめくった。

「待って！」

　彼女が俺を止めようとしたがもう遅い。

　ベッドの上にはスマホと名刺が一枚置かれていた。

「あっ、電話は鳴りやんだな。ん？　これは……田辺の名刺？　どうして持ってるの？」

　スマホのそばにあった名刺を見て顔をしかめる。

　今日会場で田辺の姿を見かけた。

　学会に医療機器メーカーが売り込みに来るのはよくあること。だが、田辺がいたのは想定外だった。茉莉花ちゃんの岡山出張は内部の人間しか知らない。だから、田辺は彼女に会うために病院に通い続けると踏んでいた。

　茉莉花ちゃんと鉢合わせしないよう田辺の動向には注意していたのだが、どうやら俺がいない間に会っていたようだ。彼女の様子がおかしかったのもそのせいだろう。

「それは……」

　俺の追及に彼女は言葉を詰まらせる。

　だが、この件は有う耶や無む耶やにできない。ちゃんと向き合って話をしないと。

「茉莉花ちゃん、なぜ君が田辺の名刺を持っているのか聞いてるんだけどな」

　優しく聞いても彼女は話してくれない。

「茉莉花ちゃん、どうして黙っているの？　この状況から考えて、田辺に電話しようとしてたんじゃない？」

　少しずつ言い訳できない状況に持っていくが、それでも彼女は頑なな態度を崩さなかった。

「これは、なんでもないです」

　俺と視線を合わせずにそう返す彼女。

　嘘をついているのは明白。茉莉花ちゃんだって俺に嘘だとバレているのはわかっているはず。

　それでも打ち明けてくれないのは、俺に迷惑をかけたくないからだろう。

　自立心の強い子だから、人に頼りたくない彼女の気持ちはよく理解できる。

　茉莉花ちゃんの頬に手を添えたら、彼女は俺と目を合わせたくないのかギュッと目を瞑った。

　俺を直視するのがつらいんだな。

「茉莉花ちゃん、今日ホテルで田辺を見かけた。医療機器の売り込みに来たんだろうけど、彼に会ってなにか言われたんじゃないの？　カフェに行ってからずっと様子がおかしいよ」

　優しく声をかけるが、彼女は苦しそうに言い返す。

「本当に……なんでもない」

「だったら、ちゃんと俺の目を見て言って。俺には茉莉花ちゃんの心の声が聞こえるよ。『先生、助けて』って」

　根気強く説得したら、彼女がやっと目を開けて俺を見てくれた。

「先生……」

「田辺になに言われたの？　ひとりで悩んじゃダメだよ。俺がついてるから」

　俺の言葉を聞いて、彼女は泣きながら田辺との話の内容を打ち明けた。

　茉莉花ちゃんの父親の会社が危ないと大嘘をついて、彼女に結婚を持ちかけたことに怒りを覚えた。

　もし、俺が追及しなかったら、茉莉花ちゃんは田辺との取り引きに応じていたかもしれない。

　俺が片岡製薬の業績は悪くないことを話すと、茉莉花ちゃんは明らかにホッとした顔をした。

　俺の父親も製薬会社の社長をしているから、俺の説明には信憑性があると思ったのだろう。

「茉莉花ちゃんの優しさにつけ込むなんて本当に許せない奴だ」

　彼女をしっかりと抱きしめると、彼女は申し訳なさそうに謝った。

「ごめんなさい。私がもっとしっかりしていれば」

「茉莉花ちゃんが悪いわけじゃない。でも、これからはなにかあったら必ず俺に報告すること。いいね？　この名刺は俺が捨てておく。今日はなにも考えず、ぐっすりおやすみ」

　そう釘を刺して、茉莉花ちゃんから離れようとしたら、彼女に腕を掴まれた。

「茉莉花……ちゃん？」

　ビックリして再び目を向けたら、彼女は涙で潤んだ目で俺を見上げている。

「行かないで。もっとギュッとしてほしい」

　彼女がそんなお願いをするのは初めてだ。

　それだけ不安で、それだけ俺のことを受け入れてくれているのだろう。

「わかった。一緒にいるよ」

　安心させるように言って、茉莉花ちゃんをこの腕に抱きしめる。

　もっと俺を頼ってほしい。

　彼女がいいと言うまでこのまま抱いていようと思った。

　なにか気が楽になるような話をしようとしたら、彼女が俺をギュッと抱きしめ返して、呟くように言った。

「私……先生が好き」

　茉莉花ちゃんの告白にドキッとした。

　彼女を看病してから少しずつ距離が近づいた感じはしていたし、俺のキスを拒む様子もなかったから、俺に好意を持ってくれているのはわかっていた。

　あとは彼女が自覚するのを待っていたのだが、このタイミングで想いを告げられるとは予想していなかった。

　女の子の告白なんてこれまで何度もあったのに、自分が好きな相手に言われると胸がじわじわと熱くなる。

「茉莉花ちゃん」

　彼女の名前を呼び、両手でその頬を包んで視線を合わせると、「俺も好きだよ」と返してそっと口づけた。

　唇を重ねることでも自分の思いを伝える。

　誰よりも大事だよって――。

　彼女がそばにいると、優しい自分になれる。

　今回の学会で久しぶりに大学時代の友人や恩師に会ったが、『氷室変わったな。なんだか表情が柔らかくなった』とみんなに言われた。

　今までも人前で笑顔ではいたものの、それは処世術というか、作りものの笑顔だった。

　だが、茉莉花ちゃんと出会って、彼女の優しさを知って、心から笑えるようになったような気がする。

　小鳥遊も『お前本当に変わった。昔はもっと冷めてて、女なんて見向きもしなかったのにな』と俺を見てしみじみと言っていて、人を好きになるって素敵なことなんだと改めて思った。

　好きだからこそ、早く自分のものにしてしまいたい思いに駆かられる。

　だが、彼女は経験がなさそうで無理強いできない。

　自分を止められなくなる前にキスを終わらせたら、彼女が俺の両肩に手を置いた。

「先生、どうしてやめるんですか？」

　つぶらな瞳で尋ねる彼女を見て苦笑いする。

　それがどんなに俺を欲情させるかわかっていないんだろうな。

　この無自覚さ。色仕掛けで迫ってくる女よりタチが悪い。

　どれだけ俺を誘惑すれば気が済むのか。

「これ以上キスすると茉莉花ちゃんを抱きたくなるからだよ」

　自分はいつだって理性的だと思っていたが、彼女が相手だと違う。

　触れずにはいられない。

「私……いいですよ」

　彼女が少し頬を赤く染めながらそんなことを言うので思わず聞き返した。

「いいですよって、なにするかわかってる？」

　告白といい、今の発言といい、驚かずにはいられない。

　俺としては茉莉花ちゃんを抱くのは、徐々にスキンシップを増やして、彼女の心の準備ができてからと考えていた。

「経験はないですけど、知識はあります」

　彼女は俺の目を見てはっきり答える。

　覚悟を決めた目。だが、彼女にはまだ早すぎないか？

「無理してない？」

　もう一度本人の意思を確認するが、彼女は覆くつがえさなかった。

「無理なんてしていないし、こんな恥ずかしいこと先生にしか言いません。私、先生に抱いてほしい」

　ここまで言われてしまったら、断ることなんてできない。

「わかった。できるだけ優しく抱くけど、怖かったら言って」

　俺の言葉に茉莉花ちゃんがコクッと頷くと、彼女を抱き上げて自分の寝室に運び、部屋の電気を間接照明だけにしてベッドに寝かせた。

「先生……私……どうすればいいですか？　作法とかありますか？」

　不安そうに俺を見つめる彼女。

「作法って……」

　彼女のかわいい発言にククッと笑いが込み上げてくる。

　この発想、茉莉花ちゃんらしい。

「先生？」

　訝しげな顔をする彼女に笑いをこらえながら言った。

「ご、ごめん。作法はないよ。ただ流れに身を任せてくれればいい」

　顔を近づけてキスをしながら、茉莉花ちゃんのバスローブの紐ひもを外して脱がす。

　下着姿の彼女はとても清らかで美しく、自分のものだと思うとより一層愛おしかった。

　まず彼女の腕の傷痕にゆっくりと口づけたら、「んん……先生、なにを？」と少し驚いた顔をする。

「なにをって腕の傷痕にキスしてる。茉莉花ちゃんを抱く時は、ここに唇で触れようって決めてた」

　この傷痕も茉莉花ちゃんの一部。彼女のすべてを愛したい。

「先生……無理しなくても……あんっ！」

　茉莉花ちゃんが自分を卑ひ下げするようなことを言おうとしたので、傷痕をペロリと舐めて黙らせた。

「無理なんかしてない。俺には愛おしいんだよ。それと、もう恋人になったんだから樹って呼んで」

「そんなの……恥ずかしい」

　上目遣いに俺を見て彼女は抗議する。

　そんな彼女がかわいくて、いじらずにはいられない。

「ずっと先生って呼ぶつもり？　それなんか変なプレイしてるみたいになるよ。ほら呼んで」

　クスッと笑いながら催促する俺を見て、彼女は複雑な顔をしながら言葉を紡いだ。

「……樹さん」

　ただ名前を呼ばれただけなのにすごく嬉しい。

　それに、なんというか新鮮。自分の名前に命を吹き込まれたような気がした。

「いいね。これからふたりでいる時は下の名前で呼んで」

　ニコッとして彼女の腕の傷痕にチュッとキスをすると、彼女は「んんっ！」と色っぽい表情をする。

「茉莉花ちゃんって感じやすいね」

　反応が素直でいい。

　フッと微笑して彼女のブラを取り去ると、形のいい胸を両手で掴んでその感触を楽しんだ。

「あ……あん！」

　茉莉花ちゃんはギュッと目を閉じて艶っぽい声をあげる。

　まだ緊張はしているが、俺を怖がってはいない。

　彼女の胸の先端を舐め上げ、もう片方の手で胸を揉みしだいた。

　俺の欲を満たすよりも、茉莉花ちゃんが感じてくれる方が大事。

　手で胸への愛あい撫ぶを続けながら、彼女の腰のあたりに身体を移動して、へその周りに舌を這わせる。

「ああ……ん！　せ、先生……なんか身体が変」

　茉莉花ちゃんの訴えに脇腹に手を滑らせながら返した。

「それは感じてる証拠。これからもっと気持ちよくなるよ。あと、先生じゃなくて樹ね」

　茉莉花ちゃんのショーツを脱がしたら、彼女が慌てた様子で足を閉じる。

「せ、先生……ちょ……待って」

「樹だよ。それに、こうしないと愛し合えないでしょ？」

　俺がそう言うと、彼女はゴニョゴニョと口ごもった。

「それは……そうなんですけど……恥ずかしい」

　両手で顔を隠す茉莉花ちゃんの脚を開いて太ももや臀部を撫で上げると、彼女の脚の付け根に手で触れた。

「せ、先生……そこは！」

　半ばパニックになっている彼女に優しく声をかける。

「だから樹だよ。何度言わせるの。大丈夫、すべて俺に任せて」

　初めてなんだから恥ずかしがるは当然。

「樹……さん」

　不安そうな声で俺の名前を呼ぶ彼女に甘く微笑んだ。

「大丈夫。そのうち恥ずかしくなくなるよ」

　足の付け根を念入りに愛撫すると、茉莉花ちゃんは苦悶の表情を浮かべて喘いだ。

「ああ……ん、樹さん……あっ！」

　もうすっかり女の表情になってる。

　俺だけが知るその顔。

「い、樹さん……お腹がジンジンする。樹……」

　身悶えしてシーツを足でギュッと掴む彼女に小さく笑って告げた。

「俺にどうしてほしいの？」

　こんな質問をする俺はつくづく意地悪な男だと思う。

「樹さん……来て」

　俺を欲しがる彼女を見てニヤリとすると、バスローブと下着を脱ぎ捨て、避妊具をつけた。

「痛かったら言って」

　茉莉花ちゃんを気遣いながら少しずつ身体を重ねていく。

「うっ！」

　痛みを感じたのか顔をしかめる彼女を見て動きを止めた。

「やっぱり痛いよね？　今日はここまでにしようか？」

　別に絶対に今日しなければいけないわけではない。

　これからも一緒にいるんだから。

「だ、大丈夫です。やめてほしくない」

　彼女が俺の腕をギュッと掴む。

「茉莉花ちゃん……」

　明らかに無理をしているのがわかっていたから迷っていると、彼女は俺を見つめて懇願した。

「樹さんと……離れたくない」

　ここまで言われてはやめられない。彼女には敵わないなって思う。

「できるだけ優しくするから、力抜いて」

　優しく微笑んで茉莉花ちゃんの唇に自分の唇を重ねると、互いの舌を絡ませながら、彼女の中に入った。

　やはり痛みがあるのか、顔が強張っている。

「大丈夫？」

　キスをやめて茉莉花ちゃんを見つめると、彼女は笑ってみせた。

「痛いけど……樹さんとひとつになれて嬉しい」

「頑張ったね」

　労るように言って彼女をこの腕に抱きしめる。

　肌を重ねて、より一層愛おしさが増す。

「これで終わりですか？」

　無邪気にもそんな質問をする彼女に曖あい昧まいに微笑んだ。

「うーん、終わりじゃないけど、茉莉花ちゃんの身体のこともあるし、今日はこれでいいかな」

「よくありません！　きっちり最後までしてください」

　そんな要求をする彼女に全面降伏する。

「ホント、茉莉花ちゃんには敵わないな」

　しばらくそのままでいたが、彼女の身体が俺に慣れてくると、身体を動かして突き上げた。

「ああっ……ああん、樹さ……ん！」

　俺の首に腕を絡ませて彼女は喘あえぐ。その声を聞いて身体が熱くなった。

　ああ、彼女が欲しくて、欲しくてたまらない。

　この白くてすべすべの肌も、絹のように艶やかな髪も、俺を見つめる漆しっ黒こくの瞳も、すべて俺のもの。

　最後まで理性的でいようと思ったが、欲望を抑えきれずに彼女を抱いた。

「茉莉花ちゃん……好きだよ」

　俺の腕の中で果てる彼女に甘く囁く。

　力尽きてもう聞こえていないかもしれないが、それでも言わずにはいられなかった。

　彼女に布団をかけると、背後から包み込むように抱きしめ、自分に誓った。

「田辺なんかには絶対に渡さない」

　彼はまた必ず茉莉花ちゃんに接触してくるだろう。

　だが、俺が必ず阻止してやる。




「ん？　……もう朝か」

　パチッと目が覚めた。結構遅い時間に寝たが、頭はスッキリしている。

　俺の腕の中には茉莉花ちゃんがいて、ぐっすり眠っていた。

　まつ毛が長くて人形みたいだな。

　その寝顔を見て、自然と笑みがこぼれる。

　こういうのを幸せって言うんだろうな。心がすごくあったかい。

　ベッドサイドの時計に目をやると、午前六時四十二分だった。

　ずっと彼女の寝顔を見ていたいが、そうのんびりはしていられない。

「茉莉花ちゃん、そろそろ起きようか？」

　彼女の頬に手を当てて声をかけたら、寝ぼけているのか抱きつかれた。

「嫌、もっと寝たい」

　意外に寝起きが悪いんだな。

「茉莉花ちゃん、新幹線で寝ていいから、とりあえず起きて。朝食抜きになるよ」

「……抜きでいい」

　俺の身体をしっかりとホールドして寝言のように呟く彼女。

　正直俺も抜きでいいと思ってしまったが、もうしばらくしたらきっと小鳥遊が呼びに来る。

「ダメだよ。朝食はちゃん食べないと」

　りんごのように赤く色づいたその唇にチュッとキスを落としたら、彼女がうっすら目を開けた。

「ん？　……え？　……あっ……ぎゃっ」

　俺と目が合うと、彼女は奇声をあげて百面相する。

「茉莉花ちゃん、おはよう」

　とびきりの笑顔で挨拶したら、彼女はあたふたしながら布団を身体に巻きつけた。

「お、おはようございます」

「身体、大丈夫？」

　少し無理をさせたかと思って確認すると、彼女の顔が一気に赤くなった。

「だ、だ、大丈夫です」

　動揺しまくりで面白い。

「よかった。服着て朝食食べに行こう。シャワー、一緒に浴びる？」

　笑顔で問いかける俺に、彼女は首を左右に振って断った。

「そう？　残念だなあ」

　ベッドをゆっくり出てバスルームに向かおうとしたら、茉莉花ちゃんが突然叫んだ。

「先生～、は、裸～！」

「今さら？」

　振り返ってフッと笑ったら、彼女が目を両手で隠す。

「わー、わー、先生、なにか服着てください」

「先生じゃなくて、樹。いい加減覚えないとお仕置きしちゃうよ」

　床に落ちていたバスローブを拾い上げて袖を通すと、彼女の手を掴んでその細い手首に唇を当てる。

「せ、先生……なにを？」

　相当気が動転しているのか、彼女はまだ俺を先生と呼んでいる。

「俺のものって印をつけてる。でも、それだけじゃあお仕置きにならないか」

「先生、目がなんかキラッと光りましたけど……」

「いい勘してるね。シャワー一緒に浴びながら俺の名前呼ぶ練習しよう」

　ニヤリとして彼女を抱き上げると、有無を言わさずバスルームに連行した。










彼との甘い時間




『まもなく終点、東京です』

　新幹線のアナウンスが聞こえて、仕事をしていた樹さんと小鳥遊先生が背面テーブルの上に出していたノートパソコンをサッと片付ける。

　腕時計に目を向けると、時刻は午後四時十二分。

　岡山での学会が終わり、後楽園を散策してから帰りの新幹線に乗ったが、私はひとり放心していた。

　身体がふわふわしていてなんだか夢見心地。

　昨夜は樹さんと愛し合い、朝は彼とシャワーを浴びて、もう私が状況を理解するキャパを超えている。といっても、昨日樹さんに抱いてとお願いしたのは私だ。

　樹さんは私との関係をゆっくり進めたいと思っていたようで、無理していないか何度も確認してくれた。

　私にしては清水の舞台から飛び降りるくらい思い切った行動だったと思う。それでも、彼と一緒にいたかったのだ。

　カフェで田辺さんに会って精神的に追い詰められ、ひとりでいると心が壊れそうだった。そんな私を樹さんは救ってくれた。

　もし、彼が私の寝室に来なかったら、私は田辺さんに電話をしてしまっていただろう。そうしたら、また嘘を重ねられてさらに追い込まれていたかもしれない。

　考えるだけでゾッとする。

　恋人なんていらないってずっと思っていたのに、樹さんは私の生活の中にぐいぐい入ってきた。

　その強引さにただただ驚き、呆れもしたが、彼だからなのか許せてしまう。

　それに私がピンチの時に必ず助けてくれる。

　もともと立派なお医者さんだと尊敬はしていたけれど、いつの間にか特別な人になっていた。

　今まで恋愛と無縁だった私が樹さんを好きになるなんて……。

　彼と知り合った時は、その容姿を見ても心がときめくことなんてなかったのにね。

　それなのに恋をしてしまったのは、彼の優しさに惹かれたからだろう。

　樹さんと一緒にいると心が安らぐ。

　彼が言うように、恋って落ちるものなのだ。

「……ちゃん、茉莉花ちゃん」

　樹さんの声が聞こえてハッとする。

「は、はい？」

　慌てて返事をしたら、彼の顔が目の前にあって思わず赤面した。

　こんな綺麗な人と昨夜愛し合ったんだ。

　夢のような出来事で自分でも信じられないが、まだ残る下腹部の痛みは彼に愛された証。

「茉莉花ちゃん、降りるよ」

　私に甘く微笑むその瞳を見て、心臓の鼓動が速くなる。

「はい」

　急いで準備をして新幹線を降りると、スーツケースを転がしながらタクシー乗り場に向かった。

「俺と小鳥遊は病院に寄ってから帰るけど、茉莉花ちゃんは先にマンションに帰っていいよ」

　樹さんや小鳥遊先生は患者さんが気になるのだろう。

「いえ、私も行きます。仕事が溜まってないか気になるので」

　もともと東京に戻ったら病院に行くつもりでいた。

　そんな私に、小鳥遊先生が思い出したように言う。

「あっ、そういえば香織から伝言頼まれてた。仕事のことは心配いらないから今日は家に大人しく帰れって」

　小鳥遊先生、私との約束を守って香織さんに連絡してくれたんだ。

「そうなんですね。では、お言葉に甘えて私はマンションにそのまま帰ります」

　小鳥遊先生と香織さんとの仲が進展してくれたらいいな。




　樹さんたちとは別のタクシーに乗って、マンションに到着する。

　すると、マンションの出入り口の外壁に大学生くらいの青年がもたれかかっていてすごく気になった。

　背丈は樹さんより少し低く、細身。ブルーのシャツに黒のデニムのパンツというシンプルな出立ちなのに、なんだか目立つ。

　よくよくその顔を見ると、髪は黒いけれど樹さんに似ていた。

「あのう、どうかされました？」

　そのまま通りすぎることができなくて声をかけた。

「ああ。兄を待っていて……」

　スマホを見ていたその青年は、顔を上げて私を見る。

　兄……か。やっぱり樹さんに似てる。目元とかそっくり。

「ひょっとして氷室樹先生のご家族の方ですか？」

　思い切って尋ねたら、青年は少しハッとした顔で私を見据えた。

「氷室樹の弟だが、あんたは？」

「やっぱり。私は氷室先生の隣に住んでいる者です。勤務先も同じで。さっきまで一緒だったんですけど、先生は病院に寄られてて帰りは夜になると思います」

「さっきまで一緒……ね。岡山で学会があったって聞いてるが、あんたも医者なの？」

「いいえ。私は病院で事務の仕事をしていまして。先生と連絡つかないのであれば、うちで待ちますか？」

　先生の弟さんなら家に入れても問題ないよね？

　家は隣だし、それに私の住んでる部屋はもともと樹さんのものだ。

　そういえば、部屋の契約とかガスや電気代の支払いはどうなっているのだろう。樹さんに後で確認しないと。

　私の提案に彼は数秒考えて「それじゃあお願いします」と返事をした。

　その流れで私の部屋まで連れてきたのだけれど、樹さんの弟は私の部屋を見て表情を固くする。

「あんた、ここに住んでるの？」

「ええ。つい最近引っ越してきました。いえ、引っ越しさせられたという方が正しいでしょうか」

　無理矢理引っ越しさせられた時は、樹さんにかなりムカついたけど、今は自分の危機感のなさを反省している。前に住んでいたアパートのことを香織さんに話したら、彼女にひどく怒られたからだ。

『茉莉花ちゃん、女の子なのよ。贅沢したくないからって、そんなセキュリティーに問題あるところに住んじゃダメよ。氷室先生じゃなくてもすぐに引っ越しさせるわ』

　それでようやく自分があまりにも身を守ることに無頓着だったと知る。

　あのアパートを見つけた時は、父や兄の干渉から逃れることしか頭になかったんだよね。

「は？」

　私の説明に樹さんの弟がポカンとした顔をしたので、曖昧に笑ってごまかした。

「す、すみません。こっちの話です。どうぞ上がってください」

　先に上がって、リビングに案内する。

「適当に座っててください。コーヒー、紅茶、緑茶だったらどれがいいですか？」

「じゃあ、コーヒーお願いします」

　私が飲み物を聞くと、彼は部屋をキョロキョロ見ながら答えてソファに座った。

　隣にあるキッチンに行ってコーヒーをふたり分淹れ、リビングに戻ってソファの前のテーブルに置く。

「どうぞ。そういえば、まだ自己紹介してませんでしたね。私は如月茉莉花といいます」

「俺は氷室透とおる」

　コーヒーを口に運びながらそう返した彼は、なぜだか知らないが私を観察するようにじっと見ている。

　まあ、知らない人の家に突然上がることになったのだから、警戒するのは当然かもしれない。

　怪しい女って思われているのかな。

　だけど、私の方は今の状況を楽しんでいた。彼が樹さんの弟だからかもしれない。

　考えてみたら、私は樹さんの家族のことをなにも知らないのだ。彼が氷室製薬の御曹司だと知ったのもつい最近だもの。

　樹さんと比べるとぶっきら棒な感じだけれど、声も似ていてなんだかワクワクする。

「学生さんですか？」

「ああ。まあ」

　透くんが素っ気なく返したその時、彼のお腹がギュルルッと鳴った。

「もう夕飯の時間だからお腹空きますよね。あの、今冷蔵庫になにもなくて……、パスタでもいいですか？」

　樹さんの帰りはいつになるかわからない。

「いや……そんな」

　私の申し出を、顔をほんのり赤くした透くんが断ろうとする。

「私もお腹空いてきたので」

　ニコッと笑って強引に話を進めたら、彼は戸惑った顔をしながらも折れた。

「じゃあ……お願いします」

　その返事を聞いて、パスタを作り始める。

　麺を茹ゆでている間に樹さんにメッセージを送った。

【樹さんの弟の透くん、私の部屋にいます】

　すぐに既読にならなかったので、キッチンのカウンターの上にスマホを置く。

　きっと久我先生たちと学会の話をしているに違いない。

　トマト缶、にんにく、バジル、それにモッツァレラチーズを用意して、トマトとモッツァレラチーズのパスタを作る。

　パスタが出来上がって、ダイニングのテーブルに置くと、透くんに声をかけた。

「パスタできました」

「はい。どうも」

　透くんはそう返事をし、ダイニングに移動してきて、テーブルに着いた。

「サラダもなくてすみません」

　考えてみたらパスタ一品だけなんて大学生の男の子には少なすぎたかも。

「いや。気にしなくていいです。いただきます」

　手を合わせて彼がパスタを食べ始めると、私も向かい側の席に着いていただきますをした。

　初対面の相手だし、私もよくしゃべるタイプではないので会話が見つからない。

　お互いに黙々と食べていたら、透くんが急に手を止めて私に目を向けた。

「あんた、兄さんと付き合ってるんだよね？」

　不意打ちで聞かれ、ゴホッとむせた。

「す、すみません。ちょっとビックリしちゃって。あの、私のこと……氷室先生からなにか聞いてるんですか？」

　昨夜、氷室先生と本当の意味で一夜を共にしたばかりで、付き合っているなんて大それたことは言えない。

　動揺しながらそんな質問をしたら、透くんは淡々とした口調で返した。

「兄さんからというより、小鳥遊先生からね」

　なるほど。小鳥遊先生か。どんな話を透くんにしたのだろう。

「あの……世間的にはどういうのを付き合ってるっていうんでしょうね？　私、そういうの不慣れでよくわからなくって」

　ハハッと笑って、手に持っていたフォークを皿に置く。

　彼氏なんて今までいなかったし、いまいちわからない。

　それに、改めて樹さんとの関係を聞かれると、自分と彼の違いを思い知るのだ。学会で岩井さんにガツンと言われたからかもしれない。

　私はただの病院の事務員で、彼は世界的に有名な脳外科医。全然釣り合っていない。

　気にしないようにしていたけれど、それは事実。

「は？　お互いに好き合ってれば、付き合ってるんじゃないの？」

　驚いた顔をしつつも彼はそんな返答をするが、樹さんを恋人だと人に言えるほど自分に自信がなかった。

「あの……氷室先生に好きって言ってはもらったんですけど、つい最近のことでまだ実感がなくて。それに、あの氷室先生がどうして美人でもない私を選んだのかよくわからないんですよね。だって、先生なら女性なんてよりどりみどりなのに」

　初対面の弟さんにそんな悩みを吐と露ろしたら、彼はハーッと息を吐いた。

「あんた美人だし、そういう純粋なところがよかったんじゃないの？」

「いいえ、美人なんかじゃありません。とにかく、なにかの間違いとかドッキリじゃないかって……。だって、先生は世界的な名医で、美形で、優しくて、私の腕の傷痕を見たって嫌な顔ひとつしない、できた人なんですよ！」

　つい感情的になって拳を握って力説する私に、透くんはギョッとした顔をした。

「ちょっと落ち着けよ。あんたが兄さんに愛されているのはよくわかった。兄さん、女には塩対応だから」

「え？　塩？」

　首を傾げる私に彼はわかるように言い直した。

「兄さんは基本的に女に辟易していて冷たいから、あんたに優しいってことは特別なんだと思う。それに、この部屋、兄さんの持ち家だよね？　そこに住まわせるくらい大事ってことだよ」

　樹さんの弟ということもあるのか、彼の言葉には説得力があった。

　それでも不安があって再度確かめてしまう。

「そうですかね？」

　確かにどうでもいい女にそこまで世話は焼かない。でも、樹さんは補充要員の病棟クラークが欲しかったから、私に部屋を貸してくれたのでは？

「そうなんだよ。とにかく、もっと自信持ったら？　あの兄さんがあんたを選んだんだから……あっ！」

　急に変な声をあげる彼に声をかけた。

「どうかしました？」

「なんでもない。ちょっと俺……馬鹿だなって思っただけ」

　クスッと笑う彼の顔は樹さんにそっくりだった。

　医学生の時の樹さんって、こんな感じだったのかな。

「笑った顔、先生に似てますね」

　ふふっと笑う私をまじまじと見て透くんがボソッと呟く。

「兄さんがあんたを選んだ理由、なんとなくわかる気がする」

「私には全然わからないんですけど」

　悩ましげに眉根を寄せる私に、彼は淡々とアドバイスする。

「そういうのは本人に聞けば？　多分、喜んで説明してくれると思うよ。小鳥遊さんの話では、兄さんあんたを溺愛してるらしいし」

　透くんの口から思わぬワードが出てきてあたふたした。

「溺愛って……そんな……」

「自分の懐に囲い込んでるんだから、小鳥遊さんが言うように俺の義姉さんになるのもそう遠くないかもね」

　悪戯っぽく笑って彼がそんな話をするので、さらに狼狽えて声をあげた。

「わ、私、先生が好きってつい最近自覚したばかりなんですよ！」

　おろおろする私を透くんは楽しそうに眺め、樹さんと同じ声で忠告する。

「まあ覚悟しておいた方がいいよ。兄さん、欲しいものは必ず手に入れるからね」

　その後、樹さんと知り合った時の話をしていたら、玄関のインターホンが鳴った。

「あっ！　きっと先生！」

　椅子から立ち上がって小走りに玄関に行き、ドアを開ける。

「先生、遅かったですね。急変した患者さんでもいたんですか？」

　病院のことが気になって樹さんに尋ねると、彼は腕を組んでじっと私を見据えた。

「患者さんは大丈夫だけど、茉莉花ちゃん、ちゃんと相手確認してから開けた？」

　メッセージを送ったし、このタイミングで来るのは彼だと確信していた。

「いいえ、先生だと思っていたので」

　私の返答を聞いて樹さんは少し険しい顔になる。

「ちゃんと確認しないとダメだよ。それに先生って呼び方戻ってるよ」

「すみません。弟さんがいて、つい先生って呼んでしまいました」

　しゅんとなって謝る私の頭を彼はクシュッと撫でる。

「今度から気をつけて。で、透はなんの用で来たの？」

　いつの間にか玄関に来ていた透くんを樹さんが見やった。

「小鳥遊さんから『お前の兄貴、もうすぐ結婚するかも。今、ほぼ同棲中』って連絡があって、どんな相手か見に来たんだよ。変な女なら別れさせようかと思って」

　小鳥遊先生、透くんにとんでもないことを吹き込まないでほしい。

　目をカッと見開いて驚く私とは対照的に、樹さんは面白そうに目を光らせる。

「で、どうだった？」

「いいチョイスじゃないの。よくよく考えてみたら、兄さんが変な女連れてくるはずないんだよね」

　透くんはチラッと私を見て、再び樹さんに視線を戻した。

「そういうこと。わかったらさっさと帰れよ」

　樹さんはどこか嬉しそうに笑って、透くんを追い出そうとする。

「すぐに退散するけど、最後にひとつだけ。もう隣に住んでるなら、茉莉花さんと一緒に住めば？　茉莉花さん、まだ兄さんと付き合ってる実感がないってさ」

　さっきの話を樹さんにバラされ顔を青くする私。

「ちょっ……透くんなにを言ってるの～！」

　透くんに文句を言うが、彼は悪戯っぽく笑って私に手を振った。

「じゃあそういうことで邪魔者は帰るよ。茉莉花さん、パスタ美味しかった。ご馳走さま」

　この場から去る透くんを樹さんと見送る。

「結局、透くんは私に会いに来たんですね。樹さんに年の離れた弟がいるなんて知らなかったからビックリしました」

　先生になにか用事があるのかと思った。

　ポツリと呟く私を、樹さんが身を屈めて注意する。

「透は俺が十一歳の時にできた弟なんだ。ねえ、茉莉花ちゃん、いくら俺の弟だからって、よく知らない男を家に上げるのは感心しないな」

　その不穏な声の響きに身体がビクッとした。

「でも、樹さんがいつ帰ってくるかわからないし、透くん、ずっと外で待ってたから可哀想で」

「いい大人なんだから放っておいて大丈夫だよ。それで、俺と付き合ってる実感がないって？」

　彼が間合いを一気に詰めてきて、しどろもどろになる。

「そ、それはですね、樹さんを好きって自覚したのは昨日ですし、それに樹さんみたいにハイスペックな人が私を好きだというのが不思議で……あの……なんか怒ってます？」

　私の話を聞いて樹さんが急に静かになるものだから不安になった。

　恐る恐る確認したら、彼は真剣な顔で答える。

「怒ってはいないよ。でも、そういうことは透にではなく俺に話してほしいな」

「うっ、すみません」

　うつむいて謝る私の頬に彼は手を添えた。

「まあ、付き合って間もないから実感がないのはわかる。だから、早く俺に慣れるよう今日から俺のベッドで一緒に寝ようか？」

　樹さんにそう言われたが、借りている部屋の契約のことを思い出して話を変えた。

「あっ、樹さん、そういえば、この部屋の電気代とかってどうすればいいですか？」

　このままズルズルとタダで住んでしまいそうで怖い。

「もう恋人なんだからそんなのいいよ」

　お金に無頓着なのか、適当に答える彼に反論した。

「そういうわけにはいきません。家族ではないんだからちゃんと払わないと」

「家族ではない……か。なるほどね。わかった。茉莉花ちゃんが納得するように処理するから、もうちょっと待って。仕事もあるし、今ちょっと手が回らない」

　ニコッと樹さんが笑顔で言うので少し安堵した。

「はい。急かしてるわけではないので、樹さんの手が空いた時に」

「うん。しっかりやるから安心して。でね、もう一度言うけど、茉莉花ちゃん、今日から俺のベッドで一緒に寝ようね。君のお父さんには真剣に交際してるって伝えてあるし、許可ももらってるから」

「いつの間に父と？」

　樹さんと両思いになったのは昨夜だ。

　不思議に思って聞いたら、彼はにこやかに答えた。

「今日病院に行ったら、院長室に茉莉花ちゃんのお父さんがいたんだよ。だから、しっかり挨拶しておいたんだ」

「……確かに囲い込まれているような」

　ポツリと呟く私に彼が尋ねる。

「ん？　茉莉花ちゃん、なんか言った？」

「な、なんでもないです。あの樹さんも、お腹空いてませんか？」

　笑ってごまかして話を変えたら、樹さんがニヤリとして私の顎をクイと掴んだ。

「うん。すっごい飢えてる」

　そう言って彼が唇を重ねてきたので目を見開いた。

　柔らかくて熱いその唇。

　触れられるだけで身体が蕩とろけそう。

「う……うん！」

　くぐもった声をあげる私を見て、彼はセクシーに微笑む。

「ずっと茉莉花ちゃんにキスしたいって思ってた」

　口早に言って玄関の壁に私を押しつける彼の胸に手を当てた。

「ご、ご飯は？」

「それは後でいい。今は茉莉花ちゃんに飢えてるから」

　樹さんは角度を変えてキスをしながら、私の上着の中に手を入れて胸を揉み上げる。

　昨日彼にいじられて敏感になっているのか、もっと触れてもらいたくて胸を押しつけてしまう。

「樹……さん」

「昨日作法ある？って聞いてた人がこんなに乱れるなんてね」

　クスッと笑うと、彼は私の上着を脱がしてブラを素早く取り去り、私の胸の先端を舐め上げる。

「ああ……ん！」

　気持ちよくて声をあげる私を見て、彼は嬉しそうに目を光らせた。

「もっと乱れて」

　樹さんが手と唇を使って胸を念入りに愛撫してきて、もう彼のことしか考えられない。

「樹……さん、身体が……熱い」

　腰が砕けそうになる私を彼が抱き上げて、私の寝室のベッドに運ぶ。

　これから彼に抱かれるという緊張と期待で胸がドキドキする。きっと彼にもこの心臓の音が聞こえているはず。

「もっと熱くなるよ」

　樹さんは服を脱いでベッドに上がる。

　その均整の取れた体たい躯く。男性の身体がこんなに綺麗だなんて思わなかった。もっとゴツゴツしていると思ったのに彼は違う。

「綺麗」

　ほうっと見惚れる私に彼はチュッと口づける。

「綺麗なのは茉莉花ちゃんだよ」

「そんなこと言うのは樹さんだけです」

　恥ずかしくて思わず両手で胸を隠したら、彼は私の両手を掴んだ。

「ダメだよ。隠しちゃ。この身体は俺のものだよ」

　私の胸を口に含んで吸い上げる彼。

「んん！　ああっ！」

　胸がチクッとして全身を甘い痺れが襲う。

　彼は息つく間も与えず、スカートを取り去り、私の太腿を撫で回した。

　今身につけているのはショーツだけ。恥ずかしいと思う余裕もなかったが、彼が私のショーツを脱がすと、思わず脚を閉じた。

「大丈夫。俺に身を委ねて」

　樹さんが私を安心させるように言って、私の足を開いて脚の付け根に触れてきた。

「つぅ……。ああ……ん！　樹……！」

　押し寄せる快感に身体が弓なりになる。

　何度も攻められ、下腹部が彼を求めてうずいた。

　もっと彼が欲しい。

「樹さん！　あっ……樹さ……！」

　何度も大好きな人の名を呼んだら、「欲しがりだな、茉莉花ちゃんは」と言って彼はフッと笑い、避妊具をつけて私の中に入ってきた。

　昨日も痛かったけど、やっぱりまだ痛い。

　目をギュッと瞑って痛みを我慢していたら、彼が気遣わしげに言う。

「大丈夫？」

「大丈夫だから、やめないで」

　彼の背中に手を回してしがみつくように抱きついたら、抱きしめ返された。

「いつもそんなふうに抱きついてきてくれたらいいんだけどね」

　この余裕が羨ましいけれど、彼が落ち着いているからこそ安心して身を任せられる。

　もっとあなたを感じたい。もっとあなたに近づきたい。

　彼は私の様子を窺うかがいながらゆっくりと腰を打ちつけてくる。だが、私が慣れてくると、彼は動きを速めた。

　もう身体の芯が焼けそうだ。

　お互い最高潮に達すると、何度も声をあげたせいか喉がカラカラだった。

「頑張ったね」

　力尽きた私に微笑んで、樹さんはどこからか持ってきたペットボトルの水を口移しで私に飲ませる。

　ゴクッと水を飲み込んで喉が潤うのを感じると同時になんだか意識が朦もう朧ろうとしてきて、そのまま意識を手放した。




　次の朝目覚めると、樹さんの背中に私が引っ掻いた傷がいくつもあって彼に平謝りした。

「ああ～、ごめんなさい。痛いですよね？　私、無我夢中でご、ごめんなさい！」

「全然痛くないよ。それだけ求められて嬉しいな。茉莉花ちゃんって情熱的だよね」

　樹さんは楽しげに笑い、私の羞しゅう恥ち心しんを煽あおって弄ぶ。

　その日は病院に行ってからも、そのことで彼に何度もいじられた。










保護者がふたりになる




「茉莉花ちゃん、さっき診察室の前の椅子に茉莉花ちゃんのお兄さんが座ってたんだけど、なにか気になる症状でもあるのかな？」

　香織さんの話を聞いて、「え？」と声をあげ、パソコン画面から顔を上げた。

　岡山の学会から一週間経ったが、私は幸せの真っ只中にいた。

　女の子が恋をする気持ちがようやくわかった。

　好きな人と一緒にいると、それだけでとても楽しい。心臓がおかしくなったんじゃないかってくらいドキドキするけれど、毎日が新鮮で周りがキラキラ輝いて見える。

　私がそう感じるようになったのは樹さんに恋をしているから。

　自分が男の人に夢中になるなんて思ってもみなかった。

　毎日樹さんのことしか考えられなくなって、彼が私に微笑むだけで嬉しくなる。

　それに、樹さんがそばにいることでエネルギーが湧いてくるというか、仕事も頑張ろうって思えるのだ。

　恋の力ってすごい。

　このまま幸せな時間が続いてほしい。

　兄からの電話は相変わらずあったが、樹さんとのことでとやかく言われたくなくて全部無視していた。

　樹さんが父に挨拶したというから、兄は私をなんとしてでも説得して別れさせようと必死に違いない。

　もう病院に来るなと言ったのに、こんな強硬手段に出るなんて困った兄だ。

　しかも、診察室の前にいるということは、樹さんに会うつもりなのだろう。

「香織さん、すみません。ちょっと様子見てきます」

　席を立って診察室に向かうと、香織さんが言うように兄が診察室前の待合スペースの椅子に腰掛け、スマホを耳に当てて誰かに電話していた。

「ああ。そうだ。あそことの取り引きは切れ。じゃあ、頼んだぞ」

　なにやら部下に指示を出しているようだが、診察室の前で電話をするなんて非常識すぎる。通話を終わらせてスマホをポケットにしまう兄を、腕を組んで睨みつけた。

「片岡さん、院内での通話はご遠慮ください」

　故意に兄を名字で呼んで厳しく注意するが、兄は反省した様子もなく私に言い返した。

「部下から至急でかかってきたんだ。そんなことより、なぜ俺の電話に出ない？」

　すぐに話題を変えて自分の非を認めない兄にカチンとくる。

「出たところでお兄ちゃんと会話になんかならないからです。もう来ないでって言ったのになんで来たんですか？　しかも、氷室先生に会うつもりなんでしょう？」

「お前が電話に出ないなら、氷室に話をした方が早いと思ってな」

　どうやら兄は戦術を変えたらしい。

「お兄ちゃん、氷室先生は暇じゃないんですよ。帰って自分の仕事をしてください」

　大手製薬会社の副社長なのだから、私に構ってる暇など普通はないはずだ。

「お前が氷室と別れるならそうしよう。あいつは氷室製薬の御曹司だぞ。きっと女がわんさかいる」

　その偏見、自分にも当てはまっているということに気づいているだろうか？

「はいはい。では、片岡製薬の御曹司のお兄ちゃんにも女がわんさかいるんですね。よーくわかりました。話は聞いたので帰っていただけますか？」

　チクリと嫌みを言うと、兄は戸惑った顔をする。

「お前、あいつが氷室製薬の御曹司って聞いて驚かないのか？」

　樹さんを御曹司として見たことはない。私の中ではずっと〝先生〟だから。

　それに自分の身内が御曹司なのだから珍しくもなんともない。

「驚く必要ありますか？　お兄ちゃんだって片岡製薬の御曹司でしょう？　それに、氷室先生はこの病院の脳外科医です。御曹司かどうかなんて私にはどうでもいいんですよ」

「どうでもよくない。そのうちあいつの婚約者とかが現れるぞ」

　兄の小言にはもううんざりだ。

　私のことは放っておいてと言い返そうとしたら、診察室のドアが開いて樹さんが顔を出した。

「生あい憎にく、僕に婚約者はいません。あっ、でも茉莉花さんのお父さまには真剣にお付き合いしているとお伝えしています。もちろん僕の父にも彼女のことを話していますよ」

「え？　樹さんのお父さまも私のことご存じなんですか？」

　彼の話に驚いたら、呆れ顔で返された。

「あのね、自分の家の隣に引っ越しさせたんだよ。俺としてもそれ相応の覚悟があるわけ。誰にも文句は言わせない」

「樹さん……」

　彼が私のことを大事に考えてくれていることを知って胸がジーンとした。

　彼と見つめ合っていると、兄に文句を言われた。

「こらこら、そこ勝手にふたりの世界に浸るな」

「あっ、まだいらしたんですね。他になにか？」

　樹さんがわざとらしい反応をして、兄を余計に怒らせる。

「親父が認めようと俺は絶対にお前なんか認めないからな！」

「お義兄さん、声が大きいですよ。落ち着いてください」

　優しく注意する樹さんに向かって兄が声を荒らげた。

「誰がお義兄さんだ！」

　兄はすっかり樹さんに遊ばれてる。

　こうして比べてみると、やはり樹さんの方が年上だけあって大人な感じだ。

「ちょっと中で話しましょう。茉莉花ちゃんも入って」

　樹さんに言われ、兄と診察室に入る。

「どうぞ座ってください」

　そう言って兄に診察用の椅子を勧め、樹さんは自分の椅子に腰掛けた。

　私が樹さんの後ろに立つと、兄は不満げに眉間にシワを寄せる。

「茉莉花、なんでそいつの後ろにいる？」

「私は病院の人間ですから」

　素っ気なく返したら、私の返答が気に入らなかったのか兄はスーッと目を細めた。

「だが患者の家族でもあるだろう？」

「患者？　お兄ちゃんは元気ですよね？　他の患者さんだっているんだから、早く帰ってください。一分でも早く診察しなければ大変なことになる患者さんだっているんです。お兄ちゃんは、お母さんが脳出血で亡くなったこと、もう忘れたの？」

　少し感情的になって兄に説教をしたら、樹さんが割って入った。

「はい。兄妹喧嘩はそこまで。お義兄さん、僕が気に入らないのはわかりますが、喧嘩している場合ではありません。田辺が茉莉花ちゃんを狙っています」

　樹さんの話に兄は急に表情を変えた。

「田辺って……あの田辺雪也か？」

「ええ。茉莉花ちゃんに再会してまたアプローチしています。しかも片岡製薬は危ないから結婚しろと揺さぶりまでかけて」

　樹さんが田辺さんのことを伝えると、兄はチッと舌打ちした。

「あいつめ、どこまで茉莉花を苦しめたら気が済むんだ。もう茉莉花のことは諦めたと思っていたのにな」

　兄は私が田辺さんの元カノに襲われた時、田辺さんの胸ぐらを掴んで『もう金輪際妹に近づくな』と怒鳴ったらしい。それだけ私のことを思ってくれているということなのだけれど、またお兄ちゃんが暴走しないか心配だ。

　会社ではクールな切れ者で通っているのに、私のこととなるとヒートアップする。

「片岡製薬ではなく、茉莉花ちゃん自身が欲しいんでしょうね。まあ、気持ちはわかりますが、田辺は危険です。僕の方でもできるだけ茉莉花ちゃんを守りますが、お義兄さんの方でもなにか田辺の情報を掴んだら教えてください」

　樹さんの依頼に兄は珍しく素直に首を縦に振った。

「わかった。俺の方で田辺の動向を調べてみる。茉莉花、ひとりで出歩くなよ」

「うん」

「ひとりでいるのが怖いなら、家に帰ってきてもいいんだぞ」

　兄が優しい目をしてそんなことを言うものだから、ちょっと目頭が熱くなった。

「お兄ちゃん……」

　思わず『うん』と言いそうになったが、私より先に樹さんが答えた。

「それは大丈夫です。僕がついていますので」

　ニコッとする樹さんを見て兄は面白くなさそうな顔をするが、ハーッと息を吐いて突然背筋を正し、頭を下げた。

「妹をよろしくお願いします」

　あのプライドの高い兄が樹さんに頭を下げるなんて思ってもみなかった。

　そんな兄をまっすぐに見て樹さんは約束する。

「ええ。絶対に守ります」

「ふたりとも、深刻に考えすぎです。この一週間なにもなかったし、私のことなんてもうなんとも思ってないかもしれませんよ」

　場の空気が重くてそんなことを言ったら、樹さんと兄から突っ込まれた。

「「それは絶対にない」」

　仲は決してよくないのに声がハモっている。

　考えてみたらふたりとも私に対して過保護なんだよね。

「いい？　田辺と会っても絶対にふたりきりになっちゃだめだよ」

　樹さんが私に注意すれば、兄もコクコク頷きながらお説教モードに入った。

「お前、警戒心が足りないんだから、ちゃんと氷室さんの言う通りにしろよ。ひとりで解決しようとするな。茉莉花は自立心が強いから兄ちゃんは心配だ」

「確かに」と、今度は樹さんが兄の言葉に相槌を打つ。

　そんなふたりを見て、なんだか頭痛がしてきた。

　お願いだから徒党を組まないでほしい。

「大丈夫。無茶なことはしないから」

　安心させるように言うが、ふたりは疑いの目で私を見る。

「「どうだか」」

　ここでもふたりの声がシンクロして苦笑いした。

「私って信用ないんですね」

「茉莉花ちゃんは基本的に人を頼らないからね。お義兄さん、すみません。連絡先教えてください」

　スマホを出して尋ねる樹さんに、兄はより態度を和らげて告げる。

「氷室さん、俺より年が上ですよね？　隼人って呼んでください」

　ふたりのやり取りに目を丸くする。

　お兄ちゃんが樹さんに歩み寄ってる。明日は雪でも降るんじゃないだろうか。

「じゃあ隼人、僕のことは樹で。あと、敬語もやめようか」

　樹さんが嬉しそうに提案すると、兄もニヤリとした。

「そうだな。かしこまって話すのも疲れるし。じゃあ、俺はそろそろ会社に戻らないと」

　椅子から立ち上がった兄を、私と樹さんが見送る。

「お兄ちゃん、ちゃんと仕事してね。もう勤務時間に来ちゃダメよ」

　私が釘を刺すと、兄は小さく頷いた。

「わかってる。樹、早速田辺の動向探ってみるよ」

「ああ。頼むよ」

　樹さんがそう返事をすると、兄は診察室を出ていった。

「樹さんって人たらしですよね？」

　横にいる樹さんを見上げて今思ったことを口にしたら、彼は首を傾げた。

「そうかな？」

「あの兄を懐かい柔じゅうするなんてすごいですよ。一緒になって注意されるのは嫌ですけど、私の家族と樹さんが仲良くしてくれるのは嬉しいです」

　ふふっと笑みを浮かべる私の頬に彼が触れた。

「茉莉花ちゃんの家族だからね。俺も大事にしたいって思うよ」

「樹さん、ありがとう。では、私は仕事に戻ります……きゃっ！」

　診察室を出ようとすると、いきなり樹さんに手を掴まれた。

　すぐに扉が閉まる音がしたかと思ったら、彼に唇を奪われて……。

「うっ……ん」

　仕事中だからダメだと思うのに拒めない。

　目を閉じて彼のキスに応える。

　唇が触れるだけなのに身体がすごく熱くなって、甘美な痺れが私を襲う。

　もっと彼が欲しい。もっと……。

　樹さんの首に手を回して身体を密着させたら、彼が突然キスをやめた。

「こらこら俺を誘惑しないの。これ以上やると、キスで終わらなくなるから」

　セクシーに微笑む彼を見て一気に顔が火照った。

　あー、私なにやってんの！　完全に流されてた。

　私ってこんないけない子だった？

「さ、最初にキスしたのは……樹さんですよ」

　恥ずかしくてごにょごにょと口ごもる私に、彼は優しい眼差しを向ける。

「だって、今日は当直で茉莉花ちゃんを抱けないから、今のうちに充電しようと思って。今日は小鳥遊と一緒に帰るように。ひとりで帰っちゃダメだよ」

「はい」

　うつむいて返事をしてそのまま樹さんの顔を見ずに診察室を出ようとしたら、頭をクシュッとされた。

「今日も俺のベッドで寝ていいよ」

　樹さんが甘い言葉をかけるから、ついつい顔を上げてしまった。

　私が知っている誰よりも美形なその顔。

　策士で意地悪で、でも……この上なく優しい。

「自分のベッドで寝ます」

　ボソッと呟くように返して診察室を出るが、すぐに自分の発言を反省した。

　あー、なんで私ってもっとかわいくなれないんだろう。

　肩を落として廊下を歩いていたら、研修医の長野先生に声をかけられた。

「茉莉花ちゃん、元気ないけど、大丈夫？」

「あっ、長野先生、元気はあるんですがちょっと今反省中なんです。自分のかわいくない言動が許せないっていうか。もうちょっと素直になれたらいいのに。まだまだ子供な自分が嫌で」

　ハーッと溜め息をつく私に、長野先生は顎に手を当ててゆっくり相槌を打った。

「なるほど。氷室先生に対して素直になれないと」

「いや、氷室先生に対してじゃなくって……あの……その……いつもの自分というか」

　樹さんとのことだと言い当てられて慌てて否定するが、長野先生はニコニコ顔で私の背中をトントンと軽く叩いた。

「氷室先生にとっては、どんな茉莉花ちゃんでもかわいいから大丈夫」

「あのう、私の話、聞いてました？」

　ダメ元でもう一度否定しようとするも、先生は私の言葉をスルーして優しい笑顔で樹さんのことを語る。

「いいから、いいから。あのね、氷室先生は生半可な気持ちで茉莉花ちゃんと付き合ってないから。先生が茉莉花ちゃんとの交際をオープンにしてるのは、それだけ茉莉花ちゃんを大事にしてるってこと」

　そうなのだ。学会の次の日から私と樹さんは公認の仲になり、周囲も温かく見守ってくれている。やっかみがないのは、氷室先生の振る舞いのお陰だろう。

「長野先生……」

　長野先生の話を聞いてますます樹さんの愛の深さを知った。

　つまり、遊びなら交際をオープンにしないと彼は言っているのだ。

　学生ならともかく、樹さんは地位も責任もある大人の男性。軽率な行動はできない。

「うちの病院ではもうみんな茉莉花ちゃんのことを氷室先生の嫁って認識してるからね。なにも心配せず、先生に愛されなさい」

　先生が私を慰めるがその発言にギョッとせずにはいられない。

「嫁って……気が早すぎます」

「僕は時間の問題だと思うよ」

　ハハッと笑ってこの場を去っていく長野先生の後ろ姿を見てポツリと呟く。

「嫁……か。本当にそうなれたら幸せだろうな」

　少し前まで結婚なんて絶対にできないと思っていたのに、今は樹さんとの未来を夢見るようになった。

　本当、今が幸せすぎて怖い。

　セレブな生活を望んでいるわけじゃない。

　でも、樹さんとこの先もずっと一緒にいたい。そう思った。




　次の日の朝、マンションの部屋を出たところで小鳥遊先生と香織さんに会った。

「茉莉花ちゃん、おはよう」

　香織さんが穏やかに挨拶すれば、隣にいる小鳥遊先生はいつものようにクールに「おはよう」と言う。

　昨日は樹さんが当直だったので、香織さんと小鳥遊先生と一緒に帰った。

　このふたりも学会の後に付き合いだして、ラブラブ状態。香織さんも小鳥遊先生の家に泊まりに来るようになった。

「おはようございます」

　笑顔で挨拶を返してふたりと一緒に病院へ。

　ナースステーションの前で小鳥遊先生と別れ、ロッカールームで制服に着替えると、樹さんの様子を見に医局に行く。

「おはようございます」

　そう小声で挨拶しながら中に入るが、樹さんの姿はない。

「仮眠取ってるんじゃないか？」

　席に座ってデスクワークをしていた小鳥遊先生が、奥の仮眠室を指差す。

「そうですね」

　小声で返事をして仮眠室のドアを開けると、ベッドで樹さんが寝ていた。

　中に入ってドアを閉め、先生の肩を揺すって起こす。

「氷室先生、そろそろ起きてください」

「ん？　……やだ、もっと寝たい」

　樹さんが私の腕を掴んでベッドに引きずり込む。

「ちょっ……先生、寝ぼけてます？」

　あたふたしながら確認したら、樹さんが目をパチッと開けてニヤリとした。

「寝ぼけてるのは茉莉花ちゃんだよ。また先生って呼んだ。お仕置きだな」

　彼が私の首筋に舌を這わせて舐め上げる。

「だって……小鳥遊先生が隣の部屋に……あんっ！」

　必死に弁解するが、彼は私のブラウスのボタンを外して胸に触れてきた。

「小鳥遊がいるなら静かにしないと喘ぎ声が聞こえちゃうよ」

　悪戯っぽく目を光らせながら、樹さんは私の胸の先端を舌で舐め回す。

「ああっ……！」

　喘ぎ声が止まらなくてとっさに手で口を塞いだ。

　彼は私を見て面白そうにフッと笑うだけで愛撫をやめない。

「樹さん……ダメ。ここ……病院」

　理性を総動員して注意するが、彼は楽しげに返した。

「うん。それはわかってるけど、俺は今、茉莉花ちゃんに飢えてるから」

　こんなこといけないってわかっているのに、樹さんに触れられると抵抗できない。

　彼が私の胸を吸い上げてきて、もう気が変になりそうだった。

　下腹が疼いて彼に抱きついたら、ノックの音がしてビクッとした。

「氷室、急患だ！」

　小鳥遊先生の呼びかけに樹さんはすぐに反応する。

「わかった。今行く」

　私の服を整えながらそう返事をすると、彼はチュッと軽く口づけた。

「続きは家でね。じゃあ、行ってくる」

　樹さんはベッドを出て身なりを整えると、何事もなかったかのように仮眠室を出ていく。

　残された私は、ひとり顔を青くしていた。

　絶対、小鳥遊先生に私の声、聞こえてたよね？　そうじゃなかったら、仮眠室に入ってきたはず。

「もう樹さんったら……」

　恥ずかしくて、彼が使っていた枕をボコボコ叩いて八つ当たりした。




　その後、ナースステーションでいつものように仕事をしていたら、香織さんがなにかに気づいて声を潜めた。

「茉莉花ちゃん、首筋にキスマークついてるよ」

「え？　どこですか？」

　こんな会話は最近珍しくない。私が逆に指摘することもある。

　キスマークがある場所を聞いたら、香織さんがスマホで写真を撮って見せてくれた。

「ここ。髪の毛で見えにくいけど、スカーフでごまかす？　私の貸してあげるよ」

「ありがとうございます、香織さん」

「いいの、いいの。お互い助け合おうね」

　変なところで絆きずなを深める私たち。

　そこへ樹さんの叔母である中山先生が通りかかって、ポツリと呟いた。

「みんな幸せそうでいいわね。あー、私も恋人欲しい」










恐怖は忘れた頃にやってくる




　十日後の夜、私は仕事が終わると樹さんと焼肉屋に行った。

　店員に奥の個室に案内されると、そこに兄がいて目を大きく見開く。

「あれ？　お兄ちゃん、なんでいるの？」

　思わず声をあげる私を見て、兄は淡々と答えた。

「樹に呼ばれた」

「え？　樹さんが？」

　意外な話を聞いて恋人に目を向けたら、彼はコクッと頷く。

「そう。たまたま連絡したら、今日の夜空いてるって言ったから、一緒に食事するのもいいかと思ってね」

　樹さんと兄は最近なにやら連絡を取り合っているようなのだが、内容については知らない。樹さんに聞いても『茉莉花ちゃんの好きな食べ物を聞いてたんだ』などとごまかされてしまう。

「今日、田辺さんのお祖ば母あさんが退院したから？」

　樹さんにそう聞きながら兄の向かい側の席に腰掛ける。

　香織さんの話では、田辺さんはお祖母さんの退院に立ち会わなかったらしい。

〝らしい〟というのは、樹さんの命令で私は午後はずっとナースステーションに閉じこもっていて、香織さんから状況を聞いたから。

　私も樹さんたちもこの日に田辺さんがなんらかのアクションを起こしてくると思ったのだが、結局なにも起こらなかった。

「まあそんなところかな」

　樹さんは曖昧に答えて私の隣に座る。

「やっぱり、田辺さんはもう私には興味ないんじゃないですかね」

　私の発言に一瞬微妙な空気が流れたかと思ったら、樹さんと兄が顔を見合わせ、ハーッと溜め息をつく。

「なに？　私変なこと言いました？」

　ふたりの反応が気になって確認すると、まず兄が「この緊張感のなさに呆れる」と言い、次に樹さんが兄を宥なだめた。

「気持ちはわかるよ、隼人。いつもこうだから俺たちで守るしかない」

　このやり取りはなんなの？

「あのう、ふたりで謎の会話しないでください」

　意味がわからず文句を言う私に、兄がメニューを差し出した。

「茉莉花、まず飲み物はなに頼む？」

　メニューを見てビールにしようと思ったけれど、明日も仕事があることを考えてソフトドリンクにした。

「烏龍茶でいいです。樹さんはなににしますか？」

「俺は生ビール」

　樹さんがメニューも見ずにそう答え、兄も「俺も生だな」と言って店員を呼ぶ。

　お肉の注文はふたりに任せ、乾杯して肉を焼いていくと、樹さんが自分のジョッキを私の方に置いた。

「俺の飲んでいいよ」

「あっ、ありがとう」

　お言葉に甘えてひと口ビールを飲む。

「あー、喉越しよくて美味しい。とりあえず満足しました」

　そんな感想を言う私を見て、兄が怪け訝げんな顔をする。

「お前もビール頼めばよかったのに」

「ビールは好きだけどお酒そんなに強くないし、明日も仕事があるので」

　ふふっと笑って返す私を見て、兄はどこか自嘲気味に相槌を打つ。

「そうか。考えてみたら、兄なのに俺はお前のことなにも知らないな」

「仕方ないですよ。私が成人してからお兄ちゃんと食事したのってほんの数回しかなかったから。お兄ちゃん、仕事が忙しくていつも外食だったでしょう？」

　私だって兄のことをよく知らない。昔はお母さんの作ったカレーが一番好きだったけど、今はなにが好きなのかさえ知らない。

「そうだな。俺、結局お前を苦しめただけで、なにもしてやれなかったな。ごめん」

　兄が捨てられた子犬みたいな悲しそうな顔をするから、樹さんを真似て兄の頭を撫でた。

「それは私も同じです。ほら、お兄ちゃん、お肉焦げちゃうよ」

　私がトングで兄が焼いた肉を小皿に置いてあげると、横にいた樹さんがクスッと笑った。

「茉莉花ちゃんの肉も焦げそうだよ」

「あっ」

　自分の肉のことは失念していて変な声をあげる私。

「ほら、冷めないうちに食べなよ」

　樹さんが私の小皿に肉を置いてくれたので、「うん」と少しはにかみながら返事をして肉を口にすると、兄の視線を感じた。

「どうしたの？」

　顔を上げて尋ねる私に、兄はちょっと拗すねたような顔で返した。

「茉莉花と樹の笑う顔が同じだと思って」

「そうかな？　初めて言われた。一緒にいる時間が長いせいかな」

　首を傾げつつ樹さんと目を合わせたら、兄は「なんか妬やける」と言ってビールをグイッと飲んだ。

「まあまあいいじゃないか。茉莉花ちゃんと隼人も兄妹だけあって似てるよ」

　樹さんがフォローすると、兄はフッと笑い、しみじみと言う。

「なんかこういうのもいいのかもしれないな」

「俺、大学生の弟がいるんだよね。今度弟も加えて四人で食事しよう」

　樹さんの話に笑顔で賛成した。

「あっ、いいですね。透くん、また会いたい」

　透くんから樹さんの話、じっくり聞きたいなあ。

「うちの弟、将来は氷室製薬を継ぐから、隼人いろいろ相談に乗ってやって」

　樹さんが肉を焼きながらそう言うと、兄は自虐的に笑った。

「逆に俺が相談しそう。うちと共同開発しないか？とか」

「なんだか夢が広がりそうで素敵ですね」

　そんな和やかな話で盛り上がって、楽しい食事会になった。




　それから一週間が経っても田辺さんが接触してくる気配はなく、私と樹さんは穏やかな日々を過ごしていた。

　今日もいつものように彼のベッドで目が覚めて、ふたりで一緒にマンションを出る。

「今日はなんだか雲行きが怪しいですね。天気予報は晴れだったのに」

　私が雲に覆われた空を見上げると、樹さんも空を見やった。

「天気予報も外れる時は外れるからね。折り畳み傘は？」

「病院に置き傘してあるから大丈夫ですよ」

　ニコッと微笑み、彼ととりとめのない話をして病院に出勤した。

　もうすっかりこれが私の日常になっている。

　ナースステーションの前で樹さんが立ち止まり、私の肩に手を置いた。

「今日の午後は品しな川がわの大学病院に呼ばれてるんだ。手術を頼まれててね」

「そうなんですね」

　売れっ子先生は大変だ。先週もどこかの病院に呼ばれて手術したんだよね。

「そういうことでいつもの頼むよ」

　にっこり微笑む樹さんの手を取り、彼の目を見て告げた。

「先生は神の手を持っています。今日も必ず成功しますよ」

　私も微笑み返したが、樹さんは私に顔を近づけて声を潜めた。

「キスはないの？」

「先生～、ここ病院です！」

　思わず声をあげて怒ったら、そこに長野先生が通りがかった。

「あっ、氷室先生、茉莉花ちゃん、おはようございます。氷室先生、後で僕の英語論文見てくれませんか？」

「いいよ。じゃあね、茉莉花ちゃん」

　樹さんが長野先生と一緒に医局に向かうと、私は自席でパソコンを立ち上げた。

　朝はわりと平穏に終わったが、午後は急患が何人も運ばれてきて、うちの病棟は慌しくなった。

　私も香織さんも入退院の手続きが数件入って患者さんへの説明や書類作成で忙しく、息つく間もなかったのだけれど、ようやく落ち着いてきてなにか飲み物でも買おうと席を立ったところで看護師さんに声をかけられた。

「茉莉花ちゃん、受付から連絡があって、脳梗塞の疑いがある患者さんが来るらしいの。救急車じゃなくて家族が車で送ってくるみたい。それで、受付が裏口に来るよう伝えたみたいだから、茉莉花ちゃん迎えに行ってきてくれない？　なんでもひどい耳鳴りがするらしいのよ」

　耳鳴りは脳梗塞の前兆のひとつだ。

「わかりました」

　慌てている様子の看護師さんにそう返事をすると、急いで裏口へ向かう。

　どの病気にも言えることだけれど、病気の発見が早ければ、それだけ助かる確率が高くなる。

　患者さんを待たせてはいけない。急がなきゃ。

　裏口へ行くと、黒いミニバンが一台停まっていた。

　多分、あの車だ。

　近づいて声をかけようとしたら、車の後部座席のスライドドアが開いた。

　患者さんだろうかと中を見たその時、背後から誰かに口を塞がれてしまう。

　あっと思った時には、そのまま車に乗せられていた。

　奥の席に、黒い笑みを浮かべる田辺さんがいるのを見つけて目を大きく見開くと、車が急発進した。

「い……や。離……し……！」

　すっかり油断していた。お祖母さんが退院したから、病院にはもう現れないかと思っていたのに。

　手足をバタバタさせて必死に抵抗するも、私を車に連れ込んだ男にさるぐつわをされ、手足をテープで縛られた。

　車内には田辺さんを含め、スーツを着た三人の男がいる。

　この状況で逃げるのは無理だ。どうしたらいい？

　混乱した頭で逃げる方法を考えようとしても、田辺さんが隣にいる恐怖でなにも浮かばない。

「ごめんね。暴れられると困るんだ。茉莉花さんも怪我をするし、ちょっと眠ってもらいますね」

　田辺さんは小さく笑うと、私の腕を掴んで注射を打った。

　怖かった。

　寝てもらう……ということは、麻酔薬のようなものだろう。よく病院に出入りしている彼なら入手できないことはないはず。

　車は病院からどんどん離れていくし、彼が私になにをするのかわからない。

　樹さん……、怖い。樹さん！

　心の声など彼に届くはずがないとわかっていても助けを求めてしまう。

　恐怖に震える私を嘲あざ笑わらうように田辺さんは告げた。

「茉莉花さん、僕はね、欲しいものはなんとしてでも手に入れるんですよ」

　まるで悪魔のように妖あやしく光る彼の双そう眸ぼう。

　注射した薬が効いてきたのか、次第に意識が朦朧としてきて、そのまま気を失った。




『茉莉花さん、僕はね、欲しいものはなんとしてでも手に入れるんですよ』

　田辺さんの狂気に満ちた声が頭の中でして、ハッと目が覚めた。

　……夢か。でも、誘拐されたのは現実。

　十畳くらいの部屋に私はいた。窓にカーテンがあるだけで、家具などは一切置かれていない。

　部屋の中には私ひとり。フローリングの床に寝かされていたが、さるぐつわは外され、手足を縛っていたテープも取られていた。

「……身体が痛い」

　起き上がって自分の着衣を確認するが、乱れてはいなくてホッとする。

　どうやら田辺さんに襲われてはいないようだ。

　腕時計を見たら、七時を回ったところだった。だが、午前なのか午後なのかもわからない。

　カーテンを開けると、窓には鉄格子があって、目の前に海が広がっているのを見て驚いた。

　ちょうど夕陽が沈んでいくところで、じっと眺めながらポツリと呟く。

「夕方……か。それに……海。ここはどこ？」

　裏口に行ってから四時間以上が経過していることになる。

　病院のみんなはどうしているだろう。香織さん、ひょっとしたら私を探してるかな。

　スマホはナースステーションの自分のデスクに置いたまま。スマホがなければ連絡が取れない。

　ドアに近づき、耳を当ててそっと様子を探るがなにも物音はしなかった。ドアの外に人がいる気配もない。

　うまくすれば逃げられる？

　ドアノブを掴んで思い切り回してみると、外から鍵がかかっているのか開かなかった。

「そう簡単には逃げられないか」

　ハーッと軽く息をついて壁にもたれかかる。

　どうしたらいい？　ここから出られないし、助けも呼べない。

　ひょっとしたら私は一生このままなのかも。

　田辺さんに監禁されて、彼に弄ばれて……。

　そう考えて気がおかしくなりそうだった。

　ああ～、ダメだ。悲観的になっちゃいけない。

　なにか別のことを考えなくては。

　樹さんは無事に手術を終えただろうか。彼のことだから成功しただろうな。

「樹さんに……会いたい。会いたいよ」

　そのためにはなんとかしてここを出なければ。

　窓をじっと見据えながら逃げる方法を考えていたら、ドアが開く音がして身体がビクッとした。田辺さんが入ってきたので思わず身構える。

「目が覚めたんですね」

　彼は手に持っていたトレーを床に置くと、私に目を向けて微笑んだ。

「お腹空いたでしょう？　食べてください。ここは新築でまだ家具を揃えてないんですよ。不便でしょうが、もう少し我慢してください」

　トレーにはペットボトルの水とパン、シチューがのっているが、この状況で食欲なんてないし、彼からもらった食べ物を口に入れたくない。

「ここはどこですか？　私を手に入れたいからって、どうして誘拐なんか……」

　田辺さんを警戒しながらそう尋ねたら、彼は悪びれた様子もなく答えた。

「ここは千ち葉ばの僕の別荘です。茉莉花さんと暮らしたくて、最近購入したんですよ。すぐ目の前が海で気に入りましてね。僕はなにがなんでも茉莉花さんが欲しい」

　この人はなにを言っているのだろう。私の気持ちを無視して、自分勝手に行動している。

「私には好きな人がいます！」

　田辺さんを見据えてはっきりと言うが、ニコニコ顔で返された。

「構いません。必ず僕のことを好きにさせますから」

　ソフトな口調だが、かなり怖いことを言っている。

「わ、私はここから出られないんですか？」

　声が震えるのを止められない。

　この空間に田辺さんとふたりきりというのが恐ろしかった。

　またなにか薬を打たれるのだろうか？

「いいえ。名実ともに妻になれば、僕と一緒に出られますよ」

　そんなことできるわけない。なぜなら私は田辺さんとは結婚しないから。

「い……嫌と言ったら？」

　怯おびえながらも反抗の態度を示す私を彼は嘲笑った。

「残念ながら、あなたに拒否権はありません。さあ、食べてください。シチューが冷めてしまう」

「いらない！」

　声を荒らげてトレーをひっくり返したら、シチューが彼の服にかかった。

「あっ……ごめんなさい」

　条件反射で謝る私を見て、彼は悪魔のように笑ってみせる。

「本当にあなたは優しいですね。だから、欲しくなる。食事がいらないなら、僕が茉莉花さんをいただくことにしますよ」

　シチューで汚れたジャケットを脱ぎ捨て、田辺さんは私の両腕を掴んで床に押し倒した。

「痛い！」

　押し倒された衝撃で身体中がジンジンして顔を歪める私を、彼は楽しげに眺める。

「少しの我慢ですよ。そのうちベッドも届く」

　この人、本気だ。本気で私を抱く気だ。

　こういう状況になって、樹さんが特別だとよくわかる。

　樹さんに触れられても怖くない。むしろもっと触れてほしいって思う。

　彼が私を愛してくれているのがよくわかるから。

　樹さんは慈しむように私に触れるけれど、田辺さんはただ私を奪いたいだけで、そこに私を愛する気持ちはひとかけらもない。

　嫌だ、嫌だ！　樹さんじゃないと嫌！

　このまま彼を怖がっていては襲われてしまう。なんとか逃げる方法を考えろ。

　彼は細身だ。私が必死に抵抗すれば逃げられるかもしれない。

「絶対に嫌！」

　田辺さんを睨みつけ、渾こん身しんの力を振り絞って彼を押し返そうとするも、ビクともしない。

「無駄ですよ。僕こう見えて学生時代は柔道をやっていたんです。特に寝技が得意で」

　落胆する私に実に愉快そうに告げる彼が憎らしかった。

　こんな人に支配されたくない。

　足を動かして田辺さんの股間を蹴り上げようとしたが、彼が私の足を押さえ込んでいとも簡単に防がれた。

　ああ、悔しい。自分はなんて無力なんだろう。

　絶望という二文字が私の頭に浮かぶ。

「大人しそうに見えて結構じゃじゃ馬なんですね」

　妖しく光るそのダークな瞳。

　彼が私の唇を奪おうと顔を近づけてきて、私は必死に叫んだ。

「樹さんっ！」










絶対に彼女を助ける　―　樹 side




「隼人、一応警戒はしていたけど、今日はやっぱりなにもなかったよ。明日も頼む」

　田辺の祖母が退院した日、隼人に電話をかけた。

《わかった。最近田辺が購入した別荘がふたつある。ひとつは奥おく多た摩まで、もうひとつは千葉の館たて山やま。俺の部下の話では奥多摩の別荘に家具が運び込まれている。キングサイズのベッドやドレッサーもあったらしいぞ。田辺も何度か現れているらしい》

「へえ。それは怪しいな」

　隼人の話に相槌を打ちながら考えを巡らせる。

　俺と隼人はあれから田辺の情報をいろいろ集めていた。茉莉花ちゃんに執着する田辺が諦めるとは思えず、なんらかの行動を起こすだろうと考えていたのだ。

　揺さぶりをかけても茉莉花ちゃんが応じなかったから、田辺が強硬手段に出ることは想像がつく。

　強硬手段……それは茉莉花ちゃんを奪うこと。想像するのも嫌だが、彼女を無理矢理襲う、あるいは誘拐するなど、彼が取るであろう行動パターンを予測した。

　別荘に大きなベッドやドレッサーを持ち込んだということは、そこに茉莉花ちゃんを住まわせる気なのだろう。

　退院した祖母のために用意するなら、介護用のベッドを選ぶはず。

　だが、ちょっと待てよ。

　奥多摩に茉莉花ちゃんを連れていくと考えるのは早計かもしれない。

　田辺は、俺が茉莉花ちゃんと付き合っていることを知っているはず。彼女との仲は今や病院でも公認だし、うちに出入りしている田辺は絶対に噂を耳にしているだろう。

　だとしたら、俺が田辺の身辺を調べることだって予想はしているに違いない。

　奥多摩と俺に思わせておいて千葉の別荘に連れていく可能性だってある。

《もう奥多摩に絞って見張らせておくか？》

　隼人の提案にしばし考えて、「いや、館山の方も見張らせておいてくれるかな。そっちも気になる」と答えた。

《わかった。なにがあっても動けるようにする》

「助かるよ。俺の勘ではそろそろ動くと思う。相手を油断させておいて、横から攫さらうって思考だと思うんだよね、彼」

《ああ。樹も田辺も腹黒な性格っぽいよな。思考が同じだから、相手の考えが読めるってわけか》

　隼人にズケズケと言われて苦笑いする。

「まあ否定はしないけど、そこは策略家って言ってほしいな。ところで、今日の夜一緒に食事でもどう？　たまには茉莉花ちゃんと食事するのもいいんじゃない？」

　茉莉花ちゃんを餌にして誘ったら、彼は素直にオーケーした。

《わかった。スケジュール調整する》

「じゃあ、店予約して知らせるよ。また後で」

　そう言って電話を切って、その夜は三人で焼き肉を食べた。




　それから六日が経っても田辺は現れなかった。

　俺の読みが外れたかと思ったが、隼人には引き続き彼の行動を見張ってもらった。

　そして、今日ついに田辺が動いた。

　俺が大学病院で執刀を頼まれた日で、手術が終わってスマホを確認したら、隼人から何件もの着信とメッセージが入っていた。

　最初のメッセージには、【茉莉花が田辺に攫われた。今追ってる】と書かれていた。続いて、【見失った。ひとまず奥多摩の別荘に向かう】とあって、ギュッと唇を噛む。

　緊迫した状況。

　落ち着け。冷静になるんだ。

　時刻は午後六時十二分。

　病院の正面玄関に向かいながら隼人に電話をかけたら、すぐに繋がった。

「メッセージ見た。俺は房ぼう総そうに向かうから逐ちく一いち状況知らせて」

《見失って悪い》

「大丈夫。絶対に見つけよう。だから、ここで落ち込むな」

　絶対に彼女を救う。

　彼を励まして電話を切ると、小鳥遊と弟の透が息せききって正面玄関に現れた。

「氷室、茉莉花ちゃんが田辺に攫われた。今、茉莉花ちゃんのお兄さんが後を追ってる。警察には連絡した」

「ああ。今隼人と電話で話した。茉莉花ちゃんを見失ったらしい。隼人は奥多摩の田辺の別荘に向かってるが、俺は館山に行く」

　小鳥遊の言葉に応えながらタクシーを呼ぼうとしたら、透が俺にバイクのヘルメットを渡した。実は今夜、透とは食事の約束をしていたのだ。

「俺のバイク使って追いなよ」

「サンキュ。小鳥遊と透もタクシー拾って館山に向かって！」

　口早にふたりに伝えて、近くに停めてあった透のバイクに跨またがると、ふたりがタクシーに乗るのを見て発進させた。

　バイクなら夕方の渋滞も問題なく進める。

　隼人が奥多摩に向かっているから、万が一館山という予想が外れても茉莉花ちゃんを助けられる。

　それに警察も動いているはず。

　茉莉花ちゃん、どうか無事でいてくれ。

　アクアラインを通って房総に向かい、一時間弱で館山にある田辺の別荘に着いた。

　もう空は真っ暗だったから、探すのに苦労した。

　近くにバイクを停めて様子を窺う。

　目の前は海。白い外観で、別荘は二階建て。壁に囲まれていて、中の様子はあまりよく見えないが、玄関前にはスーツ姿の男が立っていてタバコを吸っていた。

　多分、ここに茉莉花ちゃんがいる。

　スマホを出して隼人にＬＩＮＥを送ろうとしたら、彼からメッセージが届いた。

【奥多摩は外れ。俺も館山に向かってる】

　その文面を見て彼に返事をする。

【館山の田辺の別荘に着いた。見張りもいるし、多分ここだ。先に侵入して彼女を助ける】

　ここで警察をじっと待ってるなんてできない。茉莉花ちゃんを一刻も早く助け出さないと。

　ヘルメットを外して玄関に向かうと、タバコを吸っていた男が俺を見据えた。

「なにか用か？」

　強面の男だったが、怯ひるまずに笑みを浮かべて答えた。

「僕は医者です。女性の具合が悪いので、診てほしいと連絡を受けて来たんですが」

「医者？」

　スーッと目を細める男に「これですよ」と医師資格証のカードを見せたら、あっさり通してくれた。

「早く行け。一階の奥の部屋だ」

「どうも」

　礼を言って、建物の中に入る。

　茉莉花ちゃんの居場所まで教えてくれるとは、すごく親切な見張りだな。

　追い払われたら、投げ倒して強行突破しようと思ったが、信じてもらえて助かった。

　あまり騒がれては田辺に気づかれる。

　中に入ると、目の前には長い廊下があってドアが三つ並んでいた。

　廊下に人はいない。

　表にいた男が言っていたように奥にある部屋に向かったその時、茉莉花ちゃんの叫び声がした。

「樹さんっ！」

　茉莉花ちゃん！

　とっさにドアを思い切り蹴破ると、田辺が茉莉花ちゃんに覆い被さっているのが目に飛び込んできた。

　すぐに彼の首根っこを掴んで投げ飛ばす。

　力加減できなかったせいか、田辺はドンと壁にぶつかって、痛みからかうずくまった。

　あの状態ならすぐに襲いかかってはこれないだろう。

　田辺をちらりと見やると、茉莉花ちゃんを抱き起こした。

「大丈夫か？　怪我は？」

　見たところ怪我はなさそうだが、本人の返事を聞かなければ安心できない。

「だ、大丈夫」

　彼女は声を震わせながら答えて、俺にギュッと抱きついてきた。

　近くでパトカーのサイレンの音が聞こえる。

「もう大丈夫だよ」

　彼女を抱きしめ返して安心させると、田辺を見やって冷たく言い放った。

「自分がなにをやったかわかってるか？　警察も来たようだし、すべて話して悔い改めろ」

「……悔い改めろだあ？　お前なんか消えろ～！」

　突然、態度の悪いゴロツキに豹ひょう変へんした田辺はポケットからナイフを取り出して、襲いかかってきた。

「キャッ！　先生！」

　恐怖で顔を強張らせて悲鳴をあげる茉莉花ちゃんの前に出ると、田辺の腕を掴んだ。

「本当に茉莉花ちゃんが好きならこんな危ないもの振り回すなよ！」

　ギロッと田辺を睨みつけたら、彼は狂気に満ちた目で声を荒らげる。

「うるさい！　黙れ！」

　しばらく揉み合っていたが、俺が田辺の腹部を膝で蹴り上げると、彼は身を屈めて呻うめいた。

「うっ！」

　その時、警官が突入してきて、ナイフを持っていた田辺を拘束。

　ホッとしながら、茉莉花ちゃんをこの腕に抱きしめる。

　その後から小鳥遊と透が入ってきて、茉莉花ちゃんの姿を見て「無事でよかった」と声を揃えて言った。

　警官が田辺を連行していくが、彼は俺を見て「絶対にお前を許さない！」と喚き散らした。

「それはこっちのセリフだ」

　冷ややかに告げて、茉莉花ちゃんの視界に彼が入らないようさらに強く抱きしめた。

　それから警官に事件について話を聞かれたが、茉莉花ちゃんは質問のひとつひとつに丁寧に答えていた。

　だが、その態度が冷静すぎて逆に心配だ。誘拐されたのだから、かなりショックを受けているはず。無理をしているんじゃないだろうか。

　警官の話が終わると隼人も駆けつけてきて、茉莉花ちゃんをひと目見るなり、涙を流した。

「よかった。茉莉花が無事で本当によかった」

「うん。助けに来てくれてありがとう。心配かけちゃって……ごめんなさい」

　茉莉花ちゃんは隼人に抱きつくと、彼の背中を優しく叩いた。

　そんなふたりを見てちょっと妬けたが、今回は仕方がない。隼人が田辺の別荘について調べていなかったら、茉莉花ちゃんは無事ではなかったかもしれないのだ。

　そう考えるだけでもゾッとする。

　透とは別荘の前で別れ、俺たちは隼人の車でマンションまで送ってもらった。

　茉莉花ちゃんは落ち着いた様子で車の中では俺や隼人の話にいつものように相槌を打っていたが、表情はやはり暗かった。

　茉莉花ちゃんと一緒に俺の部屋に帰ると、彼女にシャワーを勧めた。

「シャワー浴びてきたら？　その間になにか作っておくよ」

「はい」

　彼女が小さく返事をしてバスルームに向かうと、キッチンに行き、簡単な食事を用意した。

　多分食欲なんてあまりないだろう。

　コーンスープを温め、オーブンレンジで冷凍のクロワッサンを焼いて、ダイニングのテーブルに並べていたら、シャワーを浴び終えた茉莉花ちゃんがやってきた。

「じゃあ、食べようか」

　俺が声をかけると、彼女はコクッと頷いた。

「はい」

　ふたりで席に着いていただきますをする。いつもは向かい合って座るのだが、今日は茉莉花ちゃんが心配で隣に座った。

　彼女はまずコーンスープを口にしてポツリと呟く。

「あったかい」

「クロワッサンもあったかいうちに食べた方がいい。はい」

　俺がクロワッサンを千切って茉莉花ちゃんの口まで運んだら、彼女は一瞬戸惑った顔をしたけれど、パクッと口に入れる。

「美味しい」と言って笑うが、その目から涙がこぼれ落ちてハッとした。

「茉莉花ちゃん？」

　声をかけながら手を伸ばして彼女を抱き寄せる。

「……怖かった」

　そう俺に訴える茉莉花ちゃんの身体を強く抱きしめた。

「うん、怖かったよね」

「田辺さんにそのまま襲われるんじゃない……かって……、樹さん……にも……もう会えないんじゃないか……って……うっ……うう……」

　しゃくり上げながら泣く彼女に優しく声をかける。

「もう大丈夫だよ」

　今の彼女に必要なのは、泣いて不安や恐怖を吐露すること。

　もう誰にも気を使う必要はない。俺が全部受け止めるから。

　泣き続ける茉莉花ちゃんをしばらく抱きしめ、落ち着いてきたところで寝室のベッドに運んだ。緊張と恐怖で心身ともにクタクタのはず。

　俺もベッドに入ると、今度は彼女を包み込むように抱きしめた。

「前にさ、俺に懐かない猫の話をしたの覚えてる？」

　昔飼っていた猫の話を持ち出したら、彼女は顔を上げて俺を見た。

「私に似てるっていう？」

「うん。普段俺を見ると逃げるくせに、雷が鳴った時は俺の布団に入って抱きついてきてかわいかった。茉莉花ちゃんみたいにあったかかったよ」

　昔を思い出してクスッと笑ったら、彼女も微笑んだ。

「樹さんは結構体温低いですもんね」

「うん。冬寝る時とかいつも寒かったけど、今年は茉莉花ちゃんがいるから暖房もいらないかもしれない」

　そんな冗談を言ったら、茉莉花ちゃんが突っ込んだ。

「さすがに暖房は必要ですよ」

　その後、俺の子供の頃の話をしていたら、スーッと彼女の寝息が聞こえた。

「……眠ったか」

　彼女の顔を見て確認して、その額にチュッと口づける。

　今日、無事に彼女を救出できて本当によかった。

　茉莉花ちゃんが誘拐されたと知った時、一瞬頭が真っ白になった。

　それだけ自分にとって彼女が大事だということ。

　今、俺の腕の中に彼女がいる。それがどんなに幸せなことか。

「おやすみ」

　優しく彼女の頭を撫でると、俺も目を閉じて眠りについた。










ずっと一緒に




「うわ～、香織さんも、茉莉花ちゃんも、赤いワンピースかわいいですね。アイドルみたいですよ」

　サンタの格好をした長野先生が、私と香織さんを見て頬を緩めた。

　今日はクリスマスイブで、病院でもクリスマスムード一色。

　午後五時から一階ロビーでクリスマスコンサートが開かれていて、私と香織さんは出番を待っているところ。私たち事務員はハンドベルをやることになっている。

　誘拐事件から四カ月が経ち、私は樹さんや周囲のみんなの助けもあって平穏な日常を取り戻していた。

　田辺さんは現在拘置所にいて、過去の彼の親族の不審死についても取り調べを受けている。

　あとは司法に任せる形だが、田辺さんの弁護士は精神疾患による無罪を主張しているそう。樹さんは『たとえ無罪になったとしても精神病院に強制的に入院させられるだろう』と言っていた。

　有罪になれば収監されるし、これで彼に怯えて暮らすことはない。

「もうアイドルっていうほど若くないけどね」

　香織さんが自虐的に返すと、長野先生は「いやいや、まだまだいけますよ。十歳くらいに見えますもん」と冗談を言う。

「それはいくらなんでも若すぎですよ」

　私が真顔で言ったら、彼はハハッと笑った。

「まあ、十歳でこんなセクシーでかわいい女の子いないですよね」

「セクシーって……」

　思わず絶句する私を見て、長野先生は楽しげに目を光らせる。

「氷室先生に愛されてるから、茉莉花ちゃんすっごく綺麗になりましたよ。もう色気があふれて……ああ！　すみません」

　急に長野先生が怯えた顔をして謝るので首を傾げたら、背後から樹さんの声がした。

「そういう変な目でうちの茉莉花を見ないように」

　振り返ると樹さんがいて、どこかダークな笑みを浮かべている。

　樹さんとはもう完全に一緒に住んでいて身内のような存在になったせいか、彼は私のことを茉莉花と呼んでいる。

　お互いの家族にも紹介済みで、樹さんの実家に泊まりに行くことも珍しくない。

「は、はい。すみません。あの……でも、一般的な意見で。香織さんもそう思いますよね？」

　あたふたしながら長野先生は香織さんに助けを求めた。

「そうね。もともと綺麗だったけど、氷室先生に愛されて薔ば薇らの蕾つぼみが綺麗に花開いた感じ」

　彼女のコメントにハハッと苦笑した。

「香織さん、恥ずかしいのでやめてくださいって、あっ、私たちの出番ですよ」

　慌てて彼女とステージに行き、クリスマスメドレーを演奏する。

　観客の最前列には朝子おばあちゃんや小児科病棟の子供たちがいて、緊張はしなかった。

　演奏中、一番後ろで見ている樹さんと目が合う。

　ドキッとして急に顔の熱が上がるが、ステージにいてはどうすることもできない。

　毎日顔を合わせているのに、優しいその眼差しにいまだに心臓がドキドキする。

　彼と同じ時間を過ごした分だけ、愛が増えていくのかもしれない。

　演奏が終わると、樹さんが「見てて癒やされた」と私の頭をクシュッとしてステージにあるピアノに向かう。

「え？　あれ？　氷室先生も出るの？　しかも白衣でピアノ？」

　ひとり驚いていたら、子供たちにお菓子を配っていた長野先生がチラッと樹さんを見て微笑んだ。

「内科の先生が出られなくなって、急きゅう遽きょ氷室先生が出ることになったんですよ」

「あいつ、ピアノうまいからな」

　小鳥遊先生もいつの間にか来ていて、長野先生の横で子供たちに風船を渡している。

「氷室先生……ピアノ弾けるんだ。知らなかった」

　樹さんって手先が器用だからなんでもできる。それに考えてみたら、超がつくほどのお坊ちゃまだった。

　樹さんがピアノを弾きだすと、周囲が急に静かになった。

　綺麗で優しい音。

　映画のクリスマスソングや子供向けのアニメのテーマソングなど、あまりにうまくて思わず聴き入ってしまった。

　樹さん、ピアニストにもなれるよ。

　演奏が終わると拍手の嵐で、樹さんは爽やかな笑みを浮かべて一礼し、ステージを降りて私のもとにやってきた。

「氷室先生、すごく素敵でした！」

　私が興奮気味に樹さんの白衣を掴んで伝えると、彼はフッと微笑んだ。

「ありがとう。ちょっとミスタッチしたけど、まあご愛嬌ってことで」

「先生～、アンコール！　アンコール！」

　子供たちが合唱のように叫びだすのを見て、樹さんの肩をポンと叩いた。

「呼ばれてますよ」

「これは行かないわけにはいかないな」

　私の目を見てコクッと頷くと、彼はまたステージに上がってもう一曲披露する。

　そんな樹さんがとても誇らしかった。




　コンサートが終わると、また病棟に戻って、久我部長が差し入れてくれたピザをつまみながらやり残した仕事をする。

　仕事が終わったのは午後八時過ぎで、私がパソコンの電源を落とすと、コートを着た樹さんがやってきた。

「茉莉花も終わったみたいだね。帰ろう」

「はい」

　私もコートを羽織り、ケーキ屋に立ち寄ってからマンションに帰る。

　もちろん、帰るのは樹さんの部屋。

　リビングにはクリスマスツリーが飾ってあって、赤、緑、青といった照明がキラキラ光っている。

　このツリーは樹さんと飾りつけたもの。

　コートを脱いで部屋着に着替えると、買ってきたケーキをダイニングテーブルに出した。樹さんもシャンパンとグラスを用意している。

　夕食はふたりとも病院でピザをつまんだので、ケーキとシャンパンのみだが、私と樹さんにとってはふたりで過ごす初めてのクリスマスイブ。こうしてふたりでいられるだけで嬉しい。

　ケーキの蝋ろう燭そくに火をつけると、私も彼も席に着いた。

「それじゃあ茉莉花、火を消して」

　樹さんに言われ、フーッと息を吐く。

　そこを彼がスマホを出して写真を撮るものだから、ちょっと恥ずかしかった。

「写真撮るならちゃんとした服にしたのに」

「大丈夫。そのモコモコの部屋着もかわいいよ」

　彼の言葉に、素直に頷けなかった。

「本当に？　樹さんは変な格好しててもかわいいって言いそう」

「茉莉花になら言うかもね。でも、他の女性にはかわいいなんて言ったことない」

「え？　そうなの？」

　ビックリして聞き返したら、その理由を説明してくれた。

「心からそう思える女性がいなかったし、面倒なことになるのを避けてたんだよね」

　ああ、樹さんはモテるから、相手を誤解させるような言動は避けていたのだろう。

　考えてみたら彼は物腰は柔らかだけど、女の人と接する時は一定の距離を置いている。岡山の学会でもそうだった。

　どこかの女医さんに連絡先を聞かれても、『小鳥遊総合病院に連絡して』と言って、絶対に自分の電話番号は教えなかったんだよね。

「茉莉花に会わなかったら、今年のクリスマスもひとりだっただろうな。ホールケーキ買って、こんなふうに蝋燭に火をつけるのも久しぶりかも」

「樹さんと個人的に知り合う前はもっと派手な生活してるかと思ってたけど、意外に普通ですよね」

「遊んでる暇があったら、患者さんを救いたいからね。日々、いろんな論文読んで勉強してるよ。はい、これは茉莉花の分」

　樹さんがナイフでケーキを切り分ける。

「今日のピアノもビックリだったけど、樹さんってやっぱり手先が器用」

　綺麗にカットされたケーキを見てしみじみ言うと、彼は茶目っ気たっぷりに微笑んでシャンパングラスを持つ。

「神の手を持ってるからね」

「みんなの大事な神の手に、乾杯」

　私も笑顔でグラスを手に取り、樹さんのグラスと重ねて口に運ぶ。

　シャンパンをこんなに美味しく感じたのは初めてだ。

　ケーキも生クリームの甘さが絶妙で、自然と顔が綻ぶ。

「すっごく美味しい」

　樹さんと食べるから美味しいのかも。

「そんなに笑顔になるなら毎食ケーキ食べさせたいな」

　彼に蕩けるような笑顔で言われ、すかさず突っ込んだ。

「それじゃあ太りますよ」

「茉莉花は華奢だから少しくらい太っても全然問題ないけど」

「そういう甘いセリフ言わないでください。それを信じて食べていたら豚か牛になりますから」

　樹さんは私に甘すぎなのだ。

「俺の誘惑になかなか屈しないところが茉莉花だよね」

「いえ、いろいろ誘惑に屈してますよ」

　すぐに否定したら、彼は面白そうに目を光らせた。

「そうかな？　例えば？」

「樹さんの部屋に一緒に住んでます。今も同棲なんてとんでもないことしてるなってたまに思います」

　一年前の自分では考えられなかった。

「そうだね。茉莉花の性格なら同棲なんてダメって言いそうなのに、どうして誘惑に屈しちゃったの？」

　私の返答を聞いて樹さんは至極楽しそうに目を光らせる。

「……そんなのわかってるくせに」

　小声で返すが、彼ははっきりした理由を求めた。

「ちゃんと言葉にしてくれないとわからないな」

　意地悪く聞いてくるところがドＳだと思う。

　そんな樹さんをじっとりと見るが、彼はニコニコ顔で私の答えを待っている。

　これは絶対に引き下がらないつもりだ。

「そ、それは……樹さんと一緒にいたかったから」

　ゴニョゴニョと口ごもりながら答える私を見て、彼はニコッとしながら謝った。

「誘惑しちゃってごめんね。同棲って言葉、あまりいいイメージないし、俺としても茉莉花との関係をちゃんとしたいって考えてる」

　樹さんは言葉を切って席を立つと、私の足元に跪ひざまずいた。

「俺と結婚して氷室茉莉花になってよ」

　私の左手を取り、その薬指に指輪をはめる彼。

　なめらかなアームにダイヤが埋め込まれた指輪を見てハッと息を呑む。

「樹さん……」

　まさかイブにプロポーズされるなんて思ってもみなかった。

　私は漠然と樹さんと一緒にいられたらいいと考えていたのに、彼は私のことを真剣に考えて指輪まで用意してくれていた。

　驚き、嬉しさ、感動……いろんな感情が一気に押し寄せる。

　なかなか言葉が出てこない私に彼は甘く微笑んだ。

「返事は？」

「……はい。私を氷室茉莉花にしてください」

　私でいいの？とは聞かなかった。

　だって、彼が私だけを愛してくれているのをよく知っているから。

　胸がとても熱くなって目から涙がこぼれ落ちる。

　だけど、これは嬉し涙だ。

「お正月に茉莉花のお父さんに挨拶しに行こう」

　樹さんは私の涙を拭うと、私を胸に抱き寄せた。

　今はもうよく知ったその温もり。

「来年は結婚式の準備でいろいろ忙しくなるよ。茉莉花のお母さんの墓前にもちゃんと報告したいし」

　思いやりに満ちた彼の言葉が嬉しかった。

「……ありがとう」

　私も樹さんの背中に腕を回して抱きしめ返す。

　彼と出会って初めて知った。

　ひとりでいるより、ふたりでいる方が幸せがたくさんある。

　彼と出会わなければ、私は一生ひとりで、本当の幸せを知らずに生きていたかもしれない。

　この人と未来を歩んでいきたい。

　彼をずっとそばで支えていこう。

「必ず幸せにする」

　樹さんは真摯な目で私に告げると、甘く口づけた。
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五十年後も……




　次の年の春、私と樹さんは都内の教会で結婚式を挙げた。

　バージンロードを父と歩き、結婚の誓いをして夫婦になった私たち。

　セレモニーを終えて退場していると、彼が小さく微笑んだ。

「そのウエディングドレス、とっても似合ってる。このまま家に連れて帰りたいくらいだよ」

　今着ているのは、プリンセスラインの半袖オフショルダーのウエディングドレスで、有名デザイナーのサロンで何着も試着した末に樹さんが選んだもの。襟ぐりがあまり深くないので胸の谷間も気にならないし、とてもエレガントで私も気に入っている。

　樹さんの着ているダークグレーのタキシードは私のドレスに合わせたもので、なにを着ても似合う彼だが今日はより一層キラキラ輝いて見える。

「樹さんのタキシード姿だってすごくカッコいいです。もう今もスマホで写真を撮りたくてうずうずしています」

　衣装合わせの時は、私のドレスが決まるのにかなり時間がかかり、今朝も式のリハーサルがあって彼の写真を撮る余裕なんてなかった。

「茉莉花が俺の写真撮りたいって言うなんて珍しいね。じゃあ、いつもの俺はカッコよくないのか」

　樹さんが急に落ち込んだ顔をするものだから、慌てて彼がどんなに美形か力説した。

「カッコいいに決まってるじゃないですか。誰よりもカッコいいです。初めて会った時もこんな美形がいるんだってビックリしましたよ。樹さんは世界一の美形です！」

「ありがとう。奥さんにここまで褒められて嬉しいな。これで氷室茉莉花になったね。これからもよろしく」

　蕩けるような笑顔を見せる夫に、はにかみながら挨拶した。

「こちらこそよろしくお願いします。全力で樹さんを守りますから」

　精一杯愛を伝えたら、彼にクスッと笑われた。

「茉莉花、とっても嬉しいけど、それは俺のセリフ。今夜も全力で愛すから覚悟してね」

　セクシーボイスで囁かれ、ボッと火がついたように顔が赤くなる。

「兄さん、いくら自分の式だからってイチャイチャしすぎ。茉莉花さん、顔真っ赤になってるよ」

　礼拝堂を出たところで透くんが注意すれば、一眼レフで私の写真をバシャバシャ撮っていた兄も樹さんに文句を言う。

「樹、ところかまわず妹を口説くなよ」

「自分の奥さん口説いてなにがいけないのかな？」

　樹さんが兄に顔を近づけてニコニコ顔で尋ねると、兄は少し引き気味に答えた。

「だ、だから場所を考えろよ！」

　恐らく兄は、樹さんのオーラにビビッたのだろう。

　間近で見る夫はかなり迫力がある。

「善処するよ」

　まるで音楽を奏でるように優雅な笑みを浮かべてそんな言葉を返す樹さんに、兄は物言いをつける。

「いやいや、それは努力するって意味で全然誠意がないじゃないか！」

「お兄ちゃん、ここ教会だから静かにしてください」

　私がスーッと目を細めて注意すると、兄はしゅんとなって、それを見た樹さんと透くんはクスクス笑った。

　身内だけの式だったけれど、みんな心から祝福してくれて、とても幸せだった。




　その四年後――。

「理り音お、華音かのん、いい？　今日は透お兄ちゃんと、深み雪ゆきお姉ちゃんの言うことちゃんと聞くのよ」

　時刻は午前八時半過ぎ。

　ふたりのお菓子や飲み物をリュックに詰めながら、リビングでお絵かきをして遊んでいる双子の息子と娘に声をかける。

　理音と華音は今三歳で、この四月に幼稚園に入園した。

　理音は樹さん、華音は私によく似ていて、透くんには『兄さんと茉莉花さんのミニチュア版だね』と、ことあるごとによく言われる。

「「あい」」

　まだ舌っ足らずだけれど、声を揃えて元気よく返事をするふたり。

　そこへ、樹さんがやってきて双子の頭を撫でた。

「おはよう。おっ、パンダか。ふたりとも絵が上手だね」

　彼は夜中までオペがあって、明け方の三時に帰宅。それで今まで寝ていたのだけれど、寝起きも爽やかだ。

「うん、どうぶちゅえんいくから」

　理音が上機嫌で頷くと、華音が嬉しそうに微笑んだ。

「パンラのしゃしんいっぱいとるの」

　そう。今日は透くんと彼の恋人の深雪ちゃんが双子たちを動物園に連れていってくれるのだ。

　深雪ちゃんはもともとうちで双子のベビーシッターをしていた。透くんも双子可愛さに暇さえあれば遊びに来るようになり、顔を合わせるうちに徐々に親しくなったらしい。

　今まで近くのコンビニや公園に双子たちを連れていってくれたりはしていたのだけれど、本格的なお出かけは今日が初めてだからちょっと心配ではある。

　ピンポーンとインターホンが鳴って、私がマンションの玄関のロックを解錠すると、「「あっ、きたー！」」と双子たちが叫んで玄関に走りだした。

　樹さんも理音と華音の後を追い、私もリュックを持って玄関に向かう。

　双子たちが待ちきれずに玄関のドアを開けると、透くんと深雪ちゃんが笑顔で立っていた。

「一週間ぶりだな。またますます美人さんになったんじゃないか？」

　透くんが華音を抱っこして褒めると、深雪ちゃんも理音の頬に優しく手を添えて言った。

「理音くんもますますカッコよくなったね」

　透くんは樹さんに似て美形だし、深雪ちゃんも黒髪ロングの美人でふたりはお似合いだ。この調子だと近いうちに結婚しそう。

　最近、私の周りは結婚ラッシュで、私と樹さんの結婚の一年後には小鳥遊先生と香織さんが、去年は私の兄が自分の担当秘書と結婚した。

「透くん、深雪ちゃん、理音と華音をよろしくお願いします。これ、ふたりの荷物です。お菓子と飲み物と着替えが入っています」

　私がリュックを差し出すと、透くんは華音を降ろして受け取る。

「了解。ふたりのことは心配いらないから、兄さんと茉莉花さんはゆっくりしなよ。この週末ずっとふたりを預かってもいいし」

「そうですよ。理音くんと華音ちゃん、全然手がかからないから、大丈夫ですよ」

　深雪ちゃんも透くんに同調して私たち夫婦を気遣うと、樹さんがそんなふたりをからかった。

「それに、予行練習にもなる？」

　樹さんの言葉に頬を赤くする透くんと深雪ちゃん。

「ま、まあ、そういうこと」

　透くんが少しぶっきら棒に返すと、樹さんはフッと笑って透くんの肩をポンと叩き、双子たちに目をやる。

「ふたりのこと頼んだよ。理音、華音、たくさん動物見ておいで」

「「あい！」」

　父親の言葉に双子たちは明るく返事をする。

　昨日の夜から『どうぶちゅえん、どうぶちゅえん』と連呼してはしゃいでいたので、ふたりの手を握って再度注意した。

「いい？　勝手にどこでも行っちゃダメですよ」

「「りょうかいです！」」

　最近覚えた敬礼をするふたりを見て、余計に心配になる。

「透くん、なにかあったら遠慮なく電話してきてくださいね」

　私がそう声をかけると、彼は樹さんと同じ目で優しく微笑んだ。

「大丈夫だよ、茉莉花さん。じゃあ、行ってきます！」

　透くんと深雪ちゃんが双子たちを連れて玄関を出ていくと、樹さんが私の肩に手を置いて言った。

「せっかくだから、俺たちも出かけよう」

「え？　どこへ？」

　首を傾げて聞き返したら、彼はどこか企み顔で微笑む。

「着いてからのお楽しみ」




　身支度をして三十分後にドライブに出かける。

　うちには国産のＳＵＶとドイツ製のスポーツクーペの二台の車があり、今樹さんが運転しているのはスポーツクーペの方。

　子供たちが乗る時は後部座席が広くて快適なＳＵＶで、それ以外の移動はスポーツクーペと使い分けている。

「なんだか助手席に乗るの久しぶりで照れます」

　双子を出産してからは、いつも子供たちと後部座席に座っていた。だから、助手席は三年ぶり。

　私のコメントを聞いて彼が小さく微笑んだ。

「ふたりでドライブするのも久々だからね。茉莉花がクーペに乗るのも久しぶりだね」

　うちの子たちはあまりぐずらなくて手がかからない方だし、周囲のサポートもあったけれど、やはり双子の育児は大変だった。

　理音と華音が二歳になるまでは、ベッドでちゃんと寝た記憶がない。

　でも、大変だった分、幸せがいっぱいあって、子供たちの成長が楽しみだ。

　二時間かけて着いた先は秩父ちちぶ。

　羊ひつじ山やま公園で綺麗な芝桜を見て、秩父神社を参拝し、老舗そば屋で美味しいそばに舌した鼓つづみを打った後、とある温泉旅館へ――。

　昔、旅籠はたごだったその旅館は五百年の歴史を持つそうだ。木造の数寄屋造りの三階建ての建物で、国の有形文化財に指定されている。

　館内には和の調度品が置かれ、木の温もりを感じて心が安らぐ。

　樹さんがフロントで手続きをして仲居さんに案内されたのは、露天風呂付きの部屋。

　食事の提供はないが、日帰りでゆっくり過ごしたい人向けの部屋らしい。

「風情があってすごく素敵な旅館ですね」

「家族で温泉旅行は何度もしてるけど、それだとゆっくり浸かれないからね」

「確かに。双子たちの着替えの手伝いとかで、のんびりってわけにいかないですもんね」

　そんな話をしながら、仲居さんが用意してくれた抹まっ茶ちゃと桜の形をした和菓子をいただく。

「抹茶を飲むのも久しぶりです。和菓子も美味しい」

　ニンマリしながら和菓子を口に運ぶ私を見て、樹さんがにっこり微笑む。

「喜んでくれてよかった。透からＬＩＮＥが届いたけど、うちの子たちいい子にしてるって。パンダのぬいぐるみもゲットしてかなりご機嫌みたいだよ」

　樹さんが私にスマホのメッセージを見せる。そこには双子たちの画像もあって、パンダのぬいぐるみを抱えて満面の笑みを浮かべていた。

「よかった。今度透くんと深雪ちゃんにお礼しないと」

　ホッと胸を撫で下ろす私に彼は極上の笑顔を見せる。

「これからは気軽に透に預けられるな。透もうちの子たちと過ごせて楽しいみたいだよ」

　ああ、この場所や和菓子もいいけど、やっぱり一番の癒やしは彼の笑顔かも。




　抹茶をいただいた後は、樹さんと部屋にある露天風呂へ向かう。

　脱衣場で服を脱ぎ、タオルを持って浴場で身体を洗うと、湯船に浸かった。

　いつも旅館に泊まると、私か彼のどちらかが子供と入って、残った方が子供が上がった後に着替えを手伝うので、彼とふたりで入浴するも久しぶり。

　露天の岩風呂は眼下に川が流れ、目の前は山という絶景。おまけに桜が咲いていて綺麗だ。

　そんな絶景を前にして、私はひとりそわそわしていた。

　だって、裸の樹さんが隣にいる。

　子供をふたり産んでおいてなにを恥ずかしがっているんだって言われるかもしれないが、まだ外は明るいし、自分の裸も夫にしっかり見られているかと思うと、彼を直視できなかった。

　まるで付き合い始めた頃のようだ。ドキドキが止まらない。

　樹さんが湯船の中で距離を詰めてきて、リラックスした様子で言った。

「桜が綺麗だね」

「そうですね」

　じっと桜を見据えたまま相槌を打つ。

「川のせせらぎの音も聞いてて心地いいね」

　樹さんが私の肩に手を回してきたので、ドキッとした。

「そうですね」

　狼狽えずにはいられない。

　この状況、胸が彼には丸見えじゃないの。

　あ～、今すぐ夜にならないだろうか？　暗くなれば少しは落ち着けるのに。

　そんなことを考えていると、また樹さんの声が耳元でした。

「ねえ、茉莉花、肩に蜘く蛛もがいるよ」

　肩にく、く、蜘蛛～!?

「い、樹さん、早く取ってください！」

　半ばパニックになりながら樹さんの腕をガシッと掴んで言ったら、彼がしたり顔で笑った。

「嘘だよ。やっと目が合った。なに恥ずかしがってるの？」

　彼の瞳が私の目をしっかりと捕らえる。

「あの……こんな明るい場所で裸を見られるのが恥ずかしくて……」

　正直に話すと、彼の目がキラリと光った。

「それじゃあ、恥ずかしくなくしてあげるよ」

「え？」

　どうやって？と聞く前に樹さんの顔が近づいてきて、彼の唇が自分のそれに重なった。

　もうよく知ったその唇。

　最初はついばむような優しいキス。次第に樹さんがキスを深めていくと、身体が熱くなってきて、彼の首に両腕を絡めた。

　ここが露天風呂とか、まだ日が明るいとかもう頭にはない。

　無我夢中で樹さんの口づけに応えると、彼の舌が口内に入ってきて……。

　そのまま彼のキスに溺れた。

「もう恥ずかしくないよね？」

　唇を離して樹さんがニヤリとする。気づけば彼と体を密着させて抱き合っていた。

「あっ……！」

　思わず赤面する私を、樹さんはギュッと抱きしめた。

「茉莉花ってママになってもウブなところは変わらないよね」

「樹さんだってパパになってもセクシーなところは変わってないですよね」

　私の樹さんの言葉を引用して返したら、彼が少し抱擁を解いて至極真面目な声で言う。

「そりゃあ、愛する妻を誘惑するために日々努力してるからね」

「日々努力してるって……ふふっ」

　私が笑ったら、彼も私の目を見て微笑んだ。

「本当だよ。奥さんに飽きられないように努力してる」

「それなら私も飽きられないように頑張らなくては」

　両手に握り拳を作ってみせると、彼がククッと肩を震わせた。

「樹さん？」

　キョトンとする私の腰に手を回して彼が背後から抱きしめる。

「ご、ごめん。茉莉花と結婚してよかったなって改めて思って……。茉莉花といるとすごく元気になれる」

　彼の言葉が嬉しくて心がぽかぽかと温かくなる。

「樹さん……」

「理音と華音が透の家でお泊まりできるようになったら、今度は泊まりで来よう」

「いいんですか？」

　ふたりで泊まりの旅行なんて、子供たちに悪いと思ったのだけれど……。

「幼稚園はお泊まり保育もあるから子供たちも練習になるし、俺たちの子離れの練習にもなるからね」

「ああ、確かに」

　樹さんの方を振り返って相槌を打つ。

　そうだ。今は常に一緒にいるのが当然だけど、やがて子供たちは私たちのもとを巣立っていくんだよね。

「それに、奥さんとちゃんと触れ合う時間も大事だよ」

　彼は私の顎を掴んでまた口づける。

　甘いキス――。

　子供たちとの時間も大事だけれど、夫婦の時間も大切なんだって改めて実感した。

「私……樹さんと結婚できて幸せです」

　キスを終わらせた樹さんに笑みを浮かべながらそう言うと、彼はとびきり甘い声で約束した。

「五十年後も幸せだって言わせてみせるよ」




The end.










あとがき




　こんにちは、滝井みらんです。今回のお話のヒーローは、天才脳外科医。私もヒロインと同じように身内を脳出血で亡くしているので、樹のような先生がいたら……という思いでこのお話を書きました。人と人との出会いって、なんでも大事ですね。

　さて、今日は樹さんと弟の透くんに来てもらいました～。


樹　　氷室樹です。皆さん、こんにちは。

透　　こんにちは、氷室透です……って、このコーナー俺でいいの？

樹　　いいの、いいの。茉莉花は人前に出るの苦手だし、小鳥遊だと一言か二言で終わって尺が余るから。

透　　なるほどね。そういえば、次の週末、深雪がなにも予定ないみたいだから、うちで理音と華音預かろうか？　今度こそお泊まりで。

樹　　いいのか？　俺としては助かるけど。

透　　最近仕事忙しいから、理音と華音で癒やされたいんだよね。

樹　　その気持ちわかるな。俺も家に帰ってふたりの天使みたいな寝顔見ると、疲れが吹き飛ぶ。

透　　確かに天使だね。ふたりとも滅茶苦茶かわいいし、毎週預かりたいくらいだよ。だから、茉莉花さんと泊まりでどっか行ってきなよ。

樹　　それじゃあ、お言葉に甘えてそうさせてもらおうかな。

透　　三人目作っちゃえば？　双子たちも今そんなに手がかからないよね？

樹　　う～ん、今は考えてないな。子育てがちょっと落ち着いたから、奥さんとの時間を大切にしたい。俺ももう限界で、茉莉花と触れ合わないと禁断症状出そうだし。

透　　はいはい、ご馳走さま。いつまでもラブラブで羨ましいよ。



　え～、最後になりましたが、マイペースな私をいつもしっかりと支えてくれている編集部の鶴嶋さま、妹尾さま、また、とっても大人なイラストを描いてくださったさんば先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆さま、心より感謝しております。

　この本を通しての出会いに乾杯！




滝たき井いみらん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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天才脳外科医の愛が溢れて――もう、拒めない


～独占欲に火がついて、とろとろに愛されました～
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